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一章







　マコトがトイレのドアをバタンと開けると、そこには女の子がいた。そのトイレは旧校舎にあったので、当然和式。となると、便器に屈かがみこんでお尻しり丸出しだったりして、これは事件ですよ姉さん！　のぞきで軽犯罪法違反です。

　マコトは捕まってしまうのだった。

　いやいや、そんないきなり捕まったりはしないのだった。というのも、残念なことにその女の子はお尻丸出しではなかったからだ。ちゃんとパンツをはいていた。和式便器にまたがる格好で立ちながら、彼女がスカートたくし上げている姿。それをマコトはしっかり目もく撃げきしていたので間違いない。お尻をツンと、まるでマコトに向かって突き出しているかのようだった。伝承にいわく、青い縞しま模様が小ぶりの尻を包んでいるのが見て取れたという。やっぱりこれは普通に軽犯罪法違反ではないか。

　で、彼女は自分のお尻をきづかわしげに見つめていたのだが、突然の闖ちん入にゆう者しやに自尻から視線を上げる。マコトと目が合った。やあ、こんにちは。マコトはにこやかに挨あい拶さつすべきだったのかもしれない。いやいやいやいやどーもどーもどーも！　とかフレンドリーに。そうすれば、彼女も顔を急速に赤らめて、あうあうと無言で口を開閉し、凍りつくこともなかったかもしれないではないか。でも、現実のマコトはただただ顔を急速に赤らめて、あうあうと無言で口を開閉し、凍りつくだけだった。

「な……なに開けてるのよ!?　閉めなさい！　早くっ！」

　彼女がようやくそう叫んだので、マコトも弾はじけたように動き出す。呪じゆ縛ばくが解けたといったところ。マコトはトイレのドアノブを摑つかむと、そのまま扉をバタン！　キイ。キイ、は叩たたきつけた反動でドアがまた開いた音です。これはいかん、とマコト大慌て。便器にまたがる彼女の姿が外から見えないよう、今度は慎重かつ急いで扉を閉めた。

　ふう、これで一安心。二人して大きく息を吐く。お互い顔を見合わせて、安あん堵どの笑みを漏もらしたくらいだ。……お互い顔を見合わせて？

　ここでやっとマコトは意識がいったのだが、自分が今目にしたパンツ丸出し女は同じクラスⅢ－Ｂのイシダ・サヤではなかったか。いや、訂正。自分が今目にしているパンツ丸出し女、だ。マコトは相手の顔を確認した。よく見る。じろじろと。間違いないようだ。いやいや、もう一回訂正。今のイシダはパンツ丸出し女ではない。それはなぜかと問われれば、すでに彼女はスカート下ろしちゃっているからで、そうなるとあの縞しま々しまはもう拝めないということであり、あんな小汚い物をあれ以上見せつけられずに済み、これは大変喜ばしいことであろう。

　というか、マコトは自分の置かれている状況の異常さにも気付いた。大抵の便器は一人用である。４人対戦用マルチタップの便器なんて見たことないし、一つの便器を二人ペアで二人三脚仲良く使うといった発想は人類にはないものだ。考えてみて欲しい。自分が用を足している際にどっかのおっさんが、よっこらしょ、と目の前でズボン下ろして、

「どうも、相席させてもらってよろしいですか、わっはっは」

　と、生暖かい尻しりを押し付けてきたりする情景を。しかも、

「いやあ、こりゃどうも、お勤め中のところ申し訳ないですな、わっはっはっは。えーと、タバコ吸ってもよろしいですか？　本当は禁煙中なんですがね、わーっはっはっは。おお、こりゃまた、やはり若い方は勢いが違いますなあ、うわーっはっはっはっは」

　とか用足し中に話しかけられたりしたら誰だれしも、おっさん笑いすぎ、と思うであろう。

　何の話だ。ええと、とにかくそれくらい今のマコトの状況が異常だと言いたいのです。おっさんの尻を想像させたかったのではありません。

　つまり、である。狭い個室内で便器を前に二人が向かい合う、というのは滅多にないことだろう。しかも、その向かい合う相手が異性であるとくれば、これは人類に対する挑戦といっていい。良くないけど。そこまで大おお袈げ裟さなものか。

　大袈裟なのはイシダの方だった。

「な、な、なな、なんで一いつ緒しよに入ってるのっ!?　で、出てけ！　馬ば鹿かあっ！」

　指突きつけて大声上げる。狭いトイレ個室内、そんな大声出さなくてもマコトには十分伝わるだろうに、本当に大おお袈げ裟さなことだ。唾つばがかかるくらい狭いトイレである。もっと別のものをかけられる前に（おつりとか）、マコトはその場を追い出されて本当に幸運だったといえよう。顔から床にダイブする形で突き飛ばされるのが幸運と言えればだが。

　ガチャリ。マコトが鼻を押さえてうずくまっている間に、そんな音が個室トイレから聞こえてきた。最初からカギ閉めておけば、こんな悲劇は起こらなかったのである。

　さて、我らが悲劇の主人公は、この悲劇の舞台を確認する。男子トイレ。わざわざ一いつ旦たん外に出て、ドアを見直したので間違いない。この黒のヒゲ紳士のマークは、大抵の地域で男性の象徴であろう。それからもう一度中に入ってみれば、ほら！　燦さん然ぜんと輝く男子用小便器がずらりと並んでいるではありませんか！　であるならば。マコトが以下のような結論を下したとしても何ら不思議ではない。

　僕、悪くないじゃん。

　まさに悲劇。いわれなき不幸に襲おそわれた主人公は、自らの不運を呪のろうのだった。とかそんなのはどうでもよくて、その結論からはさらに次のような疑問を導き出せるであろう。

　イシダ・サヤは男子トイレに侵入することを生なり業わいとする変態女子ではあるまいか？　と。

　クラスの中でもかなり可愛かわいい部類の彼女が変態女子とは、なんという運命の悪戯いたずら。意外過ぎる一面である。それに、マコトにとってはそれ以上に思うところがある相手だ。
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　マコトは個室トイレを前にして、思わざるを得ない。

　あの、イシダさんがねえ。お偉いイシダさんともあろう者が……。水色の縞しまパンツに、黒々とした……。

　さらに、マコトはこのことがクラスの皆に伝わった場面を夢想する。大変な騒そう動どうになることが予想された。打ちのめされるであろうイシダの姿を想像して、底意地の悪い喜びを覚えてしまう。マコトはいつもイシダ・サヤにお世話になっているからだ。大変大きなお世話をしてもらっている。イシダ・サヤの狼ろう狽ばい振りを目にしても、それに同情する理由はなかった。ざまあみろ、といった感想しか出てこないだろう。

　マコトが妄想にうつつを抜かしていると、ガチャリという音がした。ん？　と意識を現実に戻す。まさにそれと同時に、マコトはトイレ個室内へと引きずり込まれたのだった。便所ホラーのように。で、ガチャリ。再び施せ錠じよう音おんが響ひびく。

「ウチダくん、あなた、見たでしょう？」

　静かな声でイシダ・サヤは問うた。狭いトイレ内、顔がくっつきそうなくらい近い。

　追い出されたり引きずり込まれたり忙しいことだ。と、マコトは嘆息してしまう。さっきは人を追い出しておいて、今度は何だ。

　二人っきりで話がしたくなったということらしい。イシダはマコトの右腕をしっかり摑つかんで放そうとしない。そこから必死さが伝わってくる。だが、その必死さから自分が詰きつ問もんされているように感じられて、マコトはいい気分ではいられなかった。だから、

「見たって、なにを？」

　と、とぼけてやる。ぎゅうっと、右腕が締しめ付けられた。

「見たんでしょう？　ねえ、お願いだから、正直に言ってよ。ああ！　よりにもよってウチダくんに見られるなんて……！」

「なにも見てないよ。イシダさんが男子トイレに入っていたなんて全然見てないから」

　見てないわけないのであった。イシダは歯は嚙がみして、

「そ、そうじゃなくてね……」

「ああ、じゃあ、イシダさんのパンツが水色の縞々だったなんて少しも目にしてない」

　自分だけの思い出にするつもりらしい。

「え？　……あああ！　パンツ見られた！　ひどい！　ウチダくんってそういう子だったの!?　いやらしい！」

　イシダの顔が耳まで真っ赤に染まる。両手で顔を覆おおって、その場から逃げ出しそうだ。絶望的な呻うめき。

「……こんなのってないよ……ウチダくんに見られちゃうなんて……今日の占いはラブ運絶好調のはずなのに全然逆じゃない……じゃ、じゃなくて！」

　また、声を高める。そんな声出さなくても十分だというのに。マコトは辟へき易えきしてしまう。で、投げやりに答えてやった。

「いや、見てない見てない。パンツどころか何にも見てないよ。そもそも、パンツ見るの医者から止められてるし」

　おまけに健康のため吸い過ぎにも注意しているらしい。

　イシダは疑わしげな顔。

「……本当に？　本当に何も見てないのね？」

「本当の本当に見てない」

　目をつぶって宣誓するマコト。手元に聖書があったら、そこに手を置いて神に誓っただろう。

「よ、よかったー」

　へなへなと力が抜けた様子のイシダを、マコトは薄うす目めで窺うかがう。めちゃめちゃ見ています。でも、イシダはそんなことには拘こだわらない。もっと気がかりなことがあったからだ。口止めである。

「え、えーっと、ウチダくん？　今のやり取り、忘れてくれる？　この件についてはお互い忘れましょう、いいね？　わたしも、その、あなたがわたしの、うー、パンツ見たことは忘れてあげるから。わかった？」

「わかった。僕はここで何も見なかった。誰だれとも会わなかった。これでいいかい？」

「そう！　それでいいの。ウチダくんが相手でよかったわ」

　さっき言っていたのとちょっと違うのではないか。その発言にマコトはひっかかる。

「僕が相手でよかったってどういう意味？」

「だって、ウチダくんならわたしの言うこと聞いてくれるでしょ？　ほんとよかったー」

　安あん堵どのため息を吐つくイシダ。カチンと来たマコト、そんな気の緩ゆるんだイシダに注意を促してやる。

「ところで、それは隠した方がいいんじゃないかな」

　グネグネと動くものを指差した。それはイシダのスカートの下から顔を出している。

「そんなものをぶら下げて歩いていたら、大おお騒さわぎになると思うんだけど」

　瞬しゆん間かん、再びイシダの顔が赤化した。これまた早はや業わざだ。イシダ・サヤは０・０１秒で赤面を完了する。

「やだっ!?　さっき、ちゃんとしまったはずなのに、また出てるっ!?」

　イシダは蠢うごめくそれをスカートの奥に隠しこむと、きっ、とマコトを見据えた。ブルブル震ふるえながら、

「み、見たわね!?」

「まあ、これで見てない、というのはさすがに良心がとがめるかな」

　そして、マコトは意地悪な気持ちで言ってやった。

「まさか君が、そんな立派な悪あく魔まの尻尾しつぽの持ち主だったとはね」




　はっきりと指摘されて、イシダは頭がかーっとなった。恥ずかしいのか怒りなのか、自分でもよくわからない。

「な、なによ！　やっぱり、さっきもわたしのこれ、見えてたんじゃない！　噓うそつきっ！　見てないなんて、わたしを騙だまそうとしたの!?　ひどい！　今まで助けてあげてきたのに、どうして？」

　助けてあげてきた？　マコトはびっくりする。これまでのイシダの行為が、少しでも自分の助けになってくれたことがあっただろうか。たとえば、昨日のＨＲ後。マコトは思い返してみる。




「悪あく魔ま狩がりすっぞ！」

　ボス猿みたいなカトウが大声でのたまった。ふんがー、と鼻息も荒い。

「この学校にも悪魔の一人くらい、いるかもしれねえからな！」

　何をまた唐突に。どうせ思いつきで興こう奮ふんしているだけなのだろう。教室の後ろの方で喚わめいているカトウの声を聞き、マコトはそんな感想を持った。よく毎日、ああやってテンション上げていられるものだ。目立たぬことを信条としているマコトにとって、彼かれ等らは付き合いづらいし理解しがたい存在だ。

　巻き込まれぬ内にさっさと帰ろう。そう考えて、さっさか鞄かばんにノートを詰め込む。人間には悪魔狩りよりももっと考えるべき大切なことがいくらでもあるはずだ。たとえば、今日の晩御飯のおかず、どこのスーパーで買おうか、とか。今日はマルハンのポイントサービス５倍デーなのであった。所帯じみた中学生なのであった。戯ざれ言ごとに付き合っている暇はないのである。

「悪魔狩り、つってもさあ」

　戯言に付き合う奴やつもいる。ニカイドウが耳をほじりながら呟つぶやいた。

　で、ふっ、と小指の先の耳クソを吹き飛ばしながら、

「どうすんの？」

　そう問われてカトウ、あいたー、みたいに額に手を当て、首を振る。

「バッカ、おめえ知らねえのか？　悪魔には尻尾しつぽが生えてるんだぜ」

「それで？」

「だからよ、尻尾が生えてるか生えてないか調べれば、悪魔なんか一発で見つけられんべよ？」

　さらに、もう一人のクラスの困ったちゃんが話に乗ってくる。

「悪魔を見つけてどうするんだ？　あいつらはやばいらしいが？」

　ヤマザキは早速机の上に両足を投げ出していた。ふてぶてしい。授業中はもっと真ま面じ目めなのに。教師がいるときは、せいぜい大おお股また開きのがにまた座り、両手をポケットにつっこみ貧乏ゆすりをしている程度だ。喚いたり立ち上がったりしないだけ、模範的な授業態度といえるのではないか。

「悪魔も、天使みたいな凄すごい力を持っていると聞いたぞ」

「なんだ、ビビッてんのかよ？」

　カトウはいつものようにオーバーアクション。両手を、やれやれ、みたいに掲げてしかめ面つら。

「天使なんてただの力持ちだろ？　あんな奴やつら、オレがマジで相手してやったらワンパンで土ど下げ座ざよ？」

　カトウはボス猿にふさわしく、頭の悪そうな自信を示した。

「つっこんでくるトラックを片手で止めたとか、下した敷じきになった怪け我が人にんを助け出すのに車を持ち上げたとか、それがただの力持ちで済むのか？」

　ヤマザキの反論にも、カトウは余裕である。ちっちっち、と人差し指を左右に振ってみせる。正直、いちいち動きがうるさい。

「そんなのウソに決まってんだろ。そんな化け物いるわけねー。大体、天使だって悪あく魔まだって、もとはオレ達たちと同じ人間だぜ？」

「いや、俺おれも天使はヤバイと思う。マジやばいって！　ガチで頭に輪っか浮かべてる奴みたことあるけど、そいつ、ヤクザみたいの10人くらいボッコボコにしてた！」

　ニカイドウが勢い込んで、自分の目もく撃げき談だんを語る。それに鼻白んだのかカトウは、

「ま、まあ、天使はいいんだよ。天使は。あいつらはそんな悪くねーし。オレが言いてえのは悪魔の方だ。あいつら、人間の中に潜ひそんでやがるんだぜ？　てめえらの正体隠してよ。何企たくらんでやがるんだか」

　ヤマザキは細い目をさらに細めて、

「話がよくわからないな。それで、どうしたいと言うんだ？」

「おう、それでよ。この学校にも、いんや、このクラスにだってそういう悪魔が隠れてるかもしれねえだろ？　バレねえように尻尾しつぽを制服の下に隠したりしてな。オレとしては、そういう薄うす汚ぎたない連中は見つけ出してさらした方がいいんじゃねえかと思うわけ。怪しい奴には目星をつけて。なあ！　マコっちゃん！」

　突然、名前を呼ばれて、あれあれ？　なんだか雲行きが怪しくなってまいりました。マコトはカトウ達に注意を向けた。ニヤニヤと、カトウがでかい面にでかい笑顔を貼はり付けている。マコトが振り向くのを見ると、手を振ったりなんかして。なんだか上機嫌と言えなくもない。

　ヤマザキも薄く笑う。

「なるほど。そういうことか」

　ニカイドウもヘラヘラと、

「え？　なにがなにが？」

　わかってないなら笑わなきゃいいのに。ヤマザキが補足してやる。

「うちのクラスに悪魔なんかいたら嫌だろう？　だから、そいつを調べてやろうというんだ。まずは、マコトから。そうだろう？　カトウ」

　カトウはどすどすとマコトの机まで近付いてくる。ヤマザキもニカイドウもそれに続いた。特に、ニカイドウはよっちらよっちら肩を怒らせながらだ。格好いいのか、その歩き方。体悪いんじゃないかと心配になる。

　人の心配なんかしている場合ではないのであった。マコトの机の上に、ばーんとカトウの右手が突き立つ。で、体重を乗せて寄りかかってきた。

「なあ、マコっちゃん。マコっちゃんは悪あく魔まなんかじゃないよな？」

「もちろん」

　マコトは内心ウンザリしていたが、表面上は平静だ。いつもいつも、彼かれ等らはマコトにちょっかいを出してくる。まーた始まった、と思うしかなかった。

「そいつはよかった！　安心したぜえ？」

　上から見下ろしながらだから、ニヤニヤ笑いも上から降ってくる。どうも、んじゃお疲れ！　と片手で挨あい拶さつも軽やかに、その場を離れていい雰ふん囲い気きではない。彼等の気が済むまで付き合うよりないようだ。まだ時間かかるのかなあ、とマコトは時計を気にしてしまう。というのも、マルハンのタイムサービスは乗り遅れたらろくなものが残らないからだ。そんなマコトの微妙な主婦心は察知されることなく流される。

「でもよ？　マコっちゃんが悪魔じゃないっていう証拠はあるのか？」

「そうだな。口でなら何とでも言える」

　カトウの疑問にヤマザキも同調した。ニカイドウも一拍遅れて、

「そうそう、しょーこしょーこ！」

　同調した。

「僕が悪魔じゃないってことを証明して見せろって言うのかい？」

　これが悪魔の証明というやつか。でも、カトウはウィンクして見せるのだ。気色悪い。

「難しく考えるなよ！　簡単なことだぜ？　今すぐズボン脱いで、マコっちゃんの尻しり見せてみな？　尻尾しつぽが生えてるかどうか見てやるよ。マコっちゃんが悪魔じゃないならできるだろ？」

　なるほど、つまり悪魔云うん々ぬんはどうでも良かったのだ。単なる口実であろう。マコトに難なん癖くせをつける理由が欲しかっただけである。

　さて、どうしたものだろう。マコトはこの言いがかりに対してどう対応すべきか、考えを巡らす。

　無視する？

　やだぁ、えっちぃ！　と頰ほおを赤らめダッシュで家まで帰って布ふ団とんかぶって寝ちゃう？

　とりあえずどちらを選択することもなく、マコトはまず悪魔に関する自分の知識を披ひ露ろうしてみせた。

「悪魔は自分の尻尾を体内に隠せるらしいから、お尻を見ても意味ないんじゃないかな」

「おいおい！　見せたくないってのか？　怪しいな！　ほんとは生えてんじゃねーの？」

　目を丸くして口をすぼめ、あらまあこいつは驚おどろいた、といった顔をして見せるカトウ。

「悪あく魔まの尻しりをじっくり見れば、少しくらいは痕こん跡せきがあるだろう。それに、悪魔はいつでもうまく尻尾しつぽをコントロールできるわけじゃない、とネットで見たことがある。自分の意思に反して、尻尾を出してしまう未熟な悪魔もいるらしい。お前がそういう未熟な悪魔だとしたら、当然、尻を見せるのは嫌がるだろうな」

　ヤマザキも食い下がる。どうしても、マコトの尻を見たいらしい。変態か。それとも、マコトが困る姿を見たいのか。きっとマコトが、勘弁してくれ、と頭を下げたら大喜びするのだろう。

「なに？　どっちよ？　生えてんの？　生えてねーの？　見せてみれば一発じゃん」

　尻尾のことを言っているのか、それとも別の何かのことを言っているのか、ニカイドウの尋ね方ではよくわからない。

　３人に囲まれて、マコトは左右を見回す。威圧的なニヤニヤ笑いの隙すき間まから、クラスメイト達たちの姿が見えた。全員が小動物のようだ。身を縮め、自分達に厄介ごとが降りかからないよう、成り行きを見守っている。下手に動いたら目をつけられる、と硬直しているのだ。中には、目の前で何が起こっているのか気付いていないかのように空々しい会話を始める者もいた。

　クラスの食物連れん鎖さで言えば肉食系の彼かれ等ら３人は、傍ぼう若じやく無ぶ人じんにはしゃぎ続ける。

「なあなあ、マコっちゃーん！　手伝ってやろうか？　パンツ、ピロッと下げてよー。皆にも見てもらおうぜ」

「そうだな。俺おれ達だけだと間違えるかもしれない。大勢に見て判断してもらった方がいいだろう」

「モロだしで！　モロだしモロだし！」

　普通でありたいと願うマコトにとって、この言いがかりは対処に困る。クラス内でパンツを下げるなど目立ってしまって仕方ないではないか。どうして彼等はいつもこう絡からんでくるのだろう。困惑せざるを得ない。なもんだから、じっと黙もくして困っているのに、

「なあ？　シカトかよ？　オレらなんか相手にできねーってか？　えらいねー？　何様？」

　カトウがニヤニヤを引っ込める。ヤマザキはまだ笑っていたが、危険な感じの薄うす笑わらいだ。その薄笑いのまま、マイルドな脅しをかけてきた。

「どうしてお前はそんなに余裕があるんだ？　気に入らないな。女みたいな顔して、その余裕はどこから来る？　何とか言ったらどうだ？　まったく気に入らない」

「そうだぞ！　調子ぶっこいてんじゃねーよ！」

　さっきまでモロだしモロだし大喜びしてたくせに、いきなりスイッチ切り替えたかのように喚わめきだすニカイドウ。

　マコトは彼等一人一人の顔をじっと見つめた。

　どういう態度を取れば、彼等は自分のことを放っておいてくれるのだろう。少なくとも、彼等の言うことに盾突いたりするのは反発を買うだけだ。なら、何も言わず黙だまってやり過ごすのがいいのかと言えば、それも気に食わないという。最初から黙だまっていても外見や身なりが彼かれ等らの注意を引いてしまうらしい。本当にどうしたもんだろ。

　ため息を吐つきたくなるマコトだ。

「……舐なめてんだよな？　マコっちゃん、オレらのこと舐めてんだろ？」

　カトウが凄すごみ始めた。

「オレらが手を出さないと思って余裕かましてんだ、そうだろ？　こりゃいっぺんシメた方がいいんじゃね？」

「まあ、今の内に痛い目に遭あわせておいた方がいいだろうな」

　短絡的な結論を出すのは、彼等の習性のようなものである。だが、その結論によってマコトははたと気付いた。

　そうか。どうやら彼等は、僕が彼等に恐怖を感じていないのが気に入らないらしい。普通なら彼等の行動に怯おびえるべきなのだ。それが普通であり目立たない態度なのだろう。となれば、話は簡単。彼等のことを怖がればいい。……どうやって？　彼等の子供じみた態度を見ていても恐怖は覚えない。暴力を誇示されても、彼等の暴力程度では脅威の欠片かけらもない。どうやったって怖がれないのだ。

　恐れを感じる心がない、ということでマコトは心無い人であることが証明された。

　ここまで考えるのに０・０５秒。さらに続く０・０５秒で、マコトはさらに考えを深める。

　じゃあ、恐怖を感じている振りをして見せれば、彼等は満足するんじゃないか。そうすれば、僕はこのクラスの十じつ把ぱ一ひとからげとなって埋没できるのではないか。そうだ。ごめんなさい、と許しを請おう。彼等が自分よりも上だ、と態度で示してやれば彼等は満足して、以後自分に構うことはなくなるかもしれない。

　マコトはそこまで思いつくと、これは一丁試してみる価値があるように感じた。

「おら、立てよ！」

　カトウに引っ張られ立ち上がらされる。その際、椅い子すがギギギと耳みみ障ざわりな音を立てた。

　さあ、今だ。ごめんなさい、許してくださいと頭を下げよう。それで彼等は喜んでくれるだろう。気が晴れて、もう僕の相手をしなくなるかもしれない。

　と、マコトが決心したその時だ。

「あなた達たち、いい加減にしなさいよ！」

　またかよ。カトウ達３人に、うんざりした様子が浮かんだ。実のところ、マコトの顔にも浮かんだのだが。

　クラスの小動物達の中から、威勢のいいのが飛び出てくる。喧けん嘩かっ早い子猫のように。

　いつものようにイシダ・サヤが、きっ、とまなじりを決していた。ツカツカとカトウ達の前に立ちはだかる。

「……なんだよ、イシダ？」

　カトウはその身長差を生かして、高角度から視線を打ち込んできた。それにも怯ひるまず、イシダは自分の腰に手をあて、そっくり返るみたいにする。そうやって、やっと無理矢理視線が合わさった。

「あなた達たちは、まあ飽きもせず……。よくそんな同じようなことばかりしていられるわね？」

「ああ？　なんか文句あんのかよ!?」

「毎日毎日、気分悪いのよ。くだらない嫌がらせばっかして！」

　それをとりなすように、ヤマザキが薄うすく笑う。

「おいおい、騒さわぐことじゃないだろう。ただの遊びじゃないか。マコトが悪あく魔まかどうか、ちょっと調べようというだけの話だ。なんなら、お前もマコトの尻しりを確認してみるといい。本当に尻尾しつぽが生えているかもしれない」

　イシダは不自然なまでに顔を赤らめると、

「そ、そんなもの見たくないよ！　ウチダくんのお尻だなんて……。べ、別のものまで見えちゃう……い、いや、尻尾がどうしたなんて馬ば鹿からしい！」

「いーっつもいっつもよー。うぜーんだよイシダはよ！」

　ニカイドウがケンケンと嚙かみ付く。でも、すぐ逆ぎやく襲しゆうされてしまうのだ。

「いつもいつもうざい、ってあなた達のことでしょう？　何度注意してやってもわからないんだものね。相手が黙だまってれば付け上がって、よってたかって……。あなた達、どこの小学生？」

　そこで腕組みして、ふん、と鼻で笑う。

「まったく、ガキなんだから……」

「ぐ、が、ガキって言うな！」

　ガキみたいな反論しかできないニカイドウを尻目に、ヤマザキが引き継ぐ。

「なあ、イシダ。お前には関係ないことだろう？　マコトがどうなろうと、お前に関係があるのか？　あんまり余計なことに首を突っ込んでいると、いつか火傷やけどするんじゃないか？　心配だな」

「何それ？　もしかして、脅してるつもり？　やっすい脅しね」

「お前のは安い正義感だろう。なんだ？　まさか、自分が天使にでもなったつもりなのか？」

「いいわね、それ。わたしが天使かどうか試してみる？」

　なんとも無む謀ぼうな強がりだ。が、そう言われてヤマザキは躊躇ためらってしまう。敵に対する天使の情け容赦なさは噂うわさに名高い。自分が天使であることを自覚した人間は、正義の心に目覚めるという。そして、ありがたいというか迷惑というか、天使はその正義を実行するために力を振るうのを厭いとわないのだ。トラックを弾はじき飛ばしたり、ヤクザ10人をぼっこぼこにしたりという、あの怪力を。

　もしかして、このでしゃばりのイシダが本当に天使だったら？　下手に手出しして、ボロ雑ぞう巾きんのようにされてはたまらない。イシダの頭には天使の証あかしである輪っかは浮かんでいないが、もしかして頭の中に隠しているのかもしれないではないか。悪あく魔まが尻尾しつぽを尻しりに隠すのと同じように。

「まあイシダの言うことももっともだ」

　ヤマザキがそう言ったものだから、カトウぶち切れ。

「おい、何言ってんだよザキ！　こいつ、オレらを舐なめてやがるんだぞ！」

「まあいいから。なあ、お前らはどう思う？」

　ヤマザキはくるりと体を転じ、クラスの皆に問いかける。誰だれも何も言わなかった。全員、目線を下ろしヤマザキに応こたえようとする者はいない。しーんとしたものだ。

　ヤマザキは薄うすく笑うと、

「ま、今日のところはここまでにしておこう」

「おいおいおいおい！　ザキよ！　お前、ビビッてんのか!?　冗談だろ!?　ここまでコケにされて、なんもしねーのかよ！」

「いいから行こう。楽しい話はまた後だ」

「ちょっと、おい！」

　ヤマザキがカトウを押し出すように教室の外へと出て行った。ぼうっと成り行きを見ていたニカイドウも、それを見て弾はじかれたように後を追う。こうして、彼かれ等らがいなくなると初めて、クラス全体からふぃ～とため息が漏もれたように感じられた。

「ねえねえ、サヤちゃん」

　女子の一人、ハルナがイシダの袖そでを引く。

「こういうのやめといた方がいいよ。危ないよ？　あいつら、いつ手を出してくるかわかんないんだから」

「ふん、あんな奴やつら、そんな根性もないよ。あいつらにできるのは無抵抗の相手をいたぶることだけ。ちゃんと声を出して抵抗する相手には手も足も出せないんだから」

「そんなこと言って……やめときなって。大体、ウチダなんかどうだっていいでしょう？　あいつのためにサヤちゃんが危ないことする必要ないよ。それとも、なに？　もしかしてサヤちゃん、ウチダのこと……？」

　ハルナはちらりとマコトを見て、イシダに耳打ちする。マコトにも聞こえているが。

「わ、わたしだって、べべべ別にウチダくんのことなんか好きじゃないよ！」

　きっぱり言う。もちろん、これもマコトに筒抜け。

「あんなやられっぱなしで黙だまってるような奴……ウジウジしてて気持ち悪い！　わたし、ああいうの大っ嫌いだもの！」

　まるでわざと、みんなに聞こえるような大声を出すのだ。それを聞いてハルナは、

「だったら……」

「でも、あいつらのやり口はもっと嫌いなの！　ムカつくよ。ああいう卑ひ怯きよう者もの……」

　イシダは下を向いて、にじみ出るような声を出す。で、そんな言葉を吐きつつも、チラッとマコトの様子を窺うかがったようだ。なんか気になるようです。

　それには気付かず、ハルナは大きく息を吐いた。

「ふー。ほんとサヤちゃん、まるで天使になったみたいだね」

「さあ、どうかなあ」

　イシダは、なんだか複雑な笑みを見せるのだった。

　こうして、マコトは一方的にぼろくそ言われた挙句、放置された。それが昨日のＨＲ後のことだ。




「……僕を助けてあげてきた、って本気で言ってるの？」

　そして今。正体を露あらわにしたイシダの前で、マコトは大いに頭を悩ませている。

「君がしてきたことは、単なる自己満足じゃないか」

「なんですって？　呆あきれた！　あなたがあいつらからちょっかい出されていたとき、いつだってわたしがそれを止やめさせてあげてたじゃない。ほとんど毎日だよ？　そんなことすらなかったことにしようって言うの？　わたしの弱みを握ったら、昔の恩には知らん振り？　なんて卑ひ怯きような奴やつ……！」

　自分の秘密を知られたばかりのイシダは、とにかくカッカしていた。誰だれだって、自分の隠しておきたいことを他人に知られて喜んだりはしない。ああん見て見てー、恥ずかしいわたしをもっとぱっくり見てー、なんていう境地にはイシダはまだ到達していなかった。

「恩というけれど……」

　マコトにだって言いたいことはある。イシダの態度は、マコトにとってどうにも我慢できない代しろ物ものだったので。

「あんなことされて、僕が感謝しているとでも？」

「なあに？　感謝の心もないっていうの？　恩知らず！」

「迷惑なんだよ」

　短く吐き捨てた。

「な……！　あれだけのことをしてもらっておきながら……！」

「どうしてそんな風に考えられるんだい？　自分のしたことは喜んで受け入れてもらえると、どうしてそんな無邪気に考えていられるんだ？　本当に、君は天使そっくりだ。自分達たちの善意は喜んで受けてもらえると頭から信じて疑わず、それを押し付ける……。あの高慢で鼻持ちならない天使達と同じだね」

「な、なによ！　わたしの助けが嫌だったなら、そう言えば良かったじゃない！　……嫌だったの……？　迷惑、だったの……？」

「ああ、本当にウンザリした。君のでしゃばりのお陰でどれほど嫌な思いをしたことか」

　マコトはますます饒じよう舌ぜつになる。こんな特殊な状況（狭い男子トイレで二人っきり）が触しよく媒ばいとなったのか、今まで言わずにおいたものが一気にこみ上げてきたのだ。

「大体、僕は目立ちたくないんだ。彼かれ等らの言いがかりなんか、はいはいと受け流していればそれで済むのに……。君が毎回でしゃばってくるから大事になったり目立ったりしてしまう。ほんとに迷惑な話だよ。昨日なんか最後、君と彼等とで殴なぐり合いにでもなりそうな緊きん張ちよう感かんを味あわされるし。僕はもう、そういうのは御免だ。平へい穏おん無事で過ごしたい。……昔みたいに、自分の正義を無邪気に信じてそれを押し付けたり、根拠もなしに正義は勝つとヘラヘラ笑っているような、あんな日々は嫌なんだ……恥ずかしい……」

「？　なんの話？」

　そう問われて、マコトは気を取り直したようだ。顔を上げ、今を見つめ直す。

「とにかく、僕は君のしてきたことに感謝なんか少しもしていない。それは理解して欲しいな。だから、君が悪あく魔まだってことが皆にばれて君がひどい目に遭あっても、僕は同情しないね。むしろ、小気味良く思うだろう」

「……そ……そんなぁ……」

　イシダ、スカートを両手で握り締しめる。小さい子供のようだ。で、小刻みに震ふるえ始めた。

「わたし……ウチダくんのことを思って……」

　そんな様子を目にしてもマコトは容赦しない。もうとっくの昔にブレーキが効かなくなっていたようだ。

「昨日のあの後、どうなったかわかってる？　彼等は、たぶん彼等だと思うけれど、下げ駄た箱ばこに入れておいた僕の靴をカッターか何かでズタズタにしていったよ。君に文句を言われたことが、よほど腹に据えかねたんだろうね。彼等の苛いら立だちは、そういう方向で噴出したわけだ。君がその場だけいい気になって注意したからって、彼等の苛立ちが消えたわけじゃない。むしろ、彼等の怒りを大きくさせただけだ。で、結局、その怒りは僕に向けられたという話。君のお陰だよ。本当によくやってくれたね」

　そう言いながら、ああ、やってしまった、とマコトは思わざるを得ない。嫌味な言い方。だが、一度回りだした口は容易に止められるものではなかったのだ。

「わたし、わたし、そんなつもりじゃ……。いつも、あいつらにからかわれてるから、少しでも助けてあげたくて……」

「僕を助けてあげられる、なんて随分と君は偉いんだね。思い上がりもいいところだとは思わなかった？」

「な……なによ！　あいつらには文句の一つも言わなかったくせに、わたしには文句たらたら!?　あなたもあいつらと同じ！　わたしの弱みを握ったから、わたしが文句を言えない立場になったから、だから安心してわたしを責めるわけ!?　無抵抗な相手にしか強気に出れない、卑ひ怯きよう者もの！」

　売り言葉に買い言葉。イシダは強い口調で非難した。が、その目からはポロポロと零こぼれるものがある。

「わたしだって……！　わたしだって、あいつらに文句言うの、平気でやってたとでも思うの!?　すごく怖かったんだよ？　足とかブルブル震ふるえてた……。なのに……！　それが全部迷惑？　わたしのやっていたことは無む駄だどころか迷惑？　そんな……そんなのってあるかっ！」

　畜ちく生しよう、わたしバカみたいじゃん、と小声で呟つぶやきつつ顔をぐしぐし擦こするイシダ。

「……誰だれも助けてくれなんて頼たのんだ覚えはないけど」

　勝手に思い込んで勝手に口出ししてきただけではないか。それで何で泣かれなくてはいけないのか。そう思ったマコトの口調は冷淡だ。

「ああそうですよ！　わたしがいい気になって、勝手に馬ば鹿かなことしてただけですよ！　迷惑かけてごめんね！　ちっくしょう、ばかあっ！」

　イシダは喚わめいた。そういう態度は、あまり好ましいとは思われないものだ。特に、相手が自分の弱みを握っている人物だったりすると、好ましくない結果を伴う。

「僕のことを罵ののしるのはいいけれど、それなら僕も考えを改めなくちゃいけないね。たとえば、僕はこれまで悪あく魔まについて偏見は持っていないつもりだったけど、今後は身近に悪魔がいたりすると不快になると思う。そして、そのことを周りの皆に警告したくなるかもしれない」

　ぎっ、と光線でも出しそうな目でイシダはマコトを睨にらみつけた。

「脅すのね？　わたしを脅すのね？」

「そう取りたければどうぞ」

「……なによ、わたしがどんな思いで助けてやってたのか知りもしないで……。ねえ、ほんとにわたしのこと、みんなに言うつもりなの？　わたしのこと……その……嫌い、なの？」

「大嫌い」

　イシダはピクッとした。

「……とまで言われたからね」

　マコトは昨日のイシダの見下した言い方を思い出していた。それから、そんなぁ……と呟いているイシダに向かって、

「僕はうじうじしていて気持ち悪いんだろう？　そう思っている君に対して、どうして僕が好意を持てると思うんだい？」

「だ、だって、それは……あの場ではそう言わないと……」

　イシダはうつむいて言葉を濁にごした。ごにょごにょ……。で、マコトはさらなる追及に移ることにする。

「ところで、もう一度よく尻尾しつぽを見せてくれないかな」

「え……。ど、どうしてよ？」

「いいから」

　邪よこしまな考えを抱きながらマコトは強要する。さっさと出せと言わんばかり。イシダは、ううう……、とか変な声を出して抵抗する。抵抗か？

「どうしても見たいの……？」

「確認しておきたいからね。どのくらい立派な代しろ物ものか、長さとか黒さとか」

「……恥ずかしい」

　もじもじするが、そんなことで止やめるマコトではないのであった。

　やはりうら若い女子にとって、尻しりから生えている尻尾しつぽを人前に晒さらすというのは大変な恥ち辱じよくであり、腹を切りたくなるくらい恥ずかしいことなのだ。

　尻尾出すくらいで切腹だあ？　馬ば鹿か言っちゃいけない、とかいう人は、実際試してみるとわかると思う。身近にいる尻尾生えてる女子に対して、

「しっぽ見ーせて♪」

　と週刊誌のポロリ企画みたいなノリで頼たのんだら、きっとひどく恥ずかしがるはずである。余談ではあるが、そんな身近に生えてる女子がおるなら是非ともネットに画像をＵＰしてほしい。きっと大切に保存してみせます。光の速さで。

　それはともかく、マコトは相手が恥ずかしがろうがどうしようが、それで手を緩ゆるめたりしない。冷酷に追い詰めるのだ。まったくとんでもない人にん非ぴ人にんであった。いいぞ、もっとやれやれその調子であった。

「どうしても見せたくないというなら、僕にも考えが……」

　ほら！　ほら、ね？　人の弱みに付け込んで、いやいや本当に呆あきれるばかりのマコトの鬼畜っぷりに、これから更なるエスカレーションが期待され、どこまで行っちゃうんだろう、なんかもう全部裸に剝むいちゃうんじゃないかしらと興味は尽きないのであるが、悪いのは全部マコトである。非難されるべきは彼です。だから、おとなしく成り行きを見守ろうではないか。

「……卑ひ怯きよう者もの。そんなことで人を自分の思い通りにしようだなんて……。尻尾なんか、人前に出すようなものじゃないんだよ？　さっきのはたまたま、その、まだ慣れてないから、勝手に出ちゃったけど……こんなの出してるなんて、ホント恥ずかしいんだから。……こんなことになるなんて……」

「そんなに悪あく魔まの尻尾が嫌なら切ったらどう？　天使の輪をなくした天使はその力を失い、人間と同じになるけれど、悪魔だって同じかもしれないだろう？　ぶっつりと切り取ればいい」

「切るってこれを？　どうやって？　包丁か何かで切り取れっていうの？　やだ……怖い……。それに天使と違って、尻尾なんかは切ってもまた生えてきそうだし……。大体、わたしが悪魔じゃなくて天使だったら、綺き麗れいな天使の輪を堂々と出してたって恥ずかしくないけど……」

「御ご託たくはいいから。尻尾を見せてくれるの？　くれないの？」

「……くっ……これで、いい……？」

　唇を嚙かみ締しめながら、イシダは両手でスカートを持ち上げた。顔を背け、まともにマコトの顔を見られない様子だ。それに代わって、縞しまのパンツが正面からこんにちは。良いお返事です。
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　いや、尻尾しつぽを見せろとは言ったものの、別にスカートまくって見せろとは言っていないのであって、

「ちょ、ちょっと、何してるんだよ？」

　横を向いて視線を逸そらしながら、マコトは制止せざるを得ない。目のやり場に困ってしまうからだ。ほんとは困ってないかもしれないけど、困った振りくらいはするのが紳士の嗜たしなみというもの。

「なに考えてるんだ、君は!?」

「見たいんでしょ？　見ればいいじゃない、この卑ひ怯きよう者もの！　こ、こんなんでわたしのこと自由にしようなんて、絶対いつか罰ばちが当たるんだから！」

　そう言いながら、スカートを持ち上げている両手が小刻みに震ふるえている。スースーして寒いのかもしれませんね。最も早はやお馴な染じみとなった青い縞パンの脇わきからは黒々としたものがデロリ。それこそがマコトの見たがっていた悪あく魔まの尻尾だ。それもまたプルプル震えていた。パンツからはみ出ちゃってるから、やっぱり寒いのかもしれない。道理で顔はもちろん、太ももまで赤く染まっているわけである。これはしもやけの初期症状だ。

「別にスカートめくることはないだろ!?　尻尾だけ出せばいいじゃないか。スカートの外にさ」

　マコトは手をかざしている。目の前を覆おおうように。小汚いパンツなど見ては目が潰つぶれるとでもいうのか。思ったよりマコトは迷信深いようだ。そんなものは都市伝説であり、正常な男子であればパンツを見た程度で視力に異常をきたすことはない。それは周知の事実であろう。もっとも、パンツの中身を見ると視力どころか精神に異常をきたす恐れはある。それは否定できない。

　そんなことはとてもどうでもいいのだが、さて、マコトにそう指示されてイシダは目をぱちくり。

「……え……？　そ、それでよかったの？」

「当たり前だ」

「い、いやあっ！　やだもうっ！」

　自分で勝手にパンツ見せておいて、今また勝手にパンツ隠した。このことから、イシダは実に自分勝手な性格であると推察される。で、彼女は泣きそうな、それでいて鋭い目でマコトを睨にらんだ。なかなか難しい表情ではある。

「この変態！　見たわね？」

「……この状況で見てないというのは良心がとがめるね」

「もーっ！　最初っからそう言いなさいよ！　恥ずかしいなあ！」

　と、非難されてしまうのであった。マコトにとっては納得できない話。だから口を尖とがらせて、

「そもそも、どうしてスカートめくろうと思ったわけ？　僕は尻尾しつぽを見たいって言っただけだろう」

「え？　だ、だって、あなたがそうしてもらいたいのかと思って……」

「……僕がパンツ見たがっているとでも思ったの？」

「べ、べつにパンツ見せようとしたわけじゃ……いいでしょ、そんなこと！　ちょっと勘違いしただけじゃない！　それより、ほ、ほら。これでいい……？」

　イシダは再び顔を赤らめる。手でスカートを押さえつつ、悪あく魔まの尻尾をピコッとはみ出させていた。どうにも元気のいい暴れん坊のようで、その尻尾は屹きつ立りつしている。堂々としたものだ。先の尖った長ーい尻尾。黒々としてご立派です。

　チロリーン、という軽やかな音の後、カシャ。乾いた音がした。

「え？　あ！　あ！　撮った!?」

　イシダが素すっ頓とん狂きような声を上げる。それに合わせて、尻尾も驚おどろいたように跳ねた。

　で、携帯を片手に構えながらマコトは言ったものだ。

「綺き麗れいに撮れたよ」

「何勝手に撮ってるの!?　消しなさいよ！」

　マコトは落ち着き払って、

「これを流したらどうなるだろうね？」

　女子の恥ずかしい写真を撮って脅すとは本当に鬼畜ですね。

　でも尻尾しつぽを撮っただけだし、それってそんなにヒドイことなの？　という議論もあるかもしれない。そんな写真恥ずかしいかぁ？　と疑問を持つかもしれない。

　しかし、本人が恥ずかしいと言ったら恥ずかしいのであり、そんな写真を撮るのはやっぱり良くないことなのだ。

「うー……なんなのよもうっ！　わたしにどうしろっていうの!?」

　もうやんなっちゃった、といった顔でため息を吐つくイシダ。

「ただの証拠写真さ。僕が口で説明するよりも、これなら一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。君は僕の言うことに逆らえないってことだね」

　平然とした顔で、なかなかいやらしそうな言葉を吐くマコト。これで、シュルッとネクタイを緩ゆるめてベルトに手をかけでもしたら、お昼のエロドラマ風展開である。

　マコトは携帯を懐ふところにしまうと、

「君が悪あく魔まだと皆に知られたくなければ、僕の言うことを聞いてもらうよ」

　悪役のセリフであった。

「な、何をさせようって言うの……？」

　どうしよう。なんかとっても変なことでも要求されたらどうしよう。ドキドキしながら（不安でドキドキしているのです。期待しているわけではありません）イシダは次の言葉を待った。

　たとえば、服を脱げ、とか命令されたら？　しかも、裸になった上でこれを体に塗れ、とジャムでも渡されたら？　その上、口にはこれを咥くわえろ、と羊よう羹かん寄越してきたら？　最後に、その格好で町ん中ダッシュして来い、なんてことになったらイシダは完全に特殊かつ個性的な趣しゆ味みの持ち主と誤解されるだろう。ていうか、それってただの罰ゲームでした。中学生の考えそうな無む茶ちやなやつ。

　そんなんじゃありませんように！　イシダは祈る外ない。

　ギラリ。マコトの目が光ったように感じられた。満を持したように、命令を下す。

「君には、もう僕のことを放っておいて欲しい。いちいち、カトウ達たちの嫌がらせに反応しないでくれ。それを守ってくれるなら、僕も君の秘密は守るよ」

「……へ？　そ、それだけ……？」

「それだけって、君のでしゃばりがどれだけ迷惑だったか、さっきも言ったじゃないか。僕にとっては大きな問題だ」

「あ、いや……な、なーんだ。あはは……」

　期待して損しちゃった、と思ったとか思わないとか。どっちでしょうね。真相は藪やぶの中。なぜなら、人類はまだそれに触れるべき段階ではないのだよ。

「で、わかってくれたのかな？」

　マコトが念を押す。

「う、うん。わかったわ。あいつらがウチダくんにちょっかいを出しても、わたしは黙だまっていればいいのね」

「そうそう。これからは、僕に構わないでくれ」

「え？　え？　それはちょっと……」

　構うな、って……。そういう言い方ってどうなの？　わたし、今まで勇気を出してあんなに頑張ったのに。報むくわれなさ過ぎじゃあ……？

　と、そんな思いは口に出せないイシダだ。弱みを握られている者の悲しさ、語尾を濁にごすくらいしかできなかった。

「ところで、君はいつ悪あく魔まになったんだ？」

　そう問われてイシダは一いつ瞬しゆん、言葉に詰まった。

「……ちょっと前よ。ある日突然、自覚したの。わたし、悪魔だって」

　そう言って唇を嚙かむ。まるで、過去の失敗をなぞっているようだ。そして、誰だれに向けてでもないがイライラと呟つぶやいた。

「どうして、こんなものが生えなくちゃいけないの？　わたし、何か悪いことした？」

「悪いことをしたから悪魔になるわけじゃない。また、良いことをしたから天使になるわけでもない」

　マコトもまた、誰に向けたのかわからないが呟いた。で、ゆっくりとイシダの目を捉とらえる。

「……君は、どうして悪魔や天使がこの世界に現れ始めたのか知っているかい？　自分が悪魔だと自覚したとき、その理由も思い出したりしなかった？」

「さあ、それは……」

「君は自分が悪魔のくせに何も知らないのか」

　むか。イシダはマコトの言い方にムッとする。

「知らないわ。知る必要もない。知りたくもない！　こんな尻尾しつぽ、わたしを苦しめるだけだし、悪魔のことなんか考えたくもないもの。ああ、ほんと、どうして？　もしなるんだったら、天使の方が良かったのに！」

　そんな反発に、マコトはため息混じり。

「そんなに天使の方がいいの？　あんな世間知らずで思い上がった連中が？」

「だって、これが生えてから、わたしには面倒なことばかり起こるのよ？　天使の方がずっといいわ。あの人達たちは自分の正体を隠さなくていいんだから。堂々としていられるじゃない」

　ぶうたれる。マコトは肩をすくめて言ってやった。

「悪魔は悪いもの、天使はいいもの、というイメージに誤ご魔ま化かされているだけじゃないかな。それに、悪魔になって君にも特別な力が湧わいてきたりしないの？　悪魔になった人間には不思議な能力が身につく。そういう話だったはずだけど」

　そう言われて、イシダはバッと右手をマコトに突きつけた。指先を拳けん銃じゆうの形に折り曲げている。

「わたしの悪あく魔まの力、試してみる？」

　心臓辺りをツンツンされた。で、

「ばーん」

　何も起きません。至し極ごく真ま面じ目めな顔でイシダは言ったものだ。

「ね？　すごい力でしょ？」

「つまり、何の力もないってこと？」

「そうよ。悪魔になったからって、必ず力が身につくわけじゃないみたい。わたしみたいに邪魔臭い尻尾しつぽが生えただけ、っていう悪魔も多いのかもね」

　諦あきらめたみたいに首を振り振り、

「結局、この尻尾はわたしには不幸しかもたらしてない。何しろ……」

　と、マコトの顔を睨にらみつけて、

「あなたみたいな卑ひ怯きよう者ものに、いい口実を与えてしまったんだから」

「卑怯者卑怯者って、そういう言い方はどうなのかな」

　懐ふところから携帯を取り出す。

「少しは考えて欲しいね」

「そういうのが卑怯者だっていうのよ！　脅迫するなんて恥ずかしいと思わないの!?」

「僕の言うことを聞きたくないなら、それはそれでいいんだけど？」

　正義漢ぶってまた非難めいた口を聞くイシダに対し、マコトは再び意地悪な気持ちになる。一度思い知るといいんだ。そう思う。だから、焚たきつけるように言った。

「君がそんなに自分のことを正しいと思うなら、その尻尾のことを隠すことはないんじゃないかな？　君が正しいなら、悪魔の尻尾が生えているくらいで皆の態度は変わらないと思うよ。堂々と尻尾を晒さらして歩くといい」

「そ、そんなこと、できるわけないじゃない……」

　トーンダウンするイシダをさらに責める。

「疚やましい気持ちがあるから、自分の正体を隠すんだろう。偉そうな事を言ってもその正体が悪魔じゃあ、自分でも説得力がないと思っているのと違うかい？」

「……もういいっ！　あなたみたいな卑怯者とは話もしたくないっ！　わかったわよ！　あなたがどんな目に遭あおうと、絶対助けてなんかやらないんだから。それが望みなんでしょう？　もうこれっきり、話もしてやらないからね！　ばかっ！」

　喚わめくと同時に引っ叩ぱたこうとしてきた。マコトはそれを軽く受け止めると、くるりと腕を捻ひねってやる。あのマコトにそんな動きができるのか!?　と、クラスの連中が見たらビックリするような滑なめらかさ。なんだかその瞬しゆん間かん、マコトの頭から後光がさしたような気がします。人間の可能性って無限大ですね。もちろん、腕を捻られたイシダも驚おどろいた。

「イタッ！　痛い痛い痛い！　は、放しなさいよ！」

「そうはいかないな」

　イシダは密着され耳元で囁ささやかれる。マコトの方がよっぽど悪あく魔まのような声色だ。

「ちょっと思い出したんだけど、悪魔は尻尾しつぽの先が弱点なんだってね。触られると力が弱まると聞いたよ。どうだろう、試してみようと思うんだけど」

「ふぇ……や、いやあ！　触んなスケベ！」

　もう触られています。マコトはイシダをトイレの壁に押し付け身動きできないようにした。その上で、必死に逃れようとグネグネしている彼女の尻尾を摑つかんだのだ。

　偉そうなこと言っているイシダにちょっとお灸きゆうをすえてやろう。そんな気持ちだった。

「もともと悪魔の力がないのに、尻尾の先を触られたらどうなるんだろうね？　悪魔の力と尻尾には密接な関係があると聞いてたんだけど」

　手の中で跳ね回る尻尾に力を込めるマコト。じりじりとその先端へと手を這はわす。

「いい、いたっ！　そんな強く握ったら痛いよ。放して……」

　イシダはさっきより随分弱気になって懇こん願がんする。そんな言葉は軽く無視。マコトは冷酷非情なのであった。

　マコトの手が彼女の尻尾の先に到達する。

「どう？　弱点に触られた気分は？」

「べ、別に？　何も変わったところはないけど……。ふん、残念でした！　馬ば鹿かな噂うわさに惑わされただけじゃないの？」

　俄が然ぜん強気になって逆ぎやく襲しゆうするイシダ。あらら？　こいつはおかしいな、とマコトは首を捻ひねった。これで力が弱まるはずなのに。試し行こう錯さく誤ごするように、さらに手探り。

「ちょ……やめなさいよ！　いつまで触ってんの!?」

　イシダは、ぎりっ、と歯は軋ぎしりしそうな顔でマコトを睨にらんでくる。

「この変態の卑ひ怯きよう者もの！　そうやって弱みを見つけないと相手に手も出せないなんて、自分が恥ずかしくならない？　根性なし！　ヘタレ！　わたしだったら……」

　ぐりっ、と尻尾を擦こすった途端、

「いひゃあああっ!?」

　イシダは腰が抜けたみたいになる。ガクンと膝ひざが折れた。

「ああ、なるほど。擦ればいいのか」

　勉強になりますね。何事も実践してみないと詳細はわからないものだ。

「な、な、なにすんのよ!?　今、何したの!?」

「こういうことだけど？」

「あっ！　あっ！　あああっ！　ひあっあっ！」

　イシダの足がガクガクし始めた。無理もない。尻尾を擦られるたびに、痺しびれた足を触られるような感覚が全身に襲おそいかかってくるのだ。身をよじってその拷問から逃れようとしても、叶かなわない。しっかり握られている。

「あーっ！　あーっ！　ちょ、ちょと、たんま、たん、まあああっ！」

　全身から力が抜けていくようで、イシダは呼吸することさえ困難になる。ひゅーひゅー言いながら、やっとの思いで立っていた。

　マコトは擦こするのを止やめる。そして、もったいぶった態度で聞いた。

「どうかな？　反省した？」

　息を乱しながら、それでもイシダはまだ負けない。鼻水垂らしつつ。

「……はあ？　なんで、わたしが、反省するの？　反省するのは、そっちでしょ？」

　お仕置きだベー。そんな勢いでグリグリ再開。

「やあああっ！　んんあっ！　やめ！　やめ！　ひゃめえ……」

　最も早はや何語を喋しやべっているのか。

「んーっ！　んーっ！」

　今度はイシダ、変な声を出さないように口を腕に当てて抑えている。そのためくぐもった声が響ひびいた。が、耐え切れない。

「もっ……！　もうらめぇ……っ！　ひゃ、ひゃめふぇ……」

　何言ってんだかわかんねえ。だから、続行。グリグリグリ。

「は、反省しら！　反省しらからぁ！　やめふぇ……！」

　イシダは顔を涙や何かでぐしゃぐしゃにしつつ、遂ついに叫んだ。その言葉を聞いて、マコトも尻尾しつぽから手を放す。今まで尻尾を摑つかまれていたからかろうじて立っていられたようで、支えがなくなったイシダは床にへたり込んでしまった。荒い息が続く。

　マコトは個室トイレのドアに手をかけた。振り返りざまに言う。

「わかってくれたならいいよ。約束は守ってくれるね？」

「……わ、わかってる、わよ……」

「じゃあ、また明日。明日から楽しみだね」

「ふぇ……？　あ、明日から……？」

　ビクッビクッと痙けい攣れんしながら、イシダは力なくマコトを見上げる。

「君が約束を守れるかどうか、明日も試させてもらうよ」

「そ、そんなぁ……」

　マコトはイシダを個室トイレ内に置いたまま、扉を閉めて行ってしまった。

　言ってみれば、これがイシダのような悪あく魔まを取り巻く現状だ。周りに正体を知られた悪魔は大抵ひどい目に遭あう。最近は特にその傾向が強い。

　そもそも人間社会に悪魔が発生し始めた世紀末以来、人間は悪魔を警戒してきた。それが過剰なまでになり、悪魔相手なら何をしてもいいという連中すら現れている。悪魔は迫害されてきたと言ってもいい。悪魔と同時期に現れ始めた天使への扱いとはえらい違いだ。その違いは、輪っかが浮かんでいる天使は善、尻尾しつぽが生えている悪あく魔まは悪、という単純なイメージに起因していた。そして、その単純なイメージは実際に影えい響きよう力りよくを持つ。現に悪魔となった者達たちを今、追い詰めているのだから。

　そんなことから、悪魔は自分が悪魔だと自覚すると自らの正体を隠す傾向があった。実際のところ、そんなイメージは実態からは程遠いのに。悪魔の中に自ら悪いことをする者がいないわけではない。だが、大半は善良な市民だ。変なことをしたら、この人間の世界で自分達の居場所がなくなると知っているからである。とにかく、目立たぬよう息を潜ひそめている。

　逆に天使は自分が天使だと自覚した後は、自ら天使だと名のる。堂々としたもんだ。例のイメージのお陰で迫害されることもない。本当は天使だって、言われているほど善良で素晴らしいというわけではないのに。確かに彼かれ等らは悪を為なす者を容赦なく追い詰めたりする。正論で有無を言わせない。集団で悪人を糾弾したり、立てこもり犯がいる家屋に突入したり、悪人を懲こらしめる部分はある。ただ、その説教臭い性格が一部からうざく思われているのも事実なのだ。なのに、悪魔のように目の仇かたきにされることはない。なぜか？　天使は見た目が綺き麗れいな者が多いこともあり、まあいいか、とチヤホヤされているのもまた事実だからだ。天使風のファッションが流行になるくらいである。結局、外見（というかイメージ）さえ良ければそれでいいのであった。

　さて、ではどうして人間社会に悪魔や天使が現れるようになったのか。一説によると、彼等は避ひ難なん民みんなのだという。もともと彼等は悪魔達の住む世界と天使達の住む世界のそれぞれで暮らしていたらしい。だが、それらの世界に異変があり生きていくことが難しくなった。そこで、天使も悪魔も人間の世界に転生、避難してきているというのだ。その異変というのが何なのかも定かではないのだが。

　そうやって人間社会に現れ始めた彼等だが、生まれたときから生きつ粋すいの天使や悪魔という者はいない。彼等は思春期を過ぎるあたりから突然自覚する。自分は天使ＯＲ悪魔であると。イシダもそうだった。それまでは普通の人間とかわりないのである。

　また、自覚するにしても程度があった。ごく稀まれに天使・悪魔だった頃ころの鮮明な記き憶おくまで蘇よみがえる者もいるらしいが、大抵は自分が天使・悪魔だと気付く程度。そして自覚と同時に、天使には天使の輪。悪魔には尻尾が出現するのだ。そういう点では両者とも同じようなものなのだが、如によ実じつに違うのがその能力であろう。

　天使はいい。天使になれば力が強くなる。外見の割に強きよう靭じんな肉体も得られる。

　だが、悪魔は微妙だ。悪魔には天使と違った能力がある。特別なことができるのだ。姿を消したり、宙に浮かんだり、という芸当ができる者だっている。もっとも、大抵の悪魔は役に立たない能力を一つ得るだけだが。見ただけでヒヨコのオスメスがわかる能力なんて手に入れて、実生活でどれほどの役に立つだろう？　目の前の車が次左折するか右折するかわかるようになったとして、何になる？　いや、そんな能力でもあるだけましか。イシダのように何にもできない悪あく魔まもいるのだから。そういう者は自分が使える能力を探していたりする。何の能力もないままでは悔しいしね。イシダだって、厄介な尻尾しつぽが生えただけで能力なしでは不公平を感じるだろう。実際、尻尾の所せ為いで困った立場に追い込まれたわけだし。

　で、イシダを困った立場に追いやった張本人は何を考えていたかと言うと。













二章







　やり過ぎた。いくらなんでもあれはない。マコトは反省していた。ついエスカレートしてあんなことをしてしまったけれど、あまりにも大人気ないというもの。

　マコトは昨日の出来事を思い返すと、ベッドの中で頭を抱えてしまう。なんだって、あんなむきになって彼女を責め立てたのか、と。一晩たって冷静に見つめなおすと、こりゃ怒られますわ、親御さんに。

　マコトはのろのろと寝床から起き上がる。その際ついでに、モワモワモワ、と昨日のことが思い出されてきた。

　イシダ・サヤが悪魔であることを知ったのはたまたまだ。偶然の産物。で、それを利用して、彼女のでしゃばり癖ぐせを止やめさせようと思ったわけだ。……だったら、あんなことする必要はなかった。悪魔の尻尾が弱点かどうか調べるなんて、全然関係ないじゃん。あんなのとってつけた理由だ。

　そもそも弱みを突いて言うことを聞かせようとするのは、普通の人間には縁遠いやり口ではなかろうか。自分の目指している普通の人間像から随分かけ離れた行為をしてしまった。これは彼女が言っていた通り、恥ずかしい行為としか言いようがない。

　マコトは制服に着替えた。身だしなみも整える。その間も、漠然と考えが浮かぶ。それを止めることはできない。もう朝からイシダのことばっかり考えてるわけで、まったくエロ少年なんだから。

　もしかして、僕はああいうことがしたかっただけだろうか。いつも正義漢ぶってしゃしゃり出てくる彼女を不快に思ってやりこめたかった。それであんなことを？

　マコトは朝食をいつものように抜いた。いちいち自分で準備する時間が面倒くさいのである。どうしても我慢できなければ、途中コンビニでおにぎりでも買おうという算段だ。

　とにかく、謝ろう。出会い頭に一発、謝っとこう。ワンパンで土ど下げ座ざって感じ。全然違うけど。こっちも反省している、ということを見せるのだ。水に流してくれるかもしれないし。……彼女に頭を下げるのは、あんまり気乗りしないことではあるが仕方ない。それが誠意というものだ。

　そう決意したマコトは、誰だれもいない邸内を玄関まで行く。それから施せ錠じようして朝日の中、うすどんよりした気持ちで歩き始めた。

　で、早速マコトにチャンスが訪れる。学校までの途中、コンビニで買いものを済ませた直後のこと。ガラス戸から出た丁度その歩道で、ばったりイシダと遭遇したのだ。カッカッカッ、と硬質的な音を響ひびかせながら早足で、マコトの前を通り過ぎていくところだった。横顔を見たが笑顔の欠片かけらもなく、口は真一文字。朝っぱらからニヤニヤなどしていない。

「あ、イシダさん……」

　反射的に声をかけたが、さてどうしよう。悩むまでもなかった。マコトは最初に決めたとおり、頭を深く下げることにする。

「昨日はごめん」

「あら、卑ひ怯きよう者もののウチダくん」

　足を止め、くるりとマコトに視線を移したイシダ。腕組みして早くも臨戦態勢。

「昨日は本当にお世話になったわね」

　で、目ざとくマコトの持っているコンビニの袋に気付いた様子。

「なにそれ？　おにぎり？」

「ああ、これは朝食分と昼食分。まとめて買ったんだ」

　そんなこと言うから食いついてきた。

「なあに？　あなた、朝、家で食べないの？　しかもお昼もコンビニのおにぎり？　そんなことで力が出るわけないじゃない」

　むっ。昨日あんな目に遭あったくせに、まだ余計な口出しをしてくるのか。卑怯者とも言ったし。挑むようなイシダの顔を見て、マコトもつっけんどんな声を出してしまう。

「僕が朝昼コンビニ弁当で済ませようがどうしようが、僕の家の事情だ。手軽なコンビニを利用して何かいけないかな？　それに、昨日言ったはずだよ。僕には構わないでくれって。約束を忘れたの？」

「構わないで、って、わたしを呼び止めたのはあなたでしょう？」

　そうでした。ていうか、呼び止めた理由を思い出して、マコトはゴホンと咳せき払ばらい。仕切りなおした。このまま喧けん々けんやってたら、昨日のことを謝るもクソもない。

「その、昨日はあんなことをするつもりじゃなかった。悪いことをしたと思ってる」

「なあに？　反省した振り？　やっぱり卑ひ怯きようなのね。ああいうことをわたしにしておきながら、謝ってチャラにしようってわけ？　謝るくらいなら、最初からしなければいいじゃない」

　なんでこんな強気なんだ。悪あく魔まだってことをばらされて困るのはイシダの方なのに。と、ここでまた携帯を取り出したり、彼女の尻尾しつぽを握ったりしたらぶち壊こわしなわけである。我慢我慢。マコトは自分を抑える。目立たない人間になりたいなら、誰だれかから恨まれたりするのは避さけるべきなのだ。

「……ところで、さっき言ってたけど、あなたの家の事情って何？　朝御飯やお弁当を用意してくれないってことは　ご両親が共働きでもしてるの？」

　イシダが厳しい顔つきで尋ねる。親がご飯を用意しないことにまで文句つけるつもりだろうか。マコトは心持ち目を鋭くした。

「人のうちの事情にまで首を突っ込んでほしくないな。とはいえ、ただ単に僕が一人暮らしなだけだ。父さんも母さんも今は海外でね」

「そうなの？　じゃあ、毎日ご飯とかどうしてるっていうのよ？」

「弁当を買ってきたり、外で食べたり……。いや、だから、人のうちの事情に文句つけないでくれ」

　これで生活態度が悪いと言われてはたまらない。

　疑わしげな目をしたイシダは、マコトのことを上から下まで見定める。

「……ふうん、そうなの。それはともかく、卑怯者のウチダくんとしては今度はなにをしてくるのかしら？」

「なにをするって……。ただ、昨日の行き過ぎを謝りたいと思っただけだよ」

「そんなこと言って、なにか企たくらんでいるんでしょう？　今度はどんな卑劣なことをしようっていうの？　騙だまそうとしても引っ掛からないわ」

　頑かたくなだ。どうにもイシダは頑ななのだ。よっぽど嫌われたのかもしれない。マコトはいらっとする。

「なんでそう捉とらえるんだ。僕はただ、君とのわだかまりをなくそうと……」

「だってあなたは卑怯者だもの！　昨日の一件でわかった。わたしをあんなに辱はずかしめて……！　一生忘れないから！」

　……ああ、そうかい。そっちがあくまでそういう態度を取るなら、こちらもそのご期待に沿おうじゃないか。

　マコトは自分の中の意地の悪い部分がムクムク育っていくのを感じた。

　大人気なかったと謝ってるじゃないか。それなのに、何を言っても卑ひ怯きよう者ものと罵ののしることはないだろう。少しは話を聞いてくれてもいいのに。こちらの謝意を受け取らないなら、その思い上がった態度、思い知らせてやる。

　そう思ったところで我に返るマコトだ。……思い知らせてやるって……。やっぱり、昨日の出来事の根っこは彼女に対する悪意なのだろうか。反省しないと……。

「さあ、今日はなに？　ヤキソバパンでも買ってきましょうか？　５秒で？　何でも言うこと聞いてあげるわよ？　あなたは弱みに付け込むのがうまいものね。この卑怯者！」

　反省延期。

　そんなマコトの気持ちが、懐ふところから携帯を取り出させる。例の尻尾しつぽ写真が記録されている奴やつだ。それを無言で、目の前に掲げてやる。すぐに意図は伝わった。

　イシダは自じ嘲ちようするような笑みを浮かべて、

「ほうら、やっぱり、ね。口では謝っておきながら、いざとなると結局わたしを脅すんだよね。どうしてわたし、こんな奴のこと……」

「君が挑発するからだ。少しは話を聞いてくれ」

「いいわよ、卑怯者。で、何をしろって言うの？　それに従わないと、昨日みたいな酷ひどい目に遭あわされるんでしょう？　だから、逆らったりしないわよ。どうぞご命令を。でも、それって内心軽けい蔑べつしながらだからね」

　はっ、と馬ば鹿かにしたようなため息を漏もらしながら、イシダは言う。一方的に言われっぱなしだ。マコトは刺とげ々とげしい声でそれに応こたえた。

「いいから、つっかかってこないでくれ。僕は謝りたいだけだ。おとなしく僕の言い分も……」

「なによ？　脅しながらでないと、謝ることもできないの？」

　どうしてもダメなようだ。マコトは諦あきらめる。そして、その苛いら立だちをイシダにぶつけることにした。自じ業ごう自じ得とくだ、と思いながら。

「……尻尾を出して」

「え……？」

　不意を突かれたみたいで、唐突な要求にイシダも目を丸くする。

「なんの話？　そんなことして何か意味が……？」

「いいから、君のそのご立派な尻尾を出してくれ。今。ここで」

　さもないと、と強調するように携帯を突きつける。突きつけられた方のイシダはさっきまでの威勢はどこへやら。

「ちょ、ちょっと待ってよ。そんなことしたら、誰だれかに見つかっちゃうじゃない……」

「できないの？　自分の意思じゃ、自分の尻尾しつぽすら自由にできないのかな。昨日の君を見れば自明のことか。尻尾がはみ出てしまって、男子トイレに駆け込まなきゃならないほど切羽詰ってたんだから」

「慣れてないんだからしょうがないでしょう!?」

「じゃあ、ここで練習のつもりで。君の真っ黒な尻尾を出したり引っ込めたりするがいいよ」

「だ、だから、それに何の意味が……」

「単に悪意だけど？　君が嫌がることを君にさせようと思っただけだ」

　ぶっちゃけた。実に男らしい。

「いやよ、恥ずかしい！」

「恥ずかしがることではないだろう。ただ、尻尾を出すだけなのに。考えすぎじゃないのかな」

「わ、わたしが悪あく魔まだってことが皆にばれたら、あなたがわたしを脅迫できる理由もなくなるんだからね。今、わたしがあなたに従ってるのは、わたしの正体が皆にばれないよう仕方なく、ってことなのよ？　わかってるの？」

「わかってる。わかった上で言ってるんだ。ここで尻尾を出したら誰だれかに見られるかも、というのと、この写メが皆に送られて確実に君の正体が知られるのと、どっちがいいか選択するといい」

　それまで踏ふん張って胸を反らしていたイシダだが、そこでがっくり肩を落とす。

「うう……わかったわよ、卑ひ怯きよう者もの……やればいいんでしょう、やれば……」

　そして、制服のスカートの裾すそをしっかり押さえた。で、チロリとマコトの表情を窺うかがう。上目遣いで、悔しそう。

「……なに見てるのよ」

「恥ずかしい尻尾を出そうとしている君」

　きーっ、と殴なぐりかかってきそうな雰ふん囲い気きになったが、どうやら収めた。

「み、見ないでよ。尻尾を出すところを見られるなんて、恥ずかしいんだから」

「いいから、やってよ」

　顎あごでその先を促す。随分と倣ごう岸がんですね。イシダは、うー、とか、むー、とか唸うなりながら、マコトから視線を外す。そのまま下を向いたものだから、その表情は窺えない。

「スカート押さえてる手、邪じや魔まだな。どけて」

　イシダ、ぱっと顔を上げて、

「そ、そんなことしたらっ！」

「どけるんだ。そうだな、頭の後ろで手を組んで、スカートには触れないように」

　マコトの表情を見て、反論するのを諦あきらめたようだ。言われたとおりに、手を組む。顔は背けて、やっぱりその表情を隠そうとしているみたい。

「さあ、それでいい。じゃあ、そろそろ気張って」

　マコトに命じられ、イシダの首筋が赤く染まる。たぶん、背けている顔面も赤くなっているはずだ。押し殺したような吐息が漏もれてきた。

「……ふん……っ！　……くっ……！　う、ううっ！　あっ！」

　ビョロリ。立ち尽くすイシダの両足の間に、黒い棒状の物がぶら下がった。それはビクビクと跳ね回り、スカートをはためかせた。今日はピンクです。イシダは両手を上に組んで、その暴れん坊の為なすがまま。下唇を嚙かんでいる。

　チロリーン、カシャリ。

「!?　ああっ!?　また撮った!?」

　構えていた携帯で狙ねらい澄すましたようにカシャリ。さらにもう一枚カシャリ。

「撮らないでよぉっ！　何考えてるの!?　変態！」

「悪あく魔まの尻尾しつぽが生えてくる決定的瞬しゆん間かんが撮れたよ、こんな朝っぱらから街中で。そんなものをぶら下げて恥ずかしくないの？」

　自分でやらせといて何言ってんだ、というツッコミはもちろん当然だが、卑ひ怯きよう者もの卑怯者いわれた仕返しである。マコトは見下したように、片かた頰ほおだけで笑って見せた。

「あ、あなたなんか、絶対ろくな死に方しないんだから……！　いつか報むくいを受けるといいわ……！」

「ほらほら。あんまり興こう奮ふんすると、それにあわせて尻尾も大変なことになるようだね。気持ちを落ち着けて、リラックスした方がいい」

「あなたが言うことっ!?」

「ほら、また」

　ビクンビクン跳ね回るものだから、スカートは完全にめくれ上がる。中にあるピンクの布切れが、チラチラと人目を引きたそう。大変な量のチラリズムだ。儒じゆ教きよう圏けんであれば致死量を超えている。こんな恐るべき幻術を操る術者は、さっきから両手を頭の後ろに組んだまま。隠そうともしていない。なんか事情があるんでしょうな。

「ううう……。もういいでしょう？　こ、このまま続けたら、わたし……」

　辺りをきょろきょろするイシダ。朝で人通りは少ないものの、こんなバカみたいな格好してたら、そのうちさすがに不審に思われる。

「せっかくいい格好なんだから、もうしばらくそのポーズでいたらどうだろう。新境地に達せられるかもしれないよ」

「ふざけないでよ！　変態！」

「……じゃあ、その格好はもういいよ」

　そう言われて、ほっとしたように両手を下ろすイシダ。スカートを押さえにかかる。早く隠さないと、誰だれに見られるか……。

　マコトがつまらなそうな声で言った。

「で、今度はピースして。両手でね」

「ふぇ？」

「もちろん、スカートには触れないこと」

　尻尾しつぽがビクンと大きく波打った。

「じょ、冗談言わないで！　ピースなんかしてる場合じゃ……」

「もちろん、冗談なんかじゃないよ。言うことを聞かないなら、今までの写真を全すべてメールする。なあに、記念撮影にピースサインはつきものだろう？」

「そ、それも撮るの？」

「早くした方がいいんじゃないかな」

　イシダは素早く判断する。苦渋の決断だが。とにかく、撮影したいというならさっさと済まさせて、早く終わりにしないと。無言で、言われた通りにした。グネグネ動く尻尾はそのままに両手でピース。ピースサインはぶるぶる震ふるえていた。恥ずかしさのあまり嗚お咽えつのような声が漏もれ出てしまう。

「う……うう……」

「ほら、笑って。バカみたいに笑って。記念撮影なんだから」

「……う……え、えへ……えへへ……」

　チロリーン、カシャリ。泣き笑いしながら、顔の両りよう脇わきでピース。下半身の奔放な尻尾も肩を並べる。

「えへ……へ、ぐ……もう、やだあ……」

「……だったら、ああいう口を僕にきかないようにすべきだ」

　マコトは構えていた携帯をとりさげた。納得のいく写真が撮れたようだ。

「もう、いいでしょう……？　早く、尻尾をしまわせて……これ以上出したままでいたらわたし、どうにかなっちゃうよ」

　そう懇こん願がんするイシダの顔に、突然狼ろう狽ばいの色が浮かんだ。

「わ、ウソ!?　ハルナ!?」

　クラスメートのハルナが手にした鞄かばんを重そうに、よっちらよっちらマコト達たちの方へと歩んでくる。で、イシダに気付いたらしく、おーい、と手を振ってきた。

「いやああっ！」

　イシダは自分の鞄で尻尾を覆おおい、物もの凄すごい勢いでコンビニ内へと駆け込んだ。そのままダダダッとトイレへと一直線。

　よっちらよっちらハルナがやってきた。

「あれ？　ウチダ君？　さっきここにサヤちゃんがいたよね？」

　マコトの顔を見て、ハルナはきょろきょろする。

「どうしたんだろ？」

「あー、彼女ならお手洗いだよ」

　正直に答えるマコト。そのマコトの顔を見て、んん？　とハルナは首を捻ひねる。

「ていうか、何でウチダ君がサヤちゃんと一いつ緒しよにいるの？　……まさか、もしかして？」

　期待で膨ふくれ上がったみたいなぼんぼり頭がマコトに迫ってきた。

「そういうことなの？　あたし、お邪じや魔まだった？」

「何を考えているか知らないけど、ここでたまたま遭あっただけだよ。偶然」

　それは本当のことだ。しかし、ハルナは含み笑いで応こたえるのだった。

「はいはい。そういうことにしといてあげるよ。じゃあ、あたしは先に行ってるね。二人で仲良くするといいよ。……ふーん、それにしてもサヤちゃんがウチダ君とねえ……」

　で、じろじろマコトの顔を見て、

「外面はともかく、あんたのウジウジした性格をサヤちゃんが気に入るとは思わなかったよ」

　本人を前にしてなかなか失礼な女子であった。将来、大物になるかもしれない。そんな予感を漂わせながら、ハルナはよっちらよっちら学校へと向かっていった。

「えーと……」

　置いていかれた格好のマコトだ。が、いつまでも、コンビニ前で立ち尽くしているわけにも行かない。それに、全然イシダがトイレから出てこないのだ。成り行き上、様子を見てやるくらいのことはしないと。
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　ということで、マコトはコンビニトイレをノックする。

「えっと、大だい丈じよう夫ぶか？」

　沈ちん黙もく。もう一度ノックしようとマコトが手を上げたところで、くぐもった声が漏もれてきた。

「……ハルナは……？」

「先に行ったよ」

　マコトがそう言うと、再び沈黙が訪れた。さて、次に何と話しかけるべきか。そう逡しゆん巡じゆんしているとトイレのドアが開いて、マコトは引きずり込まれる。

　またか。昨日もこんなだったぞ。そんな既視感に捕らわれながら、マコトはトイレの中でイシダと対たい峙じしていた。

　昨日とちょっと違うのは、イシダがマコトにギュウっとしがみついて震ふるえているところ。

「どうしようどうしようどうしよう。絶対、ハルナに見られたよ。見られたよう見られたよう。わたしが悪あく魔まだって、ハルナにもばれちゃった。もうダメ。このままどんどんばれていくの。皆がわたしのことを悪魔だと気付いていく。誰だれもがわたしをあんな目で見るようになる。もうわたしどこにも隠れる場所がなくなっちゃう。居場所がなくなっちゃうよ」

　早口で呪じゆ文もんを唱えているようだ。そして、その呪文はマコトに向けて唱えられているのでもないらしい。まるで虚こ空くうに向けての独り言。今の彼女の目はどこを見ているかも定まらぬ目であり、事実、何にも見えていなかった。

　あちゃー。マコトは後悔する。またやってしまった。イシダを追い詰めてしまったようだ。こんなにも自分の正体が知られるのを恐れていたとは。マコトは躊躇ためらいつつも、言葉をかけてやった。

「大丈夫。ハルナさんは君の尻尾しつぽに気付いた様子はなかった」

　言葉はイシダに届いた。涙を溜ためた目でマコトを見上げる。

「うそ。ハルナ、変な目でわたしのこと見てたもの。もう、いやあ。おしまいだわ」

「ばれてない。命を賭かけてもいい。ばれていたら、彼女ももっと大おお騒さわぎするはずだ」

「だって、だって、ハルナがさっきわたしを見た目！　変な物でも見たみたいな、ビックリした目だった。わたしの正体に気付いたんじゃなければ、どうしてあんな目をしたって言うの？」

「あー、たぶん、それは別の理由で不審に思ったんじゃないか」

　口ごもるマコト。ハルナは大変な勘違いをしていたようだし。

「ハルナさんが君の事を変な目で見たのは、僕と一いつ緒しよにいたからだろう」

「？　え？　どうして？　どうしてそれでわたしが変な目で見られるの？」

「君が僕と付き合っていると思ったらしい」

「……はあっ!?」

　我に返ったように、まじまじとマコトの顔を見上げるイシダ。瞬しゆん間かん、朱が差した。目があってしまったからだ。で、両手を突っぱねて、今まで縋すがっていたマコトを押し返す。その身をマコトから引き剝はがしながら、

「ちょっ、違っ……！　なんでそんなことになってるの!?　か、勘違いしないでよ！　わたし、そんなあなたのこと……ウソ！　やだ！　ハ、ハルナに何を吹き込んだの!?」

「僕は何も吹き込んだりしていない。彼女が勝手にそう思い込んだんだ」

　聞いちゃいねえ。イシダはオロオロ。口元を両手で押さえて、吐き気をこらえるみたいにうつむいた。

「……最悪じゃない！　わたしがあなたと付き合ってるだなんて……そんな……やだあ……！　……恥ずかしい……。だ、大体、わたしがあなたみたいな卑ひ怯きよう者ものの最低男とどうして!?　どうしてそんなことになってるのよ！　悪あく魔まだってばれた方がまだマシだわ！　そうよ、あなたと付き合ってるって言われるくらいなら、そっちの方がずうっとマシ！　マシなんだからね！」

　えらく強調するのだ。全力で否定。まったくもってイシダとは、素直とかそういう概がい念ねんから程遠いところの住人らしい。

　でも、すっかり元気を取り戻したようでよかったよかった。

　ちっともよくなかった。卑怯者の最低男はないだろう。そんな不満を持つ卑怯者の最低男マコト。

「ハルナさんにとっては、君の尻尾しつぽのことより、君と僕が一いつ緒しよにいるということの方が興味深かったんだろう。そう考えると案外、君が平然とさえしていれば、悪魔だということは皆に気付かれないのかもしれないな」

「そんなことどうでもいいわ！　急いでハルナを追いかけないと……このまま誤解されたままじゃ、わたしの学校生活メチャクチャになる……！」

　イシダは非常に切迫した様子で、トイレから出て駆け出そうとするのだが、足が萎なえたように動かない。力が入らず、ガクガクしている。

「な、なんで……？」

　悪魔だとばれていないらしい。そう知ったことで安あん堵どのあまり震ふるえが止まらないのだ。緊きん張ちようからの解放っつーかね、ヤクザと口論になったお父さんがヤクザを追い払った後に、ふわぁ、ふ、震えが止まらん！　になるのと同じである。

　こんな状態ではまともに歩けず、たぶん遅刻です廊下に立ってなさい、であろう。

「それじゃ歩けないだろう。手を貸そう」

　少しでも卑怯者の最低男という評価を改善したいのか、まるで善人みたいなことを申し出るマコト。まあこれはご親切に、なんて紳士なお方、どうか一緒に踊っていただけます？　なんてことには当然ならないわけで、

「はあ!?」

　と、イシダから眉まゆを顰ひそめられた。そんな彼女の表情には気付かない振りをして、手を差し出してやる優しいマコトだ。

「つかまるといい」

「いい！」

「無理しない方がいいんじゃないか」

「いいって言ってるでしょう？　あなたになんか頼たよりたくないの！　触んないで！　スケベ！」

　嚙かみ付かれそうな剣幕だ。顔を赤くしてキャンキャン喚わめく。そこまで嫌がられるとは。だが、どう見てもイシダは歩行困難である。ここまで手を差し出しておきながら、やっぱり放っていくのも如何いかがなものか。マコトは、やれやれ、といった顔で、ほれ、ともう一度手を差し伸べる。

「いいから、そんなこと言わずに」

　そんなマコトを見て、イシダは何か思いついたようだ。ふっ、と自じ嘲ちようするように笑う。

「……ああ、そう。つまり、これも命令ってわけ？　あなたの言う通りにしないと、わたしはまた酷ひどい目に遭あわされるの？」

「違う。そんなつもりはない」

　そりゃ言いがかりってものだ。マコトは顔をしかめた。

　足を震ふるわせながら、イシダはなおも歩き出そうとする。するのだが、ガクッと転びそうになり、本当にまったく他意はなく不可抗力でマコトに寄りかかってしまった。

　一いつ瞬しゆん、時が止まったようだったが、

「……いいわ。命令だもの。仕方ないわね」

　マコトの顔をちっとも見ないでそっぽ向いて、イシダは呟つぶやいた。

「ほら、言うこと聞いてあげるから、手を貸して」

　そう言ってマコトの手を取る。それで、やっと足を引きずるくらいはできるようになった。

「あなたの思い通りに行動しないと秘密をばらされちゃうから、仕方なく手を借りてやってるのよ？　ほんとに卑ひ怯きような奴やつ。命令でなければ、こんなことしないんだからね」

　こうして二人は仲良く登校した。当然、ハルナの誤解とやらはちっとも解けず、むしろ強化されたのだった。













三章







　その日、学校内でイシダはマコトの言いつけをきっちり守った。教室でも運動場でもどこでも、カトウ達たちのマコトへの横暴に対して口出しすることはなかった。というのも、カトウ達が少しもマコトにちょっかいを出してこなかったからである。

「よお、マコっちゃん」

　などと声をかけては来るものの、なぜかニヤニヤするばかり。それ以上のことをしてこない。それまでの彼かれ等らと比べると、どうにもありえない対応だ。つまり彼等も反省し、クラスの調和を重んじるようになったのであろう。そういう結論を導き出すこともできる。いやあ、よかったよかった。こうしてマコトは、彼等から因いん縁ねんをつけられたりせずに、幸せな一日を過ごすことができた。

「どうしてくれるのよ？」

　幸せな一日を過ごすことはできなかった。むくれっ面つらでイシダが嚙かみ付いてきたからだ。放課後、マコトが鞄かばんを抱えて校門を出たところでの一言である。完全に待ち伏せされていた。戦国時代なら討ち取られてもおかしくない。

「なんだ、君か」

　校門脇わきで待っていたらしいイシダを見て、マコトは短く言う。

「どうしてくれる、とは、どういうこと？」

「アホみたいな噂うわさのことよ。あなたの所せ為いで、ハルナが変なこと吹いて回ってるみたい。女子の間ではえらいことになってるわ」

　朝のアレか。我ながら余計なことをしたものだ。せっかくカトウ達たちの嫌がらせが影を潜ひそめたのに、今度はこっちから騒さわがしくなってきた。誰だれからも騒がれることのない平凡な生活を送るというのはそんなに難しいことなのか？　そう思うと、マコトはげっそりする。イシダを朝、呼び止めたりしなければ何事もなかったのに。

　マコトは頭を抱えるようにして、

「それは困ったな。何とかしてくれ」

「はあ？　それはこっちの言い分じゃない」

　イシダは苛いら立だちを隠さない。

「あなたが何とかしなさい。対策を考えて！　元はといえばあなたが……」

「はいはい、全部僕が悪い。僕は卑ひ怯きよう者もので最低野郎だし」

　言い争ってもなんの解決にもならない。今朝の一件でも明らかだ。だから、マコトはイシダの結論を先回りして答えてやる。そして、一応の対応策を披ひ露ろうしてやった。

「少なくとも、ここで僕らが立ち話をしているのを見られたら、その噂にさらに尾ひれがつくんじゃなかろうか」

　で、すたすたと帰宅の途につく。華か麗れいなまでにイシダを置いていった。さよーならー。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

　追いかけてきた。何でやねん。

「僕らが一いつ緒しよにいたらまずいんだろう？　離れているべきだ」

　顔を正面に向けたまま、脇目も振らず歩むマコト。微妙に早足気味になっているのだが、それをイシダは小走りで追いかける。まあ、あの二人、仲良く競歩かしら？　若いっていいわね、と奥様方にも評判だ。

「どうしてついて来る？　なにか僕、悪いことでもした？」

　スタスタスタスタ、都市部のサラリーマン並のスピードで遠ざかる。そんなマコトをドップラー効果巻き起こしながら追いかけるイシダの声。

「だって、仕方ないでしょう？　あなたの側そばにいないと」

「僕の側にいないと？」

　問い返されてイシダは口ごもった。しばらく、うー、とか、あー、とか唸うなった後、なんとか言葉をひねり出す。

「……その、また酷ひどい目に遭あわせられるんだから」

　意味がわからない。マコトは思わず、立ち止まってしまう。

「ええ？　それ、どういう意味？　どうしてそう思うの？」

「え……？　えーと、そのう……ほら、いざあなたが卑ひ怯きような命令をわたしに出しても、わたしが側そばにいないとすぐには対応できないでしょう？　で、対応できないと、底意地の悪い歪ゆがんだあなたのことだから、またわたしを脅すでしょう？　たとえば、今から５秒で迎えに来い、さもないとバラす、とか無む茶ちやな要求をしてくるじゃない、あなたなら」

「そんなことするか」

　どういう理由だ。マコトは頭を振って、また歩き始めた。それを懲こりずにイシダがついてくる。

「そ、それに、こうやって近くにいれば、あなたがわたしの秘密を誰だれかにバラすかどうか見張っていられるし……」

　苦しい理由付け。何でそうまでして近くにいたがるのか。

　マコトはまるで相手にしない。で、相手にされなかった方は意地になる。

「あと、ちゃんと話し合わないとダメじゃない！　これは、わたしにとって大問題なのよ！　さっさと帰るんじゃなくて、真ま面じ目めに考えなさいよ！　どうしたら、ハルナの誤解を解けるのか」

　ぷう、と膨ふくれた。

「だから、僕らの間での接触を避さけていればいい。そうすれば、そのうちそんな噂うわさは消えてなくなると思う」

「お互い、顔を合わせないようにしようって？　そんな消極的なやり方じゃ、誤解が解けるまでどれくらいかかるかわからないじゃない。もっと、ズバッとわからせるやり方はないの？」

　あったらとっくにやっているわけで。マコトには何の良案もなかった。あったとしても、披ひ露ろうするつもりもなかった。なぜなら、もう自宅に着いてしまったからだ。これ以上、イシダにやいのやいの文句言われるのは願い下げだ。

「じゃあ、また明日」

　門扉のところで別れの挨あい拶さつをする。それに対する返礼はなし。文句のみ。

「まだ話は終わっていないでしょう？　……ところで、ここがあなたの家なの？」

　物珍しそうにきょろきょろしている。白塗りの壁に囲まれた大邸宅だ。

「随分、立派なところに住んでいるのね」

「広いだけで、中身はボロボロだけどね」

　庭の草木もぼうぼうだ。暑くなる前に手入れしたいところだろう。

「ここで一人暮らしなんて、あなたにやりこなせてるの？　中学生が一人暮らしなんて……」

「もう１年くらいやりこなしている。何の問題もない」

　雑草ぼうぼうだが、マコトはそう言い切った。

「そうなの……。それにしても、全然知らなかった」

「誰だれにも言ってないし、言う必要もないだろう？　さあ、僕はこれから夕食の準備やらやることがあるんだ」

　だから帰ってくれ、と言外に匂におわしたつもりだったが、ちっとも通用しやしないのだ。

「夕食の準備といったって、どうせコンビニ弁当買ってくるとか、そんなものでしょ」

　正解です。でも、正解者に世界一周旅行が贈られるわけではなかった。

　言い当てられて黙だまり込んだマコトに対して、イシダが、やっぱりね、といった目を向ける。

「ねえ、そんなことで、体の方は大だい丈じよう夫ぶなの？」

　マコトはムッとする。

「僕の体がなに？　どこかおかしいとでも？」

　そう言って両手を広げた。よく見ろといわんばかり。まるで自分の健康さをアピールするかのようだ。

「全然普通だろう。おかしなところなんかない」

　むきになったその態度に、イシダは口を濁にごす。

「うー……なら、いいけど」

「そんなに言うのなら、君はさぞや立派な食生活を送っているんだろうな」

　マコトの方でも反はん撃げきしてやりたくなったらしい。

「きっと僕なんかでは手に負えないような、立派な料理を作れるんだろうね」

「な、なによ、その言い方」

「どう？　上がっていく？　で、僕に君自慢の料理をご馳ち走そうしてくれる？　そうだ、君を召使のようにこき使うというのもいいな」

「なんですって？」

「どうやら僕の生活習慣に文句があるようだから、その改善に是非力を貸して欲しい。そう思うわけだよ。で、例によって、言うことを聞かないとこの写真で……っていうパターンなんだけど、そうしてもらいたい？」

「人のことをなんだと思ってるの!?　わたしは便利道具じゃないのよ!?」

「てっきり、そう命令されたいのかと思ったよ。でないと、あんな自信満々で僕の食事のことにまで文句つけるとは思わないもの」

「……もう帰る！　心配してやってるのに！」

　だからそれが余計なお世話だというのだが、イシダはまだわかっていないようだ。イシダは足音荒く、マコトの前から姿を消した。

　ふう。マコトは疲れて息を吐く。

　やっと追い払えた。いちいち干渉しないで欲しい。

　マコトはそう考えながら、自宅の奥へと消えた。自分以外住む人のない暗い自宅に。マコトにだって人に知られたくない事情はあるのだ。




「あんた、悪あく魔までしょう!?」

　いきなり、ばれた。イシダ、慌てて我に返る。マコトにむかっ腹立ててドスドス歩いていたらこの奇き襲しゆうである。

「ふぇ？　な、なに!?」

　条件反射的に、自分の尻しり付近を手で確認してしまった。また、夢中で考え事をしている間にビョロリと出ちゃった？　目でも確認してみたが、特に異常はないようだ。なのに、その少女は再び言うのだ。

「やっぱり！　あんたが悪魔だったんだ。そんな感じはしてたんだよねー」

　先程マコトと別れてから、ほんの20メートルほど。それまで郵便ポストの陰に潜ひそんでいたその少女は、満を持してイシダの正面に立ちはだかった。通せんぼである。で、イシダは、得意げに腕を組んでいるそのちびＧジャンの少女に、

「何の話？」

　と思ったより冷静な口調で言えた。よし、いいぞ、誤ご魔ま化かせ誤魔化せ！

「誤魔化さなくてもいいってことですよ」

　少女はニタリと笑う。

「あたし、さっきからあんた達たちのこと見てたんだから。そのときから、なんとなく感じてはいたんだよねー。あんたらのうち、どっちかが悪魔なのは確かだと思ってたけど、別れて一人でいるあんたを見るとよくわかるよ。あー、探って来てみてよかったー」

「何か勘違いしてるんじゃない？　大体、あなた誰だれなのよ？　新手の勧かん誘ゆうか何か？」

「失敬な！　勧誘ですと!?　……うーん、まあ、そういう意味もあるかもねー」

　束ねた髪を振り振り、少女は何度も首を捻ひねって見せた。それから、

「あ、そうだ。あたし、マンジョウメって言うの。よろしくね」

　ウフ♪　と手を差し出してきた。握手しろということらしい。思わず、握り返してしまうイシダ。

　はっと気付いて振り解ほどく。

「えっと……」

「あんたの名前は？」

　キラキラキラ。期待の瞳ひとみで見つめられ、イシダはたじろいだ。なんだこの子？

「あたし、名乗ったじゃんさあ。あんたの名前も教えてよ！　フルネームで」

「イシダ・サヤ、だけど……」

「サヤかー。んで、サヤは悪魔になってどれくらい？　あたし、今まで気付かなかったんだけど、最近こっちに越してきたとか？　それとも今日悪魔になったばっかりなのかね？　うん？　誰だれか知り合いの悪あく魔まっている？」

「ちょっと待ってよ」

　イシダは警戒する。

「さっきから何の話をしているの？　わたし、あなたと友達でも何でもないんだけど……。人違いじゃない？」

「あーあーあー。そうでしょうなあ。突然、こんな風に言われたら警戒するに決まってるよね。あったりまえか。ごめんごめん。説明が足りませんでした！」

　マンジョウメは、あははは、と頭を搔かき、

「じゃあ、これから友達になろうよ！」

　まったく説明が足りないことを言うのだ。元気よく。もちろん、イシダは静かに首を振る。

「わたし、これから家に帰るところなの。それじゃあ、さようなら」

　なんとかこの子を撒まいてしまわないと。どうやって知ったのかはわからないが、イシダの正体に勘付いているのは確からしい。マコト以外の誰かにまで脅迫されるなんて、イシダは真っ平だった。だが、マンジョウメの言葉がイシダの足を止める。

「そんなこと言わないでさー。今、あたしに付き合うと、絶対サヤにとってもお得情報満載ですよ？　なーんか、さっき一いつ緒しよにいた彼氏と揉もめてたじゃん？　相談に乗るよ？　きっといいアドバイスができるんじゃないかと評判です」

「彼氏なんかじゃない！　あいつはただの卑ひ怯きような脅迫者！」

　言ってから、なにムキになってんだ、とすぐに後悔。マコトのことを彼氏呼ばわりされたくらいで顔が赤くなるなんて、自意識って奴やつが過剰なんじゃ……。そんな後悔は先に立たず、それを聞いたマンジョウメ、すかさず顎あごをさすり眉み間けんに皺しわを寄せる。余計な興味を惹ひいてしまったようだ。口出しする気満々である。

「ほほう……？　興味深いですな。かなり複雑な事情があるようだね……？　これは詳しくお話を聞かなあかんね！　さあ、この悪魔オマジナイ師マンジョウメさんに、悩みを打ち明けるが良いのですよ」

「悪魔オマジナイ師……？」

　なんでも頭に悪魔つければいいってもんじゃねえってことです。イシダは呟つぶやいてから、

「ださ……」

「あー！　ひでえ！　あたしだってもっとカッコイイ名前をつけたいよ！　もっと美しいものになりたい！　でも、しょうがないじゃん。ほんとに悪魔なんだからさあ！」

「悪魔!?」

　イシダは飛びずさる。

「なに!?　あなた悪魔なの!?　何企たくらんでるの!?」

「あんただって悪魔でしょうが!?　自分を棚に上げて、なんて恐ろしい子！　あーあ、あんた鬼だよ、オニ畜ちく生しようだよ。あたしゃあんたに殺されるよ」

「無む茶ちや苦く茶ちや言うな！　……ていうか、本当に悪あく魔ま？　そんなこと口にしていいの？」

　言われてマンジョウメは、ウィンクしながら、てへっと舌を出す。

「だって、悪魔同士じゃん。別に隠すことないもん」

　ついでに尻尾しつぽも出すもんだから、逆にイシダの方が慌てる。

「ちょっと、こんなところで何出してんの!?」

　プチフリルのミニスカから黒い尻尾をフーリフリ。

「別に悪魔同士で尻尾を隠したりする必要はないでしょ？」

「他ほかの人に見られたらどうするの!?」

「あ、そう言われりゃそうだね」

　往来の少ない道とは言え、そのド真ん中で尻尾を出すなんて超大胆露ろ出しゆつプレイ。女子供の見るものではない。マンジョウメはモザイク振りまきながら、尻尾を元に戻すのだった。

「で、どうかね？　あたしのこと信用してくれた？」

　往来で尻尾出して得意げな女子のどこを信用すれば良いのか謎なぞだが、マンジョウメは自信たっぷりなのだ。

「自己紹介だよ、自己紹介。これであたしも、同じ悪魔だってわかってくれたでしょう？　そのために、あえて尻尾を出したのです！」

　絶対ウソ。思いつきでやっただけ。イシダはそう思ったが口には出さないでやった。口に出すのは、もうちょっと別のこと。

「……わたしが悪魔って……どうしてそう思うの」

「だって臭いじゃん！」

　イシダは地味にダメージを受けました。

「く、臭くないよ！　何言っているの!?　わたしはいつだってバラの香りです！」

「いやあ、別に本当に匂においがするわけじゃないんだけど。なんていうのかな？　悪魔同士、わかりあうものがあるんだよ。サヤは感じないの？」

「なんにも感じないけど……」

「ああ、まだ成り立てで慣れてないからだね。悪魔としての能力もまだ見つけてないでしょ？　……ふっ、このひよっこちゃんが……」

　こそっと感想を漏もらしたので、イシダにはそれが聞こえなかったらしい。

「？　なんか言った？」

「世界が平和でありますようにって小声で言ったよ！　あたし、奥おく床ゆかしいね！　とにかく、悪魔には匂いがあるんだよ。正確には匂いじゃないんだけど」

　わかったようなわからないような言葉だ。マンジョウメはもっとうまく説明しようと頭を捻ひねる。

「うー、そうだなあ。たとえば、ホモのおっさん！」

　なにが、たとえばだ。イシダは頭が痛い。でも、マンジョウメは黙だまらないのだ。

「ホモのおっさんが大勢の中から同類を病的な正確さで見つけ出すことが可能なのと同じように、悪あく魔まも同類を感じ取れる能力があるの。あたしなんかサヤのこと、自分の家で感じ取ってからここまで追ってきたんだよ。すごくない？　なんか運命だよね？　最初はあんたと彼氏どっちが悪魔か全っ然わかんなかったけど、間違いなく運命です！　あたしとサヤにはきっと強固な絆きずながあるよ！　とにかく、悪魔の嗅きゆう覚かくはホモのおっさんの嗅覚並に鋭いってこと！」

　たとえが下品です。

「どう？　これで納得いってくれたかね……？」

　ふふん、と鼻から息を抜きつつ、マンジョウメはニタリとするのだ。

　イシダにとって、彼女は自分以外で会った初めての悪魔である。どうも勝手がわからない。悪魔ってみんなこんななのか。何が目的で接触してきたのだろう。だから、到底納得いかなかった。つんけんした声を出してしまう。

「で、なにを言いたいの？　脅迫でもする気？」

「逆、逆！　あたし達たちなら、サヤの悩みや問題を解決する手助けができるかもしれないってこと。サヤ、さっきの彼氏に脅迫されてるって言ってなかった？　それ、何とかしてあげられるかもよ？」
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「あたし、達たち？」

　イシダはマンジョウメの言葉に引っ掛かる。

「そうそう。実はあたし、この町に住む悪あく魔ま達のコミュニティの一員なんだよね」

「コミュニティ？」

　横文字使われたって訳わからない。イシダは目を??にして鸚おう鵡む返し。

「あー、なんだろ？　町内会みたいなものかな？　悪魔同士、困ったときは助け合うっていうかさあ。あたし達って、結構白い目で見られたりするじゃん？　正体を知られたら変な目で見られるとか、あるでしょ？　そういうの、一人で抱え込むと辛つらいよね。だから、同じ悪魔同士、仲間になって団結しよう！　おー！　って感じ。団結とか言ったって、たまに悪魔同士集まっては愚ぐ痴ちを言い合ったりするくらいなんだけど」

「あなた以外にも、悪魔がいるってことよね？」

「もっちろん！　この町だけでも百万人はおりますよ！　だから、サヤは一人ぼっちじゃないし、一人で悩まなくてもいいのです！」

　町の人口以上に悪魔がいてどうすんだ。イシダはマンジョウメの言葉に矛盾を感じまくりだったが、彼女なりの元気付けのつもりなのだろう、とあえて流した。

「そのコミュニティとやらが、わたしを助けてくれるわけ？　どうして？　見ず知らずの相手を何で助けようとするのよ」

「善意ですよ、善意！　あたし、善意の悪魔！　困ったときはお互い様ってこと。あたし達は数が少ないんだから、助け合わなきゃねー」

　善意善意と強調されるとかえって怪しくなるものだ。イシダは、むー、と考え込む。ついでにちょっと距離を取った。が、マンジョウメはお構いなし。

「サヤ、そういうコミュニティがあるのも知らなかったでしょ？　悪魔同士、話をするだけでも気が紛れるってもんよ。で、で、さっきの話！　脅迫されてるとか言ってたけど、実際のところどうなの？　なんで脅迫されてるわけ？」

　好奇心丸出しで尋ねてくるのだ。たぶん、脅迫されているサヤのことが心配！　とかではなく、純粋に面白がっているだけではないか。

「わたし、よく知らない人にそんな話をしたくないわ」

「あ！　あ！　待った待った！　じゃあ、これからよく知り合おうよ！　もうすぐコミュニティの集会があるの。この町の悪魔達が集まって、世界転てん覆ぷく計画を練るというイベントがあって」

「世界転覆!?」

「うそうそ。ほんとはただの懇こん親しん会かい。善良な悪魔達が集まって、社会正義を実現するにはどうしたらいいか真ま面じ目めに話し合うの。ていうか、本当の本当はみんなでご飯食べて愚痴垂れたり歌ったり裸踊りしたりするだけ。一いつ緒しよに来ない？」

「そんなとこ行くわけないでしょう!?　裸踊り!?」

「えー!?　普ふ段だん、正体を隠して暮らしているから、そういう場では開放的になっちゃうって気持ち、わかんないかなあ？　その集会では自分が悪あく魔まだってこと、隠さなくていいんだよ？　気兼ねする事なくて楽なんだけど。ちょっと、サヤも試してみようよー」

「わたし忙しいから。じゃあ、お話はここまでね」

「むう、ならば仕方ないね……。くっくっく、もしどうしても帰るというのであれば、このあたしを倒してからに……あ、だから待って待って、ってば。冷たいなあ、つっこむくらいしても罰ばちは当たらんよ？」

「ふざけてばっかりなんだもん。あなた、真ま面じ目めに話す気ないでしょう？」

「じゃあ、真面目な話。うちのコミュニティがサヤの助けになりたいっていうのは本気だから。そりゃあ、突然だし胡う散さん臭くさく見えても仕方ないけど」

「わたしがわからないのは、わたしを助けてあなた達たちに何か得でもあるの？　ってこと。何の利益もないのに善意だけで助けてくれる、なんて話を信じられるほど、わたしお人よしじゃないの」

　何しろ相手は悪魔なのだから、とイシダは思う。裏があるのを疑ってしまうのだ。言われたマンジョウメは、大きく頷うなずく。

「そう疑うのもわかるよ。悪魔になったばかりで、周りに知られるのを恐れてばかりの時期なら、特に警戒しちゃうよね。でも、本当に、そうやって気を張り詰めていると疲れちゃうんだよ。で、結局全すべてをダメにしてしまう」

　うんうん。マンジョウメは目をつぶって頷いている。自分のことを思い返しているようだ。で、パチッと目を開いた。

「えーと、なんだっけ？　ああ、あたし達がサヤを助けて何か得あるの？　って話だっけ。あるよー。すごい得があるの」

「騙だましてどこかに売り飛ばすとか？」

「悪魔を売り飛ばして儲もうかるんなら、まずあたし自身を売り飛ばしますわっ！　今日もお昼はから揚げ食えんかったしね……。では、説明します」

　ビシッと指差してくるマンジョウメ。

「ウサギは寂しいと死んじゃうけれど、悪魔は寂しいと悪いことします！」

　得意げだ。イシダは、どう反応したものかわからない。

「なに、その新説？」

「黙だまって聞けっ！　あたし、これからいい気持ちで語りだすんだから！　カラオケボックスでマイク独占したセクハラ部長のように！　誰だれも聞いてなくても滔とう々とうと！　わかった？　オッケー、話を進めようじゃん。えーっとね。まあ、寂しいと悪いことするのは悪魔に限らないんだけどね」

　イシダはなんか言いたかったが止やめた。黙れって言われたし。

「とにかく、みんなから白い目で見られたり、正体を隠して苦しんでる悪あく魔まは孤立して自暴自棄になったりするの。こんなんやってられっかーっ！　てね。で、問題を起こす、と。するとどうなると思う？　はい、サヤさん」

　突然差された。今日出席番号の日じゃないのに。ていうか、黙だまれって言ったり答えろって言ったり、どっちやねんであった。

「その悪魔は捕まるんじゃない？」

「これだから素人しろうとは……。戦場だったら３回死んでるよ？　そんな当たり前の答え求めてはいないのですよ。芸人ならもっと捻ひねりなさい！」

「……つっこんであげた方がいいの？」

　マンジョウメ、無視して話を続ける。

「捕まるだけで済むならその悪魔本人の問題。だけど、それで終わりじゃないってこと。悪魔のうちの誰だれか一人が悪いことをする。すると、他ほかの悪魔も全部悪者扱いされちゃうんだから。なんにも悪いことしてなくても、悪魔ってだけで怖がられたり嫌われたりするの。酷ひどい話ですわ。この世には神も仏もないもんかね！」

　ふんむっ、と鼻息荒くマンジョウメは憤いきどおる。悪魔だって、神仏に縋すがりたくなることがあるのだ。

「誰か一人のせいで、悪魔全体に悪い評判が立つ、ということね？」

「そう。そして、そうならないためのコミュニティ！　困っている悪魔がいたら、みんなでそれを解決して、その悪魔が犯罪に走ったりしないように予防する。それが結局は、あたしとかサヤとか全すべての悪魔の利益になるわけ。そういう考え方でコミュニティは運営されているの。どお？　サヤを助けるのは丸っきり善意ってわけじゃなくて、悪魔全体にとっても利益になるからっていう理屈はわかってくれた？」

「それって、わたしがこのままだと犯罪に走るって言いたいの？」

「うん！」

　ニタリ。いや、本人はニッコリのつもりかも。ニタリでもニッコリでもどっちでも失礼だ。

「わたしは悪いことなんかしないから、そんな話は関係ありません」

　イシダはぷいっと横を向いた。

「またまたあ。そんなこと言ってる人に限って危ないんだから！　悪いことをする奴やつの実に93％が、自分は悪いことしない、と主張しているそうだよ？　てことは、残り７％は、俺おれは悪いことするぜ！　って宣言してから悪事を働いてる？　男らしいね！　それに、サヤはもう既すでに犯罪げな話をしていたでしょう？　脅迫されてるって」

「それは、その……」

　イシダは口ごもる。確かにマコトのことは悩みの種だが、そんなことをマンジョウメに相談していいものか。バカ正直に、

「ウチダ・マコトに正体ばれて写真撮られて脅迫されてるんだけど、でも、なんかちょっと二人の距離が縮まったような気がしたもんで、ウチダの家まで付いてきたらやっぱり冷たくあしらわれて、なんかわたしが悪いことしたのかなあ、とすっきりしない」

　なんて言いたくなかった。そんなことを言ったら、目を輝かせて根掘り葉掘り聞いてくるであろう。そんなマンジョウメの姿が目に浮かぶ。この子はきっと面白がるだけだ。

「なんかヤバげなことに巻き込まれているんなら、あたし達たちに相談して？　ね？」

　可愛かわいらしく首を傾け、両手握り締しめ。でも、目が笑っていた。ニタリと。

「でも……その……」

　イシダは躊ちゆう躇ちよしてしまう。その様子を見て、マンジョウメはピーンとひらめいたらしい。余計なことを。

「あ、そっか。こんな道の真ん中で話すようなことじゃないよね。オッケーオッケー。じゃあ、あたしん家ちに来る？　ここからちょっとのところなんだけど。何のおもてなしもできないけど。手て土産みやげなしには入れてあげないけど。手土産にはセブンマートのから揚げをご所望なんだけど。ついでにマカデミアンナッツチョコマンも食べてみたいんだけど」

「それはわたしも食べてみたいけど。いや、そうじゃなくて……ごめんなさい、なんとも言えない。今聞いた話、よく考えてみたいの。今すぐ返事をすることはできないわ」

「うーん。じゃあ、仕方ないね」

　お？　随分聞き分けよく引き下がるのだった。それからマンジョウメは爽さわやかな笑顔で、

「サヤが事情を話してくれないなら、あんたが悪あく魔まだってこの場で大声出すよ？」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ!?」

「ふふふ……観念するのですよ？　サヤのこれからを大事に思うのなら、ここはおとなしくあたしに従ってもらわんとね」

「なんて卑ひ怯きような！」

「強引に見えるかもしれないけど、これもサヤのため……。あたしは涙をこらえて、こんな真ま似ねをしてるの！　泣かせるね！　ただただ、サヤに心を開いて欲しい親心？」

「そういうことするなら、わたしだって同じことするわよ？」

「えー？　なにを？」

「あなたが悪魔だって大声出すわ。ここで」

　マンジョウメは押し黙だまった。それから一言。

「そういう考え方もあるね……」

「こんなことしてても、どっちも得しないでしょう？　もうバカなことするのは止やめて」

「……まったく他人を脅迫するなんて、サヤはもう悪に染まってしまったんだね……。わかった、降参！　ていうか、今のはサヤの善なる心を試したのでした！　酷ひどいことされても清い心でいられるか、サヤの性根を測らせてもらったの。本気じゃなかったんだよ、ホントだよ？」

「試した？　じゃあ、結果は？」

「合格です！　そのご褒ほう美びに、無料でサヤの悩みを聞いてあげる！」

「もういいってば！　それにいい加減帰らないと、家に着くのが遅くなっちゃうもの。ここからだと歩いて大分かかりそうだし」

「ん？　サヤはこの近くに住んでるんじゃないの？」

「住んでません。今日はたまたま」

「たまたま、彼氏の家に寄ろうとしたら、拒否られた？」

「寄ろうとなんかしてない！　彼氏じゃない！」

　マンジョウメは、わかったわかった、と物分かりの良いお姉さん面づらして頷うなずくのだ。

「はいはい、そうね。そういうことにしといてあげるよ。あたしって優しいね。思春期だもんね。好きとか何とか言われたりするの、恥ずかしいわけ？　でも、どうせしばらくしたらそんな恥じらいも忘れて、にごった心がにじみ出てくるのですよ……。なに？　たとえば彼氏のために弁当作っていちゃいちゃ学園ライフを満喫？　学校帰りは彼氏のチャリに二人乗り？　しかも女は荷台に立ち乗り？　両手で彼氏の肩に摑つかまり爽さわやかな風感じたり？　……そんなファンタジー認めんよ！　ああ、認めんね！」

　急にやさぐれ出した。何か思うところがあるらしい。

「そんな幻想、漫画かお話の中にしかないのですよ！　液晶画面の向こう側にでも行かない限り、現世の生き物には縁のないものなの！　つまり想像上の出来事です！　いや！　不潔！　……なーんてね」

　いきなり戻った。

「でも、それでわかったよ。サヤは今日、たまたまこの近くを通ったのね。だから、あたしが嗅かぎつけられたってことかな。まあ、なんにしろよかった！　たまたまだろうと何だろうと、ここでサヤと知り合いになれて。いや、親友になれて！」

　何で訂正する。

「勝手に親友にしないで」

「じゃあ、恋人の方がいい？」

「さようなら」

「……でも、恋人になると色々と問題があるよね。あたし達たちまだ若いのに、そんな爛ただれた関係を結んでいいの？　ていうか、年取ったら爛れた関係結んでもいいかっていうと、それはどうかな？　って感じだし……。って、あれ？　……また、ツッコミなし？　悪あく魔まは寂しいと悪いことしちゃうって言ったよね？　おーい？」

　マンジョウメは置いていかれた。




　置いていった方のイシダは足早だ。さっさかさっさか家路を急ぐ。

　変な奴やつに絡からまれて、変なことを吹きこまれてしまった。コミュニティがどうとか集会がどうとか。それに何度も繰くり返されたあの言葉……ウチダ・マコトが彼氏？

　その概がい念ねんに頰ほおが赤らむ。

　そんなわけないじゃない！　わたしは脅迫されて仕方なく……。あんな奴、彼氏じゃない。そんな関係じゃない！　わたしが自分でそう言ってるんだから間違いないこと！　ハルナ達たちもそうだが、みんな勘違いしてる。これは何とかしないといけない。……いけないんだけど……。ねえ？　そういう風に見えるってことは、その……。じ、実態の方をその勘違いに合わせてもいいかな……とか……。って、何考えてんだ!?　いや、でも……ちょっと試してみるくらい……。いちゃいちゃ学園ライフ……お弁当……。あ、あほか、わたし！　突然そんなの不自然じゃない！　……あいつ、料理をご馳ち走そうしろとか何とか言ってなかったっけ……？

　なんだか危ない人みたい。一人で遠い目をしたり憤ふん慨がいしたりを繰り返すイシダだった。で、遂ついにあることを決意する。




　マコトは呼び出しを喰くらうのだった。といっても、生活態度が成績が、と生活指導室に呼び出されたわけではない。カトウ達が、体育館裏に来いやコラァ、とお手紙くれたわけでもない。ではどういうことかというとこんな感じだった。

　授業中、ぽこん、と頭に異物感を感じ、はて何だろなと手を当ててみればでっかいフケがポロリと落ちた。フケなわけなかった。丸められた紙片だ。マコトはそれをパッパッと机の下に払い落とす。黒板の文字をノートに書き写す際、邪じや魔まになるからね。彼の授業態度は至し極ごく真ま面じ目めなのだ。

　そしたら、また頭にぽこんと異物感。ぽこぽこぽこん。連続した。いくつもの丸められた紙片がころころと机の上を転がっていく。妙な天気だ。屋内なのに。

　そんなしょーもないボケはどうでも良くて、嫌な予感がしたマコトはそっと後ろを顧かえりみる。ひっじょうに険しい顔をしたイシダがマコトを凝ぎよう視ししていた。正確に言うとガンつけてた。で、口をぱくぱく。ちゃんこがどうしたとか言っているようだ。なんだかよくわからない。ちゃんこくえ？　ちゃんこよめ？

　今度はジェスチャー。小さい丸が、それは置いといて。結婚式？　それも置いといて。

「イシダ、体の調子でも悪いのか」

　教師の心配そうな声に、ガタッと椅い子すをずらして立ち上がり、

「え？　い、いえ、あの……」

「廊下に立ってろ」

　さよーならー。

　で、丸められた紙片の中身を見てみると、

「昼休み、旧校舎の屋上へ来ること　イシダ」

　とあった。最初からそう言ってくれればいいのに。そう思うマコトだった。

　そんなわけで、昼休み。マコトはコンビニで買ったおにぎりを食べてから、図書館へ向かうのだった。指輪物語を読んでいる途中なのだ。サルーマンがどうなっちゃうのか大変気になる。

　以上のことから明らかなのは、マコトが旧校舎屋上とかすっかり忘れていた事実である。

　で、マコトがトレントの進しん撃げきに胸躍おどらせていると、図書館内を進撃してくるイシダに肝を潰つぶすことになる。

「あなたねえ！」

　場所柄も弁わきまえずに大きな声。皆の目が集中する。イシダの苛いら立だちにはモケーレムベンベも真っ青だった。全然意味がわからない喩たとえだった。それくらい大変な事態が起こっていたということだ。数値で表すと３万モケーレムベンベくらい。

「遅いからもしかしてと思ったら、案の定……！」

「なんだい、突然」

「いいから来なさいよ！」

　耳を摑つかまれて、マコトは引きずり回される。この年になって、耳をつねり上げられるなんていうのは新鮮な体験であろう。

　そうやって、旧校舎内へと引きずり込まれる。今回のきっかけとなった男子トイレを過ぎ、化学準備室やら美術準備室やら準備室という名の物置を通り過ぎて、階段を上へ。辿たどり着いた屋上には誰だれもいなかった。

　そこでマコトはやっと解放される。

「……ひどいなあ」

　耳をさすりながら呟つぶやいた。幸いなことに小声だったのでイシダには届かずに済む。そのイシダは顔面神経痛のようにピクピク。噴火寸前といったところ。なんだか微笑ほほえみすら浮かべている。怖い。

「わざと？　あなた、ここに来ることになってたんじゃないの？　わざと無視したわけ？」

　来ることになっていた、というか、それに同意した覚えはないのだが。そう弁明したい。弁明したいが、そこはマコトも大人である（性的な意味でなく）。そう口にすると大変面倒なことになりそうな気がした。賢明だ。いい勘をしている。だから、黙だまって嵐あらしが過ぎ去るのを待つ。これがマコトのやり方だ。

　で、イシダの口から一通り、最低だの卑ひ怯きよう者ものだのといった文句が放たれた後、やっと本題に入るのだった。イシダは口をへの字に曲げ、ずいっとぶっきらぼうにそれを差し出したものだ。

「……ほら。これで満足？　この卑怯者」

　萌もえ黄ぎ色いろの布に包まれた何かの塊。紛まがうかたなく、それはお弁当。

「？　なにこれ？」

　だから弁当だって。マコトは首を傾かしげる。手にとってみるとずっしりと重い。耳を近付けてみるとカチカチカチカチ音がする。蓋ふたを開けると爆発した。マコトは死んでしまうのだった。だったら大変ですね。

「くれるの？」

「な……!?　何その言い種!?」

「いや、こんなものをもらう理由がないし」

　マコトは本当に不思議そう。イヌのようにクンクン嗅かいだりしている。毒が入っていないか警戒している、というわけでもないらしい。

　さて、マコトの言い分を聞いて、イシダの怒ったこと怒ったこと。

「もらう理由ないって……！　あなたが命令したんでしょう!?　だから、仕方なく作ってきてあげたのに、そんなバカな話が通ると思っているの!?　わたしが今日、何時に起きたと思ってるわけ？　そんなこと言うなら、わたしのその時間返して！」

　無む茶ちやな要求をするイシダ。それにしても、とマコトはもう一度、弁当の包みを見つめ直す。二頭身の可愛かわいらしいウサギのキャラクターがプリントされており、イシダはどんな顔してこれを包んだんだ。真ま面じ目めな顔してウサちゃんか。

「僕が命令した？　いつ？　お弁当を作ってこいなんて、そんなこと言った覚えはないのだけど」

「昨日、言ったじゃない。さぞや立派な料理を作れるんだろうから、ご馳ち走そうしてくれって。嫌味ったらしく！　従わないと、あの写真をばら撒まくって言うんでしょう？　本当に情けない奴やつ。そうまでしてお弁当を欲しがるなんて！」

　大変な誤解だ。それは拡大解釈ではないか。あれは命令でも何でもなかったのに。一体何があって、イシダはマコトに弁当を作ろうと決意したのだろうか。マコトはその旨むねを正直に告げて、これを受け取るわけにはいかない、と固辞することにした。さすがマコト、一本筋の通った真っ正直な若者だと近所でも評判なだけはある。

　そんな評判は聞いたことないし、やっぱりやめるのだった。弁当なんかいらない、などと言ったらえらい目に遭あわされるような気がしたので。これまた賢明だ。実にいい勘をしている。

　マコトは曖あい昧まいに口の中でもごもご言って、結局受け取ってしまった。

「……こんなところ、ハルナさんにでも見つかったら一層変な目で見られることになるだろうね」

「わたしだって困るわよ。でも、あなたが言ったのよ？　仕方ないじゃない。わたしに拒否権はないんだから。でしょう？　脅迫屋さん？」

　こんなことを望んだ覚えはこれっぽっちもないマコトだ。勝手にイシダが思い込んだ願い事を、叶かなえてもらっても困るのである。相手の気持ちを読んで（読んだつもりになって）、それに応こたえてやる（自分の都合のいいように）。自己満足かつ自己完結。これが彼女の性質というものなのか。

　だから、

「実はもう、お昼におにぎり食べちゃったんだけど……」

　なんて言いだそうものなら、自分の善意が裏切られたと感じて大おお騒さわぎであろう。それとも、おにぎり食べた上にまだお弁当食べるつもりなの？　卑いやしい奴やつ！　と文句垂れるかもしれない。どっちにしろ非難されるだけであり、この賭かけは負けが決定されているイカサマだ。

「……早く食べなさいよ」

　そんな睨にらまれても。マコトは忸じく怩じたる思いを抱えつつ、無言で弁当の包みを解いた。で、蓋ふたを開けたら爆発して死んでしまうのを警戒して、そーっと蓋をずらしていく。細心の手つき。そうやって姿を現した弁当の中身は、案外普通だった。残り５秒を示しているデジタルの時計が入っていたり、赤と青のコードどちらかを切断するよう求められたりはしなかった。いや、むしろ美お味いしそう。手間暇がかかっていて、そこに気合が感じられる。弁当にかける意気込みとでもいうか。タコ足のウィンナーとかウサギりんごとか、イシダはどういう顔して作ったのか。新妻か。

　箸はしでおかずをつんつん試していると、早速イシダが気に障さわったらしい。

「なにやってるの？　まずそうで口にもいれられないって言いたいの？　それともなに？　わたしに無む駄だにお弁当作らせて、それを見て笑おうとか思ってたんだ？　本当に作ってくんなよバーカ、とかそういうこと？」
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「いただきます」

　それ以上の言葉は要らないのであった。さっさと食べて、さっさと終わらせることにしたい。マコトは焦げ目のついた玉子焼きを口の中に放り込んだ。玉子焼きの中の信管を嚙かみ砕いた瞬しゆん間かん、大爆発。マコトは死んでしまうのだった。爆弾ネタしつこいな。以降、自粛します。

　実際のところ、悪あく魔まの弁当は悪魔の味がした。悪魔のようにしょっぱくて、悪魔のようにべちゃべちゃしてて、悪魔のように芳ほう醇じゆんな香りが口の中で云うん々ぬんかんぬんして、結局トータル的には悪魔のようにうまかった。なんでも悪魔のようにとつければいい訳ではないらしい。うまいんだかうまくないんだかよくわからん。

「……どう？　感想は？」

　パクパクと口に運ぶマコトに向けて、イシダがふんぞり返って尋ねる。さあ、どうだ！　思い知ったか！　これ食べて少しは目を覚ませ、とでも言いたいかのよう。

「……うーん、ちょっと……」

「ええ!?　ちょ、ちょっとってなに!?」

　イシダは、あっという間に慌てふためいた。

「ご飯が水っぽいのと、一口カツにソースかかってなくて味が薄うすいのを除けば、おいしいと思う」

　それっておいしいと言えるのだろうか。マコトの回答はイシダにとって満足のいくものではなかったらしい。

「……ソースのかけ過ぎは塩分の取りすぎにつながるから、それはわざとやったの！　健康のためにわざと！」

「それはどうもありがとう」

　素直に感謝した。それを素直に受け取らないイシダは腹立たしげに、

「覚えてなさいよ！　今度は失敗しないから。もっとおいしいもの食べさせて、その憎まれ口を黙だまらせてあげるからね！」

　今度があるらしい。マコトは咳せき込んだ。変なとこに入ったので。

「ちょっと。これ、続ける気なの？」

「あなたが望んだことじゃない。脅迫さえされなければ、わたしだってこんな手間のかかることしないで済むのに……。わかってるの？　卑ひ怯きよう者もの！」

　もういい、やめろ。と、言ってやればそれで終わるのだ。終わるのだろうが、どうもそんなこと言ったら、また怒られるような気がしてならない。ここまでやらせといて今更なんだ、と文句をつけられそう。マコトは、イシダを制止する言葉を吞のみ込んでしまう。

　イシダの弱みを握っているのはマコトの方なのに。なんだか主従が逆転したかのようにマコトには感じられた。

　では、弱みを握られている方のイシダはどう感じていたか？

　有頂天ホテルでした。

　よっしゃー食ったー！　ヒット！　ガンガンリール巻くよ！　明日もお弁当持ってくるっていう約束はうまいこと（？）取りつけたし。いちゃいちゃ学園ライフへ一歩近付いた？　ていうか、これってもうすでに？　もうっもうっウチダくんって本当に卑ひ怯きようなんだから。ばか。バカ。大好きっ。ゴロゴロゴロゴロもんどりうって壁にでも激突したい勢いだった。

　たぶん、なんか変なキノコ食ってる。

　そんな内心抑えつつ、イシダは外面はプンスカ、弁当箱を回収するのだった。













四章







　さて、マコトがイシダから弁当を強制的に押し付けられるようになってから、しばらく経たった週末。マコトは自分の今の境遇に疑問を感じていた。

　なんでこんなところに僕はいるのか。どうしてこんなことになっているのか。広場の時計は10時15分を指している。こっちの方が先に来て待っているというのはどういうことか。

　ことは昨日の昼休みにさかのぼる。




「……あなたが捻ひねくれた卑怯者なのは、やっぱり生活態度が問題なんだと思う」

　メシ食ってるときにキッツイダメ出し。酷ひどい中傷である。おかげで、マコトは食欲がモリモリ湧わいてきた。マゾか。早く弁当を片付けて、一刻も早くこの場から立ち去りたいという心理が働いて、バクバク無言で平らげていく。

「人のことを脅したり、そうやって金品を強奪しても何ら良心が咎とがめないっていうのは重症じゃないの？　まともな社会生活送れなくなるよ？」

　さすがに聞きとがめて、マコトは口を開いた。

「金品を強奪？　何の話？」

「強奪してるじゃない。わたしから毎日お弁当を」

　イシダはビシッとマコトの手の中にあるものを指差した。強奪だったのか、これ。マコトは新しい価値観を知った。異文化交流かもしれない。

「ちょっと待って。これ、別に僕が欲しいなんて言ったことは一回もなくて……」

「本来ならわたしが自分で食べるべきお弁当を、あなたに横取りされているのよ？　出るところに出れば、実刑喰くらうんじゃない？」

　適当なこと言うな。だがマコトは、そうかそうか、それは大変に済まなかったと反省の態度を取る。で、

「じゃあ、返すよ。半分以上食べちゃったけど」

　はい、と突っ返すことにした。これで問題解決。来週からこのお昼休みの身柄拘束も解かれることだろう。でも、そうは問屋が卸さないのだった。

「食べかけのお弁当を渡すってどういうつもり？　残飯処理？　わたしのお弁当が残飯だって言いたいの？」

　イシダが急速に負のオーラを発散し始めるので、マコトはたじろぐ。じゃ、どうすりゃいいのか。これは非常に難しい問題だ。

「だって、君は僕に弁当を渡すことによってお昼食べられないんだろう？　お昼抜きではお腹なかも空すいて怒りっぽくもなる。僕としては、ご好意はありがたいが、君は君自身のためにお弁当を作り、食べ、味わうのがいいと思う」

「だ、誰だれが好意でこんなことやってるの!?　強制でやらされてるから……。仕方なくだって言ってるでしょうが！」

「いや、でも、これって君にとって負担なのだろう？　毎日お腹空かして……。そういうことなら、もう取りやめた方がいいんじゃないか」

「……わ、わたしはいいのよ。なんか最近食欲ないっていうか……」

　視線を横に逸そらして、ごにょごにょ言う。ダイエットしているとかそういうことなのかもしれないが真相は明らかではない。仮にこれがダイエットだとしても、なんでまた急にイシダはダイエットしたくなったのか、それも明らかではない。どういう心境の変化でしょうね？

　気を取り直すように、イシダはうりゃっとそっくり返った。攻こう撃げきに転じました。

「大体ねえ！」

　腕を組んで、マコトをじろりと睨にらみつける。

「そうやって人に迷惑をかけておいて、その相手に感謝の言葉の一つもないっていうのはどうかってことが言いたいの」

「どういうこと？」

　マコトは要領を得ず、首を傾かしげるばかり。イシダはため息を吐つきながら、

「わたしが早起きして作ったお弁当を毎日奪い取って食べておきながら、おいしい、ありがとう、とか一言も言わないよね、あなた」

　そうだっけ？　またイシダの言いがかりではないか。指摘されて、マコトは思い返してみる。弁当を渡されたらパパッと片付けて、これでいいかい？　じゃあ僕はこれで、ってそそくさと消える自分の姿が浮かび上がった。あら、確かにその通りだ。

　でも、マコトにはマコトの言い分があるのだった。

「だって、こういう場面をクラスの連中に見られたりしたら嫌なんだろう？　ハルナさん達たち女子に見られたら、一層誤解されるんじゃない？　だから、なるべく二人の接触時間を少なめにしようと思ったのだけど。……というか、彼女達の誤解を解くとかいう話はどうなったの？　解決した？」

　マコトは、イシダがひどく懸け念ねんしていた問題について尋ねた。最悪、とまで言われた問題だ。さぞや精力的に解決目指して取り組んだことだろう。

　イシダは歯切れが悪くなる。

「それは、その、色々と問題があって……」

　全然、その誤解とやらが解けていないみたい。言い訳がましく、現状を説明し始める。

「わたしが何を言ってもニヤニヤ笑うだけで信じてくれないのよ。誤解だって言うなら、お昼にお弁当渡してるのは何で？　って聞かれるし……」

　気付かれてんじゃん。がくっと脱力するマコト。何のための弁当早食いだったのか。配はい慮りよした意味がない。

「じゃあ、なおさらこのお昼のお弁当は止やめた方が……」

　聞いちゃいねえ。イシダはマコトの方を見ないで呟つぶやき続ける。

「成り行きでお弁当を渡すようになっただけで、深い意味はないって言ってるのに……。わたしの本意じゃないのに！　もう、こうなったのも……！」

　マコトの方を見た。ギラリ。お、来るか？　いよいよお得意の？

「あなたの所せ為いじゃない！　責任取りなさいよ！」

　はいはい、みーんな僕が悪い。マコトは段々パターンが読めてきた。なんかお約束コントみたいで面白くなりかけている。

「責任取る、ってどうすればいいのかな？」

「そんなの自分で考えて」

　こういう場合の責任の取り方は、

「よっしゃ、わしも男じゃあ！　責任取ってお嫁さんになっちゃるけえ、往おう生じようせえやあ！」

　ブスー。刺しちゃった。こんな感じでどうか？　どうかって言われても困るが。

　こんな責任の取り方しようとしたら張り倒されるだろうこと、想像に難かたくない。どさくさ紛れになにしようっていうの!?　と罵ののしられる姿を夢想して性的興こう奮ふんを覚えるのだった。誰だれが？

　そんな歪ゆがんだ性的興奮などこれっぽっちも覚えない清らかなマコトは、責任取れと言われてもただただ困惑するだけだ。だから、その件については先送りすることにした。

「まあ、誤解が解けていないのは残念ではあるけれど、今のところは大きな問題にはなっていないから様子見しておこうか」

　すると、イシダはぼそりと言った。

「……残念なの？　誤解が解けた方が嬉うれしいの？」

「ん？　なに？」

　小声で聞き取りづらかったらしく、マコトは聞き返す。

「何でもないわ」

　そう言うイシダの仏ぶつ頂ちよう面づらを見ると、何でもないわけないのであった。どうしたいんだ、イシダ。噂うわさになって嫌なのか、嬉しいのか。でも、マコトはどうしようもなく冷酷非情な男なので、全然そんな様子には気付かない。

「とにかく、ここしばらく何事もなく済んでいるのはありがたいことだと思うよ」

　うんうん。自分で言って、自分で納得するように頷うなずいている。お昼を食べ終わって、食後の世間話といった気軽さだ。どうせクラスの女子にばれているなら、ここで二人のんびりしていても問題ない。冷やかされたり騒さわがれたりしなければ、マコトは割とアバウトに物事を捉とらえるようだ。そう、冷やかされたりしないと言えば、

「カトウ達たちも鳴りを潜ひそめているし、いい方向に向かっているんじゃないかな」

　どういうわけか、カトウ達はふっつりとマコトに手を出さなくなっていた。ヤマザキなどは笑顔で接してくるくらいである。薄うすい笑顔だが。どうやら、本当にイシダの説得（？）が効いたのかもしれない。そう思うと、マコトは心が晴れていく。

　もっともイシダには別の考えがあるようで、

「あいつらがそんな簡単に考えを改めるかしら？」

　険しい顔をして見せた。

「なんだか怪しいのよね」

「実際問題、揉もめ事は起きてないし。それをわざわざ疑って藪やぶ蛇へびになるようなことはしたくないな」

　マコトは消極的だ。自分から何かしようという気はないらしい。さっきカトウが、

「いつまでまどろっこしい事してなきゃなんねえんだよ!?　もうやっちまおうぜ！」

　と喚わめいていたのを、

「まあ待て。もう少し辛抱しろよ」

　とヤマザキがなだめていたのを思い出す。ヤマザキがカトウとニカイドウの暴走を止めてくれているようだ。ということは、ヤマザキがいれば大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか。もう嫌がらせを受けることはないだろう。ないといいなあ、という希望的観測に縋すがることにする。その方が楽だし。

「……ニカイドウの奴やつがちょろちょろしてるのよ……って聞いてる？」

「もちろん」

　もちろん、聞いてなかった。マコトは興味なさげに生返事。心は既すでに明日、週末休みの過ごし方に移っていた。

　そうだ、ラブクラフト全集を読破しよう。一日中ラブクラフト漬けだ。素晴らしい、なんて心が沈むんだろう。

　で、その心を読んだかのように、

「……ウチダくんって、休みの日は何をしているの？」

　イシダは胡う散さん臭くさげな視線をマコトに送ってきた。

「なんでそんなことを？」

「どうせろくでもないことをしてるんでしょう？　お得意の脅迫写真を撮ったり、人を脅すネタを捜しているんじゃない？　そんなだから、性格が歪ゆがむんだよ」

　わざわざ休みの日に誰だれがそんなことするか。マコトは大変憤ふん慨がいした。

「休みの日にはちゃんと家で休んでるよ」

「家で休んでるって……まさか、ずっと家にいるわけじゃないでしょ？」

「ずっといるけど？　目立たないよう、控え目に読書したりして過ごしてる」

「カビくさっ！　いい若い者が休みに家に閉じこもって……。そんなだから歪むんだよ」

　ふん、と鼻を鳴らして、イシダは腕組みする。しばらく、沈ちん黙もく。……えーと、じゃあ、午後の授業に行こうかな、とマコトが立ち上がろうとしたときだった。

「……ねえ、デートしてあげよっか？」

「は？」

　マコトはずり落ちたメガネの奥で目をぱちくり。ゆっくりとメガネを外した。レンズをゴシゴシ袖そでで磨くともう一度かけ直す。目を瞬またたかせてから、よーくイシダの顔を見て、

「は？」

　繰くり返した。そもそもメガネかけてないけど。そうしたくなるくらい虚を突かれたということだ。で、かけてもいないエアーメガネを中指でずり上げる仕草をして、

「言葉の意味がわからない」

　正直なところを述べる。

「意味がわからないってことはないでしょ!?」

　ウブなネンネじゃあるめえし！　などとイシダが内心思ったかどうかは定かでない。

「どうせ、あなたみたいな卑ひ怯きよう者もの、こんな弱みでも握らないと女の子とデートもできないんじゃない？　いいよ、してあげても。あたしのことばらさないでくれるならね。もったいないよ？　せっかくのチャンスなんだから。もう一生、これを逃したら二度とデートする機会ないかもよ？」

　ぎゅうっと自分の体を抱きしめるみたいに固く腕組みしたまま、イシダは言い放った。

「いや、あまりに唐突で、ちょっと」

「するの？　しないの？　どっち？　かわいそうなあなたに少しくらいは人間らしい生き方っていうものを学ばせてあげようっていう親切心なんだけど？」

　えー？　マコトは混乱してしまう。これ、親切なの？

　くわっ、とイシダが火を噴いた。

「いいから命令しなさいよ！　あなたの得意技なんだから。デートしろってわたしを脅せばいいじゃない！」

　なんでこの人キレてんの？　マコトにとって、イシダは本当に謎なぞな生き物だ。で、謎生命体、ポツリと呟つぶやく。

「……脅さないの……？」

　そんな目で見られても。マコトは口ごもるばかり。そんなマコトの様子を見て、イシダは自じ嘲ちようするように乾いた笑いを立てた。

「結局、外にも出ないから他人を脅迫するような性格になるのよ」

「そこに因果関係はあるのかい？」

「なあに？　文句あるの？　悔しかったら、明日、駅前広場に出てきてみなさいよ。でも、そんなことできないかな？　あなたって人間恐怖症でしょ？　普通じゃないよ。まともな社会生活なんて送れないね、きっと」

　失礼な、僕は普通だ、とマコトはカチーン。腹立ち混じりに宣言した。

「そんなことくらい容た易やすいことだ」

「じゃあ決まり！」

　イシダが大声出すんで、マコトは怯ひるんでしまう。さらに畳み掛けられる。

「明日、駅前広場に10時だからね？　遅れたりしないでしょうね？　それから、そうね、電車に乗って中心街の方まで出ましょうか」

　あれ？　なんか変なことになってはいないか？

「さあ、さっさとわたしに命令しなさいよ。明日の10時に駅前広場に来いって。脅しなさいよ。あなたの人を人とも思わないその歪ゆがんだ性格を直すためなんだから、命令しなさい」

　なんか話がおかしいような？　休みの日に外へ出ないから脅迫するような人間になる→それを矯きよう正せいするためにデートしてやる→さあ、デートしろって脅迫しろ！→……？

　マコトがこんな流れに疑問を感じたのは、学校終わって帰宅してからだった。何事も勢いで進んでしまうときがあるものだ。




　で、今。駅前広場の時計は10時20分を指している。来ちゃいねえ。あんな成り行きで、時間通りにやってくるマコトもマコトだが、提案した本人が来てないというのは大きな問題であろう。ていうか、罰ゲーム？　クラスの女子達たちがどこか物陰に隠れて、こっちを見てゲラゲラ笑ってるんじゃないか。ほんとに来てるよありえねー！　とか。そんな疑念を抱いてしまうのに十分な時間だ。いい加減帰ろう、とマコトがその場を離れようとしたときだった。

「ちょっと待ちなさいよ。何帰ろうとしてるの？」

　やっと来たらしい。マコトは文句の一つもつけたいところ。

「遅れて来ておいてその言い種はないだろう。最初にまず言わなくちゃいけないことが」

　と、言葉を途切れさせた。目の前にイシダがいるのはわかる。黒のキャップに黒のパーカ（フード部分がピンクであまさが出ている）、そしてキラロゴの入ったＴシャツ。だが、一番の決め手は迷彩のミニスカだ。太ももまで見えている。白い足がニョッと出ていて、そんな格好をする意図がわからない。尻尾しつぽのことを忘れているのではないか。あのきかん坊の尻尾のことを。黒い尻尾が股またの間からニョッと出てきたらモロバレではないか。そもそも何でこんな気合入れた格好をしておるのか。いつも制服姿しか見ていなかったから、マコトは当惑する。理性ではわかるのに、感覚がイシダをうまく認識できないのだ。なーんて、そんな大おお袈げ裟さな話ではなくて、見慣れぬ姿に戸惑っているだけです。

「最初に言わなくちゃいけないことってなによ？」
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　謝ろうっていう気は毛頭ないのか。イシダは厳しい顔つきで言うのだ。ていうか、緊きん張ちようしているのかもしれない。

「……どうして遅れたのか、理由を説明するとか」

「あなたこそ、会ってまず最初にそんなことを気にするの!?　それより、もっとわたしに言うべき言葉があるんじゃないの!?」

　ぐっと胸を張るイシダだ。自分の服装を見せつけるかのように。やあ、その格好、カワイイですね。でも、マコトはそんなこと一言も言わない。マコトは何て言ったらいいのか、というか何で自分が責められているのか、訳がわからなくて沈ちん黙もくしてしまう。

「……もういい！　さっさと行きましょう」

　むくれ顔でイシダはマコトの手を引き、ズカズカ歩き出す。こうして、デートだか性格矯きよう正せいのための訓練だかよくわからないが、それは初しよっ端ぱなから険悪なムードで始まった。




　電車に揺られて20分。マコト達たちは中心街の駅ビルにいた。週末の雑ざつ踏とうの中、辺りのざわめきに負けないよう、マコトは声を出す。

「じゃあ、僕はここの本屋に行っているから、時間待ち合わせでもしようか？」

「はあ!?」

　そんなデートあるか。イシダはマコトの手を引っ張り先に行く。何気に先程から手を繫つないでいて仲なか睦むつまじい、と言えなくもない。

「いいから一いつ緒しよに来なさい」

「どこへ行くの？」

「見たいショップがあるの。服もそうだけど、アクセも可愛かわいいんだよね」

　エスカレーターに乗せられながら説明される。マコトは大変非積極的。いっぺんにモチベーション下がった。

「僕はいいよ。君だけ楽しんできてくれれば……」

「あなたのも選んであげるから」

「いいよ！　やめてくれ！」

　全然止やめてくれなかった。自分が非常に場違いな場所にいる気がして、マコトは酷ひどく気疲れする。バビーだとかブルクロスパイシーとか、丸っきり意味のわからない横文字の洋品店に連れ込まれて、片隅で所在無げ。そんなマコトにイシダは、

「ねえ、これ、どう？」

「わ、わからないよ」

「もうー！　良いか悪いかくらいあるでしょう!?　これはっ!?」

　スポーティなブルゾン。ジャージみてえ。だがマコトは、

「いいんじゃないかな」

　適当なこと言った。それでもイシダは目を輝かせ、

「ほんと!?　そうかそうか……。ゲッ」

　値札見て絶句する。

「……ここはもういいわ。次、行きましょう。次」

「はあ……」

　結局、全部で５軒回った。結局、何にも買わなかった。




「だって、値段の割りに大したものなかったんだもの。高いものが良いのは当たり前じゃない。わたしは手て頃ごろな価格で良いものが欲しかったの」

　半分になったフォアグラバーガー食べながら、イシダは言ったものだ。ここのフォアグラバーガーってＴＶでも紹介されてて一度食べてみたかったんだよね、と連れ込まれたカフェでの話だ。結構な値段とボリュームなので、

「あなたも食べてみたいでしょう？　半分ずつね」

　と割り勘を強要されたマコトである。今は付け合せのポテトをもしゃもしゃしていた。

「あれだけ歩き回って疲れないの？」

　むーん、とマコトはむっつり顔。散々連れ回された挙句、何も買わなかったことに納得がいかないのだ。

「わたしと一いつ緒しよだと疲れるってこと？」

　むかっ、とイシダはしかめ面つら。またそういう方向へ持って行くつもりか。マコトは文句言われる前に、話を変えることにした。少しずつ、イシダの扱い方を学んでいる。

「それにしても、こんなところでお昼食べるのは初めてだよ」

　重厚な木製テーブルにさざなみのような話し声。随分落ち着いたカフェである。でも、周りの雰ふん囲い気きに落ち着かないマコトである。

「わたしだって、ここに入るの初めてだけど。なかなかお洒落しやれでいいでしょう？」

　そんなお洒落な店内に、なんとも相応ふさわしい連中が現れる。イシダはそれを見て、あ、と小さく声を漏もらした。

「……天使がいる！」

　小声で、マコトにも教えてやる。彼女がそっと指差す方向にマコトが目を向けてみれば、そこには確かに天使がいた。それも二人だ。頭に輪っかを浮かべて、ぞろりとした白い衣装を纏まとった二人が、カップを傾けていた。優雅に小指を立てながら。それはそうだろう。親指を立てながらだとカップを落としちゃうからね。向かい合って談笑している。

「わたし、こんな近くで天使を見るの初めてだよ」

　天使や悪あく魔まになる人間は１０００人に１人くらいと言われている。そのくらいの希少性だが、ここ中心街でなら割とちらほら見かけることはできた。もちろん、天使だけだが。なにしろ、悪あく魔まはイシダのように正体を隠している方が多い。で、そんな希少価値が３人、このカフェ内にいるわけだ。偶然だとしたら、なかなかないことだろう。

　マコトは彼かれ等らの方を盗み見して、口をへの字にした。

「天使だって？　よくもまあ、ああも堂々と輪っかを見せびらかしていられるものだよ」

「なあに？　あの人達たちに恨みでもあるの？」

　そう問われて、自分が迂う闊かつなことを口走ったと反省したらしい。

「……いや、恨みなんかないけど……。ただ、本物かな？　と思って。天使の格好を真ま似ねする人も結構いるからね」

「あの輪っかは本物でしょう？」

　これだけ気にしていれば、向こうの方でも気付く。天使の内の一人、銀縁メガネをかけた長身の方が、ふとマコト達の方へ視線を向けてきた。騒さわがれることに慣れているような、余裕の態度だった。サインが欲しいの？　とでも言いたそう。が、マコト達を見た瞬しゆん間かん、それは消え失うせる。

　不審げな顔をするのだ。

「行こう」

　マコトは立ち上がる。まるで、イシダの姿を彼等から遮るかのように、彼等に背を向けて。

「え？　でも」

　フォアグラバーガーが一口分残っていて、イシダはそれに未練を見せた。マコトは小声で早口に、

「彼等、君の正体に気付いたのかもしれない。君が悪魔だと。悪魔相手に天使が何をするか、君自身の体で試してみたいのかい？」

　気付かれたかも、と言われてイシダもガタッと立ち上がる。

「そうね、行きましょう」

　そう言ってから、フォアグラバーガーの塊を口の中に放り込んだ。ソースが口の端に跡を残す。それを手の甲でごしごししながら、イシダはマコトの後に続いた。

　はしたないな、とマコトは思ったが、紳士なので口に出すのは止やめておいてあげた。




「あー、わたしも天使になれれば良かったのにな」

「あんな連中に憧あこがれるなんて、信じられないね」

　カフェを出た二人は駅ビル内をうろうろ。歩きながら会話を交わす。イシダは先程見かけた天使達に余程憧れがあるようだ。

「だって、天使ならこそこそする必要ないじゃない。あんな風に、堂々としていられるなんて羨うらやましい。それに比べてわたしときたら、尻尾しつぽが出てないかいつも注意してなくちゃいけないんだから、気が休まらないわ」

　あーあ、とため息吐つきながら、自分の尻しりを顧かえりみる。そして、独り言のように、

「わたしが悪あく魔まだってこと、もしあの人達たちにばれたらどんな目に遭あわされるんだろう？」

　マコトはここぞとばかりに言い募った。

「悪魔だってだけで、捕まえようとしてくるかもしれないね。何も悪いことしていなくても。それが正しいと信じているんだ。人間の世界ではよそ者なのに、自分達こそが正しいと信じて疑わない、そんな天使は滑こつ稽けいだよ」

「そんなよそ者だなんて。元は人間なんだし、よそ者扱いはひどくない？」

「郷に入っては郷に従え。人間の世界に逃げてきたんだから、人間の方に合わせるべきなのに。なのに、天使は人間を自分達に合わせようと働きかけてくるんだ。元から住んでいる人達に敬意を払わないなら、やっぱりそれはいつまでもよそ者なんだと思う。そういうのではだめなんだ……。よそ者のままで、ここに住んでいてはいけないんだ」

「……それって天使とか悪魔になった奴やつはよそ者だからどこかへ消えろっていいたいわけ？　呆あきれた。あなたがどういう恨みがあってそういうこと言うのかしらないけど、本当に呆れた！」

　イシダは不快そうだ。この世界から消えろ、と自分に言われたような気がしたのだ。

「違う。天使だからとか悪魔だからとか、それで消えろだなんて思ってない。ただ、人間達を自分達の都合のいいように扱おうとする、そういうやり口が嫌いなだけだ」

「でも、あなたは全部の天使が独善的みたいな言い方したじゃない！　天使だって全部が全部、あなたの言うような我わが物顔してるわけじゃないでしょう!?　一いつ緒しよくたにしない方がいいんじゃないの」

　もちろん、そんな天使と一緒くたにして悪魔のことも見るな、と言いたいわけだ。

　そう言われてマコトは黙だまり込む。そして、

「もちろん、そうだ。そのつもりだ。人間に溶け込もうとしている天使も中にはいる。……ただ、そういう天使も他ほかの天使が図々しく人間に関かかわろうとするのを止めようとしない。その時点で、傲ごう慢まんな天使連中と同様に見られても仕方ないのかもしれない……」

「まだそんなことを！」

　ぼそぼそと、自分の考えを反はん芻すうしているようなマコトに対して、イシダは声を荒らげる。あまり興こう奮ふんしてはいけない。イシダは興奮すると、ほんのちょっとしたきっかけで出てしまうからだ。もうポロリと。

「出てる出てる」

　マコトが指摘してやると、イシダは、はあ？　と首傾かしげ、はっと気付いて朱に染まる。

「やだ!?　ちょっとお手洗い！」

　なんか我慢してる人みたいにお尻を押さえながら、風のように駆けていきました。うら若き乙女にあるまじき格好であったという。マコトは、このまま一人で帰ったら楽だろうなあ、と思いつつも、明日が怖いので止やめた。

　そうやって黙もく然ねんと立っていると、ふと意識に引っかかるものがある。なんだろう？　それで気付いた。ニカイドウだ。あのチンピラみたいなニカイドウの後ろ姿が見えたのだ。彼は随分と急いでいる。ちらちらと後ろを振り返ったりしながら。その際、マコトと目が合ったように思えたが、それでもってヤアヤアコイツハ奇遇ダネ？　とか近付いてきたりはしなかった。駅の方へと走っていってしまう。

　いつもカトウ達たちとつるんでいるニカイドウが、単独で何をしていたのか。まあ、ホモじゃあるまいし、いつもいつもカトウと一いつ緒しよにいるわけでもないだろうが。なにか、見られたら困ることでもあったのだろうか。

　マコトはゆっくりと首を振る。そんな、他人のことをあれこれ詮せん索さくするものではない、と。自分が詮索されたら嫌なように、他人も詮索されたら嫌だろう。きっと、彼にも彼なりの理由があるはずだ。カトウ達に内ない緒しよでデートの待ち合わせでもしてたのかもしれない。ひゅーひゅー。とか考えてたら、自分の方こそひゅーひゅーされそうな状況だと思い出す。

「あ、あのさ」

　もじもじしながらイシダが話しかけてきた。もう、化粧直しは終わったのか。マコトは振り返りながら、

「もう大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ちゃんとしまったよ。それより、あなたは本屋に行きたいんでしょう？」

　本屋に行きたし、帰りたし。マコトは、うん、まあ、と曖あい昧まいに呟つぶやいた。

「じゃあ、今度はわたしがあなたに付き合ってあげる。この上の階でいいの？」

　なんだ、どういう心境の変化だ。イシダがマコトに合わせようとするとは。もっとも、主導権を握っているのは相変わらずイシダの方なわけで、まったくマコトはだらしない。

「……せっかく中心街まで出てきたんだから、楽しんで帰らなくちゃウソでしょう？」

　イシダは駅ビルエレベーター内で言う。

「わたしはあなたを真っ当な人間にするために、これに付き合ってあげてるんだから。そのために配はい慮りよするのは当然よ」

　殊勝なことです。さっきまでは自分の趣しゆ味みに合わせて歩き回っていたのに、この仏のような慈悲。

「……言い争って、嫌な思いをしたままで終わったら意味ないもの。それに、あなたのことだから、ここでご機嫌をとっておかないとまたわたしに恥ずかしい真ま似ねさせようと企たくらむに決まってるし」

　その偏見はいつまで経たっても直らない。まあ、実績があるから偏見ではないとも言える。

　エレベーターから降りてすぐのところに、書しよ籍せきが並んでいた。それも広いフロアを占領している。

「どんな本を読むの？」

　イシダは興きよう味み津しん々しん、今度はマコトの後ろについて歩く。マコトが手に取る本を一冊一冊、随分字が小さい、とか、カバーがかわいい、とか評すので気が散ってしょうがないマコトであった。

　結局、マコトは最新版の新明解国語辞典を買った。なんでここでそれを買うのか謎なぞである。

　こそこそとイシダも何か買っているようだ。マコトがそっとレジカウンター内を覗のぞいてみると、そこでは「おいしいお弁当の作り方」なる書にブックカバーがかけられているところだった。

　こうして、両者ともそれなりの物を手に入れることができたというわけだ。中々有意義なデートであった。少なくともマコトは新明解を手に入れて満足したみたいであり、当人が満足してるなら外からとやかく言うのは野や暮ぼというものである。

　と、

「……あの人、今万引きした！」

　イシダが突然マコトの袖そでを引っ張って言うのだ。指差している。見れば、メガネの小柄な少年がマガジンラックの辺りできょろきょろしていた。

「今、鞄かばんの中に雑誌を隠したよ」

　そんなこと報告されてもマコトは困るわけで、さらに、

「ちょっと注意してくる！」

　とか言われるともっと困る。余計な厄介ごとに首を突っ込むのは面倒なり。

「待ちなよ。どうして君がそんなことをする必要がある？」

「はあ!?　見逃せって言うの!?　なんで!?」

　どうしてそう余計なことに関かかわろうとするのか。マコトはうんざりだ。

「だって、僕らは関係ないだろう」

「何だお前ら！　関係ないだろ!?」

　マコトの意見に賛同するかのような声が上がった。メガネの少年が顔を赤くして喚わめいている。喚いている相手は、

「あ、さっきの……」

　イシダが呟つぶやいた。カフェにいた天使二人組が、メガネの少年の前に立ちはだかっている。

「関係ないことはありません。私達たちは天使です。しかも、天使創世連合会に属する者。悪事を見逃すわけにはいかないのです」

　澄すました顔で片割れが言う。銀縁メガネの優やさ男おとこ風の方だ。そして、もう一人が少年の肩に手をかける。

「そうですよ！　盗みをするなんて、何か事情があるんでしょう？　自分達に話してみてください！　きっと力になって見せます！」

　いちいち力強く言い切るのだ。髪はボーイッシュに短く切り揃そろえられているが、たぶん女の子。

「やめろよ！　さわんな！」

　少年は鞄かばんを抱えてイヤイヤするように身をよじった。

「どのような事情があろうと、窃盗は許されるものではありません。それは私有財産を保障することで成り立つ資本主義社会を根本から揺るがす行為です」

　銀縁天使は、くいっとメガネをずり上げる。何言ってんだこいつ。

「先輩！　でも、この人だって、きっと事情があるんです！　それを頭ごなしに許されないと決め付けては、更生できるものもできなくなっちゃいます！　ここはこの不肖サクライに任せてください！」

　ボーイッシュな天使が銀縁天使に訴える。すると銀縁、フ、と笑って、

「いいでしょう。ここは君に任せます。見事、彼を更生させてみせなさい。お手並み拝見といきましょう」

「ありがとうございます、先輩！」

　サクライとかいう天使は、ビシッと綺き麗れいにお辞じ儀ぎした。それから、万引き少年に向き直る。

「さあ、もう安心してください！　自分はあなたの味方です！」

　安心させようというのか、彼女は真夏の太陽のような笑顔を見せた。焼き尽くす気か。

「う、うるせえ！　いいからほっといてくれよ！」

　万引き少年は辺りをきょろきょろ。みんなの視線が集まっているのに気付き、絶望の表情を浮かべる。

「俺おれはなんにもしてないったら！」

「いいえ！　自分は見ました！　あなたが雑誌をその鞄の中に隠すのを、この目でしっかりと！　それは良くないことです！　でも、正直に事情を話して謝れば、きっと許されます！　きっと、お金がなくてひもじくて、ついつい手が出てしまったんですよね？　きっと、お家には病気のお母さんと飢えた妹があなたの帰りを待っているんでしょう？　だったらなおのこと！　ここであなたが悪事を為なして捕まりでもしたら、残された家族はどうなるのですか！　さあ、その鞄に隠した雑誌を出して。そして、店員さんに誠心誠意謝りましょう。自分も一いつ緒しよに謝ってあげます！　決して悪いようにはいたしません！」

　熱弁を振るうのだ。万引き少年は青くなったり赤くなったり。

「病気の母親も腹空すかした妹もいねえよ！　金だってある！　貧乏人扱いすんな！」

「そんな！　なら、なぜ盗みなど？　どんな事情があるのですか？」

「そ、そんなこと言えるかっ！」

「もしかして、誰だれかに脅されているのですか？　ま、まさか、悪の組織に愛する人を人質にとられ盗みを強要されているのでは!?　いけません！　悪に屈しては！　立ち上がるのです！　そして、あなたの手で彼女を取り返しましょう！　不肖サクライ、お手伝い仕つかまつります！」

　なんだなんだ？　一層の人だかり。マコトはなんだか見ていられない。あんなさらし者になって……。最初から、万引きなんかしなければよかったろうに……。万引き少年に同情すら感じてしまう。こうやって大おお騒さわぎされるのってほんと困るんだよなあ、と隣となりのイシダをちらりと見て、思った。

　万引き少年はいよいよ追い詰められてアップアップ。

「何もやってない！　陰いん謀ぼうだ！　弁護士呼んで黙もく秘ひ権けんつけてくれ！」

「素直に謝るのも勇気です！　自分は信じています！　人間は勇気ある生き物であると。そして、あなたのことも信じます！　ことが大きくならないうちに悔い改めましょう！」

　もうこれ以上はないってくらいことが大きくなり、

「どうしましたー？」

　と店員やら警備員までぞろぞろ現れた。

「わあああ！　何もやってない何もやってない！　この天使が変な言いがかりをつけてくるんだよお！　助けてくれええ！」

「あの、お客様方、他ほかのお客様のご迷惑になりますので、こちらに来て……」

　店員が彼かれ等らの中に割って入ろうとするが、不肖サクライ耳を貸さない。

「わかりました！　あなたがそこまで否定されるからには、自分も覚悟を決めました！　どうかその鞄かばんの中身を改めさせてください。それで何も出てこなければ、不肖サクライ、この場で腹はら搔かっ捌さばいてお詫わびいたします！」

　フロア内で切腹されては困るのである。誰だれだって、今度の連休は南の海にでも行こうかしら？　と旅行ガイド立ち読みしてる脇わきで、どばぶしゅう、と血の海が広がったりしたら困るはずだ。同じ海だしせっかくだから俺おれはここでダイビングするぜ！　と前向きに捉とらえる者は少ないだろう。服が汚れます。だから、店員は血相を変えて、

「お、お客様！　ご冗談は……」

「冗談ではありません！　もしも自分の言が間違っていたら、自分は彼を酷ひどく傷付けてしまったのですから！　彼が盗みを働いたなどと、いわれなき中傷をしてしまったことになります！　それは罪深いことです！　お詫びしなければいけないのです！」

　おお、そうか。なんと潔いさぎよいことだ。誉ほまれなり。そう感じ入った店員は、天使サクライが手ぶらなのを見て気を利きかし、

「誰か、お客様の中に日本刀をお持ちの方はいらっしゃいませんか!?」

　と大声で呼びかけた。なわけなかった。色々な意味でそんなわけねえ。

「と、とにかくこちらへ……」

　弱っちゃったな、おい、と表情に丸出しにして店員が言う。万引き少年にもそう促した。そうしたら、もう必死。万引き少年は鞄を抱えて床に転がる。

「頼たのむよ！　情けがあるなら、もう見逃してくれよお！」

　いやあんいやあん、ゴロゴロゴロー。そこまでして何を隠しておるのか。マコトはむしろ興味が湧わいてきてしまう。それは天使サクライも同様だったようで、

「なぜ、そこまで拒むのですか？　もしかして、もっと罪深い秘密がその鞄かばんの中に隠されているのでは!?　拳けん銃じゆうですか!?　おクスリですか!?　日本刀ですか!?　いけません！　これ以上罪を重ねては！」

　天使は万引き少年の持つ鞄へ手を伸ばした。さすが天使で、その怪力は全身で拒む少年から鞄を簡単に引っぺがしてしまう。

「申し訳ありません。本当は自ら罪を明らかにして欲しかったのですが……。改めさせていただきます！」

　鞄を逆さにしてぶんぶん振った。バサッと雑誌が転がり落ちる。サクライは悲しそうな顔をして、

「……やはり、あなたは罪を犯していたのですね……。できれば、認めて欲しかった……。けれど、信じます！　あなたは罪を贖あがなうことのできる人だと！」

　と、落ちた雑誌を拾い、店員に向かって、

「どうか、許してあげてはもらえませんか？　彼もきっと後悔しているはずです。この雑誌はお返し……？」

　サクライは雑誌を持ったまま硬直する。

　ふんどしマガジン。赤フン姿の女性の尻しりが扇情的な表紙です。広げるページ繰くるページ、尻しりお尻の大行進。カラーモノクロ３Ｄ。ありとあらゆるお尻を網もう羅ら。そこのけそこのけお尻が通る。飛び出すお尻だ控えおろう。その全すべてがキュッとふんどし締しめていた。

　エロ本ぱくんな。

「いやあああん！　へんたいー!!」

　ばちーん！　ぶべらっ！　サクライが物もの凄すごい勢いで投げ捨てたふんどしマガジンは、店員の顔を直ちよく撃げきした。

　サクライは涙を浮かべながら赤面してイヤンイヤン。

「こんなの……！　こんなの読んじゃダメです！　変態です！　信じらんない！」

「へへ……終わりだ……俺おれの人生、今終わった……」

　万引き少年からエロ本万引き少年へとクラスチェンジを果たした少年は、空うつろな笑みを浮かべて体育座りするのだった。

「へ、変態は死刑にすべきです！　汚けがらわしいです！　一族郎党皆殺しです！　誅ちゆう滅めつです！　親御さんに連絡です！」

「へへ……そうだよ……俺はふんどしが好きだよ、大好きだ……文句あるのか！　殺せよ！　さあ殺せ！　おぎゃああああ！」

　喚わめくと今度は大の字に。目が痛くなるほどのやけっぱちだった。

　うわあ……。周りの空気が大変微妙なものに変わる。衆人環視の中で性的嗜し好こうをばらされたエロ本万引き少年を見て、マコトも心が痛んだ。ほっといてやればよかったのに……だからあれほど鞄かばんの中を見せたがらなかったのか……これだから天使という奴やつは……。

　だからって、窃盗が正当化されるわけでもない。もうちょっとやり方はなかったのかと思いつつも、イシダはエロ本万引き少年に同情はしなかった。

　さて、それまで黙だまって成り行きを見守っていたもう一人の天使、長身の銀縁メガネがはじめて動く。床に落ちているふんどしマガジンを拾い上げた。じっくり中身を調べている様子。で、調査結果が出たようです。

「この程度の内容で変態呼ばわりするのは如何いかがなものでしょう？」

「せ、先輩!?」

　サクライが仰天する。

「中身を確かめてみましたが、これはただのファッション雑誌です。ふんどしの着こなし方をあらゆる例でもって教えてくれています。実用書ですね」

「でも、でも、お尻しりが……」

「サクライ君、もっと心を大きく持つのです。君は彼を更生させるのではなかったのですか？　それを頭ごなしに変態と決め付けては、更生できるものもできなくなる。先程の君の言葉を借りるなら、そういうことです」

　銀縁天使はくいっとメガネを上げる。言われたサクライは顔真っ赤。それから、ガバッと頭を下げるのだった。

「すいません先輩！　自分、まだまだ未熟でした！」

「とはいえ、窃盗の罪が許されるわけではありません。彼にはそれを償つぐなってもらわねば」

　と、床に大の字のエロ本万引き少年に目を移す。少年は恨みの目で見上げていた。

「お前らさえいなければ……！」

「……私も好きです」

「へ？」

「罪を償ったら、語り合いましょう。待っています」

「ま、まさか、あんたも……？」

「フ……」

「……へ、へへ……」

　見つめ合う二人。瞬しゆん間かん、確かに何かが交わされたのだった。ていうか、「フ」とか「へ」とか言ってる場合か。

　うふふえへへ。両者、含み笑いをしている。見事なホモだ。

「……なんか、あの人達たち気持ち悪い……」

　イシダが正直なことを言った。

　そんな二人は放っておいて、サクライが周りに謝り始める。

「どうもすいませんでした！　毎度お騒さわがせしました！」

　ぺこぺこ頭を下げるのだ。いつもこんなことやっているのだろうか。マコト達たちの前にもやってくる。

「すいませんでした！　ご迷惑をおかけして……？　あれ？」

　マコト達を前にして、サクライは首を傾かしげる。んー？　と眉まゆをひそめて、

「あの、もしかして……」

　やばい。マコトはピーンと来た。サクライは、まだウフフエヘヘしている銀縁天使に顔を向けた。

「あの、先輩？　こちらの方って……」

「逃げろ！」

　マコトは叫んで、イシダの手を取る。で、猛然と駆け出した。

「わ、わ、ちょっと!?」

　呆あつ気けに取られたサクライが間抜けな声を上げるのが聞こえてきた。

「あ、ちょっと、お待ちを……」

　無視。マコトは二段飛びくらいでエスカレーターを駆け下りる。危ないし、他ほかの人に迷惑。イシダはそれに付き合わされて、転がり落ちそうになった。

「ちょっと待って待ってこけるこける！」

　そんな言葉を10回くらい叫んだところで、やっと二人は立ち止まる。駅改札まで一気にやってきたわけで、イシダは酷ひどく息を切らせた様子。

「はあ、はあ、あなたねえ、な、なんなのよ、もう」

「……あの天使は君の正体に勘付いていたようだから、急いであの場を離れる必要があった。君は無防備すぎる。彼かれ等らは自分達が悪だと決めつけた者には容赦しない。あのままだと、君はどんな目に遭あわされたかわからないんだぞ」

　そう？　さっきの連中を見る限り、そんな苛か烈れつな人達ではなさそうだったけど？　イシダはそう言いたかったが、なにしろ息が切れていた。

「そ、はあ、そんなこと言っても、はあ、はあ」

「とにかく帰ろう。ここにいるとまた連中に見つかるかもしれない」

　二人は電車に乗りこんで、中心街から自分達の住む町へと逃げ帰るのだった。




　で、そろそろ夕方にさしかかるところ。電車を降り、駅を出たところで、

「……ちょっと付き合いなさいよ」

　なんだか言いたいことがあるようです。イシダに連れられ、マコトは公園へと足を踏ふみ入れた。イシダがベンチに座るので、所在無げに立っていたら、

「……わざとやってるの？　座れば？」

　座りました。マコトはまたどんな文句を言われるのだろうと待ち受ける。今日はつまらなかったから責任取れ、とか言われるのではないか。

「どう？　少しはひねくれた性格が直った？」

　ぶすったれた顔でイシダは言うのだ。何を怒っているのか。とにかく、そう問われてマコトは戸惑う。

「えーと、どうだろう？」

　性格直った？　とか聞かれても、自分ではよくわからないものだ。そもそも、マコトは自分がひねくれているなんて自覚していないからなおさらである。

　イシダはイライラした様子。腕組みした手で人差し指だけがトントントントン、リズムを刻んでいた。

「あのね、だから、えっと、今日のデートは、その、役に立った？　行ってよかった？　そういうことよ、わたしが聞きたいのは」

「ああ、そういうこと」

　マコトは最新版新明解国語辞典を思い返す。

「行ってよかったよ」

　そう答えられて、イシダはどぎまぎ。

「あ、そ、そお？　ふうん。……なら良かった！」

　びっくりするほど笑顔だった。ついで、神妙な顔になり、

「助けてくれたんだよね。天使達たちから」

「え？」

「さっきの天使達のこと。あのままだったら、わたし、彼かれ等らに捕まっていたかもしれないんでしょう？」

「そうだね。そうなっていたかもしれない」

「それを、ああやって連れ出してくれたのは、わたしを心配してのこと、だよね？　……わたしのこと心配してくれたんだ。わたしなんか悪あく魔まなのに」

　まあ、イシダのことが心配だから、だけであの場を離れたわけではないのだが。そんなことは言う必要のないことだ。なぜなら、イシダはなんだかもじもじしていて、なにか話したそうだから。話の腰を折るのはよくない。

「……ねえ、キスしてあげよっか」

　ぶう。マコトは吹き出した。えほえほ。

「な、なに？」

「な、なによ、その反応!?　だって、その……そういう雰ふん囲い気きじゃないの？」

　夕ゆう闇やみ迫る公園で、イシダは落ちつかなげに辺りを見回す。人影はなし。

　ええ!?　マコトはものすげえ温度差を感じてしまう。

　今!?　何？　さっきまでの会話で、僕達たちすげえ雰ふん囲い気き盛り上がってたの？

「……あの、その……。そう！　命令すればいいじゃない。そうよ、いつものようにしなさいよ。『キスしろ』って。わたしは逆らえないんだから。命令すればキスできるんだよ？」

「……どうかしてる」

「え？　え？　しないの？　どうして？　……嫌なの？」

「そういうのは嫌だ」

　マコトはきっぱりと言った。

　命令とか、相手に無理矢理させるみたいなのではなく、お互いに……その、そういうことでやるんじゃなきゃダメだ。それに、なんというか……痛すぎる。

　マコトはそういうつもりだった。だが、イシダは全然違う風に解釈したようで、

「ああそう！　嫌なの!?　わたしとじゃ口が腐るとでも？　そりゃそうよね、だって、わたし悪あく魔まだもん。気持ち悪いよね！」

　丸っきり逆上のけんか腰。

「君もずるいな。僕に命令されたことにしないと、何もできないの？」

「な！　じゃあ、もうやめてよ！　わたしを脅迫とかしないでよね！　元はといえば、あなたが……」

　マコトは短く言った。

「わかった、やめる」

「ふえ？」

「携帯のメモリーも消去しよう。これで、僕は君を脅迫して命令を出す立場ではなくなる」

「え？　……ほんとに？　本当に消すの？　あの……それがなくなったら、わたしからお弁当もらえなくなるんだよ？　それでもいいの？」

「君がそういう態度に出るなら、いいよ。正直、面倒だったんだ」

　マコトは懐ふところから携帯を取り出した。ピッピと操作する。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ……」

　ピー。

「これで今後、僕と君とは関かかわりなしだ。僕は君のことを脅したりしない。君は自由だ」

　二人の繫つながりが断たれた瞬しゆん間かんだった。

「……バカァッ！」

　なんか投げつけられた。イシダは背を向けて駆け出していた。凄すごい勢いで遠ざかっていく。マコトは投げつけられたものを拾う。「おいしいお弁当の作り方」だった。
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「知られた以上、消すしかないね」

　イシダ・サヤはそんなことを言われてドン引きするのだ。

「消すって……」

　物ぶつ騒そうなことを口にしたのは女の子。とても、人を殺していい年齢とは思えない。ていうかマンジョウメでした。

「だってしょうがないじゃん。サヤのことを脅してくるんでしょ、そのウチダって奴やつ」

　で、マンジョウメはニタリと悪あく魔まのような笑みを浮かべた。まあ、ほんまもんの悪魔なんだけど。それどころか、周りにいる者全すべてが悪魔だった。

「あたしに任せるが良いよ！」

　ゲッゲッゲッ。そんなカエルのような笑い声を立てたりはしなかったが、悪魔の少女は自信ありげに笑ってみせる。イシダは、うわあ、やばいとこに来ちゃったなあ、と嫌な汗。というのも、イシダは今、悪魔の集会に紛れ込んでいるからだ。悪魔達たちはみなニヤニヤとイシダの様子を窺うかがっている。生いけ贄にえにでもされそうな雰ふん囲い気きだ。

　そんな警戒するイシダに向かって、

「正体を知られちゃったって？　そいつは問題だな」

　イシダの向かいに座っていた悪あく魔まが口を挟んでくる。鶏とりがらみたいに瘦やせた悪魔だ。さらに、したり顔で続けて言った。

「でも、マンジョウメに任せるのはもっと問題な気がする」

「なんでよー。あたしの能力に不満でもあるってえの？」

　マンジョウメは、その鶏がらみたいな悪魔におしぼり投げつけた。おしぼりを鼻っ面つらで受け止めつつ、鶏がら悪魔は言う。

「マンジョウメだけでなく、僕ら全員でこの新入りさんをフォローしてあげた方がいいんじゃないか」

　そう提案するのだ。その場にいる悪魔達たちは口々に、おう、いいね、そうそうその通り！　にゃー。と賛同の声を上げた。全員、新入り悪魔に興きよう味み津しん々しん。やはりニヤニヤしている。もしかすると、友好的に笑っているつもりなのかもしれないが、何しろ相手は悪魔である。イシダは、もしかしてこの笑いの裏には何かあるのでは、と疑ってしまう。そう疑ってしまえば、新しい仲間を迎え入れようというフレンドリーな笑顔も、ニヤニヤにしか見えない。結局、悪魔に偏見持ちすぎなのであった。イシダ自身も悪魔のくせに。みんなでイシダを助けてやろう、なんて立派な提案じゃないですか。

　だが、マンジョウメもその提案をよしとしない。グラスを高々と掲げ、顔を赤らめ叫んだものだ。

「いいの！　あたしがやるの！　あたしがこの子を見つけてきたんだから、あたしが最後まで面倒みてひゃるんだひょ！」

　その後、しゃっくりした。ろれつが回っていなくて怪しい感じだ。

「マンジョウメ、お仲間を見つけてきて嬉うれしいのはわかるけどさあ……」

「いいったらいい！　ねえー、サヤもそう思うっしょ？」

　しなだれかかってきた。イシダはこの成り行きに、うーん、やっぱりさっさと帰ればよかったかなあ、と頭を抱える。と、そこに、

「へい、焼き鳥お待ち！」

「あ、来た来た！」

　悪魔店長が焼き鳥盛り合わせを持ってきたので、場の雰囲気が一気に盛り上がった。

「おい、いちいちトリをほぐすなよ！　ケチくせーなー！」

「何言ってんだ!?　こうしなきゃ平等に分配できないだろ!?　ああ、勝手に食うな！　ちゃんと分けてから……」

「ぎゃー、レバーだった！」

　悪あく魔ま達たちは焼き鳥如ごときで大おお騒さわぎ。さすが欲深い存在である。賢明な者ならもう察しがついていることだろうが、悪魔の集会は居酒屋で行われているのだった。みんな楽しそう。

　もっとも、悪魔の集会がいつもこんな居酒屋で行われている、などと思われては心外だ。もっと別の場所で行われることの方が多いのである。たとえば、カラオケボックスとかマクドとか。お金がないときは公園のベンチなんかに４、５人固まってダベったりします。ビンボ臭いのであった。

　そんなことやって騒いでいるものだから、イシダをフォローするとかいう話はうやむやのうちに忘れ去られる。その件は、結局マンジョウメに任せられたみたいな雰ふん囲い気きになった。で、そのマンジョウメ。もうベロンベロンのグウダグダ。

「このあたしに任せといてよ！　大船に乗った気持ちでっ！」

　どーん、と胸を叩たたいて大威張り。豪快ですね。格好いい。その後一いつ瞬しゆん、うっ、と青い顔して口元を押さえたりしたようだが、気のせいです。なんか飲み込んで落ち着いたみたいで、にっこり笑うと、

「……さあさあさあ！　安心してサヤも飲んで飲んで！」

「だ、ダメだよ！　わたし、まだ中学生……」

「にゃにおう!?　あたしの勧めたもんが飲めねえって言うのかいぃ!?」

　どこのおっさんだ。どう見てもイシダと同年代のマンジョウメである。嫌な酔い方をする10代。

　で、それを機会にイシダは悪魔達の生いけ贄にえにされる。

「まあまあ、イシダさんも一杯。お近づきの印にさあ」

「いやあ、それにしてもこんな可愛かわいい子がうちの集会に来てくれるとは。ありがたいねえ」

「ほんと。きっと学校でも人気あるでしょ？」

「ねえねえ、今付き合ってる奴やつとかいんの？」

　悪魔達は誰だれ彼かれとなく、イシダに話しかけてきた。いいようにおもちゃにされて本当に生贄です。イシダは防戦一方。

「いえ、あの、そういうのは……」

「なんか君とは初めて会った気がしないな。俺おれと付き合わない？」

「お前、会う悪魔会う悪魔、いっつもそれな」

「だって機会を見逃しちゃいけないだろ。悪魔同士で仲良くなるなんて、ここでの出会いくらいしかないんだからさあ」

「そういう見境ないのって、女の子からしたら噴飯ものなんだけど」

　この集会に来ている悪魔達はみんな若いようだ。一番上でも20代中なか頃ごろと言ったところか。いや、悪魔店長夫妻が30代で最年長だった。まだまだ悪魔の数は少ないとはいえ、ここ最近悪魔を自覚する者は増えている。そして、その自覚は思春期あたりにもたらされるから、この場に若い悪あく魔まが多いのも当然かもしれない。

　集会場（正確には居酒屋「やまちゃん」）はそんな悪魔達たちでいっぱいだった。といっても現在10人程度。それでいっぱいになるくらいだから、小さな集会場なのだが。貸し切り状態で大おお騒さわぎである。

　で、イシダは彼かれ等らに勧められるままグラスを空ける。いやいやまあまあ、と勧められては断りづらい。

　ここで断っておかなくてはいけないが、未成年者はお酒を飲んではいかんのであり、当然イシダとマンジョウメもお酒なんか一滴も口にしていない。だってそうじゃないと、出場停止とかになって後輩に迷惑をかけますよ？　当たり前じゃないですか。

　じゃあ、何でマンジョウメはあんな有り様になっているの？　なんて声もあるかもしれない。えーっと、それは、こぶ茶。そう、悪魔はこぶ茶飲むと酩めい酊てい状態になるのです。不便な生き物ですね。

　だから、マンジョウメはグラスに入れたこぶ茶を一気に飲み干しては、てやんでえべらぼうめえ、とか管くだを巻いているのであった。そういうことである。これで何も問題ないはずだ。

　とにかく、こぶ茶を飲むと、変なところに燃料が入って、かかっちゃいけないエンジンが唸うなりを上げる。それが悪魔というものなのだ。だから、ここでの描写は未成年者の飲酒行為をこれっぽっちも煽あおるものではないのです。そんな意図はないと断言できます。

　このくらい言っておけばいいだろう。やれやれ。いやあ、一仕事終えた。じゃあ軽く一杯、いっときますか？

　もちろん、いってはいかんのであり、いきません。

　そんなことはとてもどうでもよくて本筋に戻ると、

「てやんでーべらぼーめー」

　イシダもすっかりできあがっていた。

「わたしが甘い顔してりゃーつけあがりやがってー。マコトのおおばかやろー」

「そうそうその通り！」

　よく知りもしないくせに、マンジョウメが合いの手を入れてくる。

「わたしが毎朝、どんな思いして弁当作ってやったと思ってんだーべらぼーめー」

「べらぼーめー！」

「マンジョーメちゃん、あいつを懲こらしめてやってよー。泣かしちゃって泣かしちゃって」

　自分が泣きながら頼たのむイシダだ。そう言われて、マンジョウメは自分の胸をどーん。

「まーかせて！　綺き麗れいさっぱり消し去ってくれるわ！　うわっはっはっはっは！」

　頼もしい悪魔であった。そう言った後、うっ、となって口を押さえ、しばらく鬱うつ状態になっていたが頼もしい。

　すっかりアホの子二人が出来上がっているわけだが、ここに至るまでの経緯も見てみる必要があるだろう。どんなアホの子だって、そうならざるを得なかった理由があるものだからだ。それを知らずして、一方的にアホの子を非難することはフェアではない。

　きっかけはあれだ。マコトと別れた後、イシダがボロボロになりながら歩いていたときだ。




　イシダは先程のマコトの行為に打ちのめされていた。

　あの大おお馬ば鹿か三太郎、本当に画像データを消すなんて！　いや、でも、消されてよかったんだけど……。これで自分が悪あく魔まだという明確な証拠はなくなったんだから。……じゃ、わたしはなんでこんなに落ち込んでるの？　なんで黒くて重い何かが渦巻いているの？　ごうごうと。

　そこに考えが至ると、イシダは自分の矛盾を自じ嘲ちようする。

　なによ、これでよかったんじゃない。あんな卑ひ怯きよう者もの、最低だって自分で言ってたんだから。その結果、こうなったんじゃないの？　よかったよかった！　ばーか！　ばーか!!

　マコトの言うことを信じるなら、イシダはこれから脅迫されなくなったのだ。君は自由だ、とそう言った。それが不満なのか？　大いに不満なのだった。おかしな話である。

　あいつと繫つながりが切れて清々するんじゃないの？　そう自分に問いかけるイシダ。

　だって自由になれたんだから。自由ってすごく素晴らしいものではなかったのかしら。

　お弁当とか作らなくていい、と言われて裏切られたような気分。思い出すと呻うめきたくなってきた。実際、呻いていた。ううう……。

　段々おいしくなってきてるはずなのに……。ここまで尽くしているのに、はいサヨウナラってひどくない!?　やっぱりあいつは卑怯者の最低野郎だ！　ばーかばーかばーか！

　イシダは自分を呪のろうし、マコトも呪う。鬱うつ々うつと。

　そうだ。あいつは卑怯者なんだから、さっきはああ言っても、後で平気で約束を破るかもしれない。マコトに正体がばれていることには変わりないんだし。自由だとぬか喜びさせておいて、笑い者にしようという魂胆かも。……そう、約束を破って、もしかしてまたお弁当作ってこいって命令してくれるかも……ってわたしのバーカ！　もう終わったんだよ！　綺き麗れいさっぱり！　こんな間抜けな終わり方、８代先まで語り継がれるよ！　バッカじゃなかろか。地球なんか太陽に特攻すればいいのに！　決めた！　わたしヤクザになる！

　でも結局、これからもいつマコトに正体をばらされるかビクビクせざるを得ない。マコトが死ぬか忘れるかするまで、その恐れはずっと続くのだ。そうだ、だから死ね！　死ね！　死んでほしい！　ていうか、わたしが死ね！　今すぐ粉々になっちゃえ！

　気を使って、あいつの機嫌を損ねないようにし続けなきゃいけないってこと？　やってられっか！

　などなど、イシダが頭の中でぐじゃぐじゃと黒いものを発酵させていると、

「やーっと見つけたー！」

　郵便ポストの陰から、ずはっと少女が飛び出した。両手を広げて通せんぼ。イシダはぶつかりそうになってつんのめる。

「おうおうおうおう姉ちゃん！　この前はよくもあたしに放置プレイかましてくれたね？　お陰で新境地に達したよ。どうもありがとうございました」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎした。で、その顔を上げる。それを見てイシダ、

「この前の悪あく魔まの人……」

「おおいっ!?　なにその呼び方!?　なんて他人行儀な！」

　だって他人だし。

「忘れたの!?　マンジョウメですよ！　マンジョウメちゃんですよー！　忘れないでほしいね……。月を見るたび思い出せ！　あたしの名を！　あたしの勇姿を！　あたしはこんなにもサヤのことを熱く思っていたというのに、この温度差は何かね？　寒暖の差が激しすぎ。季節の変わり目？」

「……なにか用？」

　イシダは警戒して、短く言った。そんな短い言葉を吐くだけでも、自分の中に渦巻く黒いものがはみ出しそう。名前のない怪物がヒルフェヒルフェ！

「もちろん用があります。ずっと探してたんだよ？　この前、連絡先も何も教えてくれないで行っちゃうんだもん！　今日の集会のこと、どうやって知らせようか大変だったんだからね？　もうえっらい精神集中してサヤの気配を探ってさあ。ようやく辿たどり着きました。あー肩こった」

　で、首筋をポキポキ鳴らして、

「なんかお昼頃ごろは遠くにいたでしょ？　気配が感じられなかったし……。ん？　なんか機嫌悪そうだね……？」

　じろじろ見られて、思わずイシダは怯ひるんでしまう。黒いものが思いっきり外に出ていたらしい。簡単に読み取られてしまった。

　さて、マンジョウメはピーンときた。

「あ、もしかして例の彼氏？　彼氏関連でしょ？」

　彼氏言われて、イシダはカッとなる。

「あんな奴やつ、やっぱり彼氏じゃない！　あんな最低野郎、大嫌い！」

「ほうほう。さあて、話を聞きますか！　悩み事ありありの顔じゃん！　このマンジョウメちゃんに相談するが良いですよ。何があったの？　遊びに出かけて大失敗ってとこ？」

「あいつの気持ちがわかんない……少しは距離が縮まったのかと思ってたのに……。なんで、写真消すの……？　そんなことしたら、もう理由がなくなっちゃうじゃない……」

「え？　なになに？　写真？　うわあお、もしかして、エッチな写真？　それをもとに脅迫を!?　エロ漫画的展開!?」

　鼻息荒くして、

「こ、これは是非集会に来てもらわんといかんね！　あたし達たちの仲間に話してみなよ。問題解決できるかもしれないし、少なくとも気は楽になるって！」

　ほんとにエロ漫画的展開だったら、そんなこと人に話せるか。

「集会とかそんなの興味ないわ……」

「ダメだって！　なんか繫つながりがないと一人で悩んで抜け出せなくなるよ！　大して役に立てないかもしれないけど、最終的に決めるのはサヤ自身かもしれないけど、でも、少しはあたし達たちを頼たよってみなよ！　さあ行こうすぐ行こう今行こう！　これから集会所へ連れてってあげるから！」

「でも……」

「おとなしくついてこないと、あたし、いつまでもサヤについてくよ？　それでもいいの？」

　ストーカーか。

　こうして半ば無理矢理、イシダはマンジョウメに連れられて悪あく魔まの集会に紛れ込んだというわけだ。イシダも迷っていたのだろう。マンジョウメの強引な押しを拒否できなかった。そしてその場で、自分はマコトに正体を知られて脅されていた、と口にした。その途端、冒頭のマンジョウメの発言、

「知られた以上、消すしかないね」

　に繫がるのであった。悪魔の正体を知って、それをネタに脅迫してくるような輩やからは許しがたい、というわけだ。以上、アホの子二人がベロンベロンになるまでの経緯でした。




　で、経緯を見ている内に、イシダとマンジョウメはベロンベロンどころか潰つぶれてしまっていた。集会がいつお開きになり、自分がどうやって家に帰ったのか、イシダは全然覚えてないくらいである。こういう飲み方を良い子は真ま似ねしてはいけないわけであり、未成年者の飲酒に強く反対するものです。飲んだのこぶ茶だけど。

　あの場にいた誰だれかの悪魔の力で帰されたのか、自力で帰ったのか。イシダは自分のベッドで意識を取り戻してから、しばらく考え込んでしまった。そもそも、あれは本当にあったことなのだろうか？

　そうして、悪魔の集会なんて夢か幻だったのかしら、とイシダが油断した週明けの朝のこと。

　そもそも、イシダ・サヤは本来ずぼらな女子である。そんな彼女がここ最近、朝早起きしては何かごそごそやっていた。家族は不審に思ったが、あの子は悪魔なんだから、と半ば無視されるような形で容認されていたわけだ。

　で、今日、イシダは久しぶりに遅く起きた。でも、家族は別に気にするわけでもない。イシダは鬱うつ々うつと身み支じ度たくする。これからは早起きして弁当を作る必要はないのだ。重圧から解放されて、さぞや心晴れやかであろう。

　イシダは行ってきますも言わずに家を出た。悪魔になる前はこんなではなかった。

　まったく、悪魔になると礼れい儀ぎも弁わきまえぬ鬱うつ陶とうしい厄介者と化す。そう、悪魔になったイシダ・サヤが全すべて悪いのだ。彼女が悪あく魔まにさえならなければ、家族は平凡で穏おだやかなままだったのに。彼女を拒絶するのも仕方ない、むしろ当然のこと、と彼女の家族は考えていた。世間体もあるから最低限の世話は焼いてやらなければいけないが、それ以上のことをしてやるなどという選択肢はなかった。愛情を注ぐ？　それ楽しいの？　といった感じである。それがイシダ・サヤを取り囲む家庭の現実だ。

　そんな家を出て、やっとイシダは息をつける。学校ではまだ彼女のことはばれていない。これまで通り接してくれる。ハルナ達たちとも変わらぬおしゃべりができるだろう。ただ、今日からウチダ・マコトとは……。

　マコトに正体を知られてから奇妙な関係が続いていたが、それも週末のデートで途切れた。もう関係のない間柄だ。元に戻ったともいえる。マコトから解放されたのだから、もっと気分が明るくなるべきなのに。どういうわけか、イヤーなイヤーな気持ちが振り払えない。

　これじゃダメだ。イシダは自分に気合を入れるために、両手で顔をパンパンした。傍はたから見たら変な人です。

「あの脅迫者の手から自由になったんだから、わたしは今日からまた楽しい学校生活が送れる。元に戻っただけ。大だい丈じよう夫ぶ、問題ない！」

　自分に強く言い聞かせるイシダは、グッと明るい太陽を見るのだった。まぶしい。目がおかしくなる。と、そこへ、

「サヤー！　約束どおり消しに来たよー！」

　ぶんぶん手を振り回しながら、こっちにたったか駆けて来る者がある。ニタリと笑うその顔は、

「悪魔の人!?」

「マンジョウメちゃんだって言ってるでしょ!?」

　イシダはマンジョウメを見て思う。まさか、ほんとにマコトを殺しにきた!?　冗談か何かだと思ってばかりいたのに！

「どうしてここに!?」

「へ？　だって、約束したじゃん。あたしがサヤのことを面倒見るって。例の彼氏のこと……消し去ったりますわ！」

「本気なの!?」

「サヤだって言ったでしょー。あいつを懲こらしめてって。あたしはいつでもマジですよ？　マジでマジで！」

　見慣れぬ制服を着たマンジョウメは、これから学校に行きがてらプスッと刺しに来ましたー、みたいな軽いノリで言う。人の命を何だと思っておるのか。イシダは目の前がくらくらする思いだ。だから、強い口調でマンジョウメを止める。

「そんな……殺したらだめだよ！　いくら、あいつが酷ひどい奴やつだからって、殺していい奴だなんて思わないもの！」

「はあ!?　殺すう!?　なに？　え？　あたしが？　バカいっちゃいけないよ！　人殺しなんかせんよ!?　何言ってるの、サヤ？　この愛らしく、虫も殺せぬエレガント大将軍つかまえて、なんたる妄言！」

　なんだか話の雲行きがおかしくなってきました。

「だって、あなた、消すしかないって言ってたじゃない」

「消すって記き憶おくのことだよ！　サヤって、おっそろしいこと考えるね？」

「記憶を消す？　そんなことができるの？」

「あたし悪あく魔まだよ？　それくらい、よゆーですわ」

　かっこつけるマンジョウメ。それに対して、イシダは独り言のように呟つぶやいた。

「そんな特殊能力が……」

「いいよ？　もっと崇あがめたてて良いよ？　尊敬のまなざしで、あたしを見ることを許可するよ？」

　あんまり尊敬とかではない目でマンジョウメを見て、イシダが一言、

「人ひと騒さわがせな……」

「勝手に誤解したのサヤじゃんさあ！　それとも、あたしのせい!?」

「とにかく、慌てちゃったよ……」

「というわけで、これからサヤを脅迫している最低男の記憶を消し去ってくれるわ！　もちろん、サヤにも協力してもらうよ？」

　やれやれ、殺したりするわけではないのか。それなら一安心だ。と、イシダは大きく息を吐く。

　全然一安心ではなかった。

「あの……記憶を消すって、その、どのくらい消えるの？」

「全部の記憶を消して、くーるくーるぱあみたいにしてあげてもいいけど？」

　マンジョウメ、自分の頭の横で人差し指クールクル。

「だ、だめだよ、そんなの！」

「じゃあ、サヤのことを綺き麗れいさっぱり忘れさせたりますわ。サヤの存在そのものを、そいつの頭の中から消し去るよ」

「そ、それもダメ！」

「はあ？　何で？　サヤが悪魔だってこと忘れさせないと、脅迫されるんじゃないの？」

「だ、だって……」

　忘れられたら……。

「……悲しいし寂しいじゃない」

　関係なくなっちゃう。知らない人になっちゃう。イシダはそう思うと身み震ぶるいしてしまった。そりゃ、今思い返すと胸をかきむしりたくなるような恥ずかしい記き憶おくもあるけど……。そういうのも全部消えて、誰だれでもない誰かになっちゃう方が楽なの……？　そんなので、本当に、いいの？

　その様子をじっと見つめていたマンジョウメ、

「……そういうことか……わかったよ……」

　優しげに微笑ほほえんだ。こんな顔もできるのか。思いやりに溢あふれる顔をして、

「あれだね！　なんか混乱してるんだね？　大だい丈じよう夫ぶ、安心してあたしに任せるが良いよ。混乱の元となっている、ウチダだっけ？　そいつはちゃーんと片付けてあげるから！」

　なんにもわかっていなかった。マコトの記憶を消す気満々である。

「いや、だから余計なことしないでくれる？」

「いいっていいって！　遠えん慮りよすることないのですよ！　ああ、あたしって良い人だね？　あたしとサヤの仲じゃーん。さあ、狩りの時間です。ウチダが今どこにいるか、いそうな場所を教えて。早いとことっつかまえて、あたしの能力を食らわしてあげるから！」

　ふっふっふ。不敵な笑みを漏もらしつつ、バッ！　バババッ！　バッ！　とカンフー使いの真ま似ねをする。意味はありません。制服でそんな動きをするとパンツが見えそうになるだけです。

　イシダは理解した。だめだこりゃ。こうなったら、マンジョウメに見つかる前にマコトへ警告しておかないと。変な奴やつが狙ねらっていると教えてやるのだ。

　……信じてくれるかどうかは別問題だけど。

　イシダはそんなことを考えながら、素早くマンジョウメの側そばから離脱した。それに気付かず、マンジョウメは自分のカンフーに磨きをかけている。その証拠に音が、バババッ！　バッ！　ババッ！　から、ボボボボボボッ！　と、すげえラッシュに。しかも、ほあたー、とか言い始めた。

「今拳けん聖せいと呼ばれているあたしにかかれば、記憶などこの拳こぶしで粉砕ですよ……。いい時代になったものだね……？　拳一つで男がのし上がれる時代になったのですから！　……そろそろつっこんでくれても罰ばちは当たらんよ？」

　やっと気付く。誰もいないし、誰も目を合わせない。

「……えーっと、悪あく魔まは寂しいと悪いことしちゃうんだけど……」

　誰もフォローしてくれないので、マンジョウメは悪いことすることにした。




　朝、慌てて走ってぶつかって。そこから芽生える恋もある。でも、今朝のイシダの場合、そこから恋が芽生える可能性は皆無だった。だってぶつかった相手が、

「あわわ、すいませんでした！　大丈夫ですか!?　……あれ？」

　そう言って下げる頭には、燦さん燦さんと輝く天使の輪が。イシダの顔を見て首を捻ひねり始めた。そして、ぱっと真夏のように明るくし、

「週末、中心街でお会いしましたよね？　おはようございます！　あなたもこの町に住んでるんですね！」

　中心街で大おお騒さわぎしていた天使のうちの一人だ。確か、サクライとかいったはず。その制服は有名なお嬢じよう様さま女子高のものである。この前見たときのぞろっとした衣装とは随分印象が違った。

　イシダはげえっと思う。

　なんで？　ここら辺に天使がいるなんて知らなかった。どうしてこんなときに遭あうの!?　急いでるのに！

「お、おはようございます。ごめんなさい、急いでいるので、これで」

　イシダは慌てて話を切り上げようとする。マコトを早く見つけ出さないといけないからだ。

　たぶん、あいつは途中コンビニに寄るはずだ。……今日からお昼のお弁当がなくなるから……またおにぎりでも買うだろう。そこへ行けば会えるはず。ここで時間を取られたくないし、それにこの天使はわたしの正体を……。

　そう思うイシダは再び駆け出そうとするのだが、天使が善意の笑顔でそれを妨害する。

「お急ぎですか？　何かお手伝いいたしましょう！　地域住民との緊きん密みつな連携こそが正義の実現に不可欠ですから！」

「いえ、その、結構です。ほんとに急がないと」

「なにやら深刻そうですね？」

「人を探しているんです。早く伝えないとその人に大変なことが起きてしまいます。ですから、これで」

　そんなこと言われたら、天使の習性として「これで」では済ませられない。

「大変なことですか？　それは聞き捨てなりません！　不肖サクライ、力になります！　人探しならお任せです！　天使創世連合会のみんなに連絡して、組織力を使ったローラー作戦を！」

　懐ふところからジャラジャラした携帯を取り出して、速攻連絡しようとする。

「い、いいですいいです！　そいつの居場所は大体見当ついてるんで」

「場所はわかるんですね？　なら、自分がそこまで運んで差し上げます！」

　ひょい、とイシダをお姫様抱っこする天使。朝っぱらからテンション高い。

「うわ、あの、ちょっと」

「どこですか？　どこまで行けばいいですか？」

「あの、坂下公園通り沿いにあるセブンマートなんですけど……。いいんですか？　こんなことしてて。学校に遅れるんじゃ」

　だから放して、と続けるつもりだったのに、サクライは力強く遮るのだ。

「いいんです！　そもそも勉学は正義の実現のために活用するものです！　勉学のために正義の実現を怠るなど本末転倒ですから！　……それに一限目古文ですし……」

　なんかゴニョゴニョ言うと、物もの凄すごい勢いで駆け出した。イシダを抱っこしたままである。さすが天使だ。抱えられているイシダは、どっかの看板に頭でもぶつけられるんじゃないかと青あお褪ざめたが。
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　でも、その甲か斐いはあったのだ。

「あ！　ウチダくん！」

　抱っこされながらイシダは叫んだ。予想通り、マコトはコンビニへと歩いているところだった。呼ばれて顔を上げ、うわ、とビックリした声を出す。

「な、なにしてるんだ、君は」

　天使に抱えられて猛スピードで接近してくる相手に対して、マコトは控え目すぎる感想を漏もらした。で、天使はマコトの前で急停止。丁度コンビニの前だ。ズザザザー。土煙上げながら、スライディングでもしたみたいになる。で、息も切らさず落ち着いた声で、

「探しているのはこの方なのですか？」

「そ、そうです。あの、ありがとうございました……」

　ちょこん、と地に降り立ってイシダはふらついた。気持ち悪い。サクライは気持ち良さそうだ。

「礼を言われるほどのこともありません！　お役に立てたのなら何よりです！　って、あれ？　こちらの方も週末お会いしましたよね？」

　サクライに見つめられてマコト、どぎまぎ。

「な、なんです、か？」

　んー？　首を傾かしげながらマコトを見つめるサクライ。恋でも芽生えたのかしら？　サクライは躊躇ためらいがちに、

「あの、つかぬ事をお伺うかがいしますが……」

「ウチダくん！　ちょっと話しておきたいことがあるの！」

　サクライに最後まで言わせず、イシダはマコトの前にずいっと出た。

「どういうことだい？　天使と一いつ緒しよになって僕の前に現れるなんて」

「そんなことより聞いて！　あなたを狙ねらってる子がいるの！」

「狙う？」

　きょとんとした反応。薄うすいリアクションだ。もっと激烈な反応を起こしたのはサクライだった。関係ないくせに。

「狙うとはなんですか!?　まさか、悪の組織の刺し客かくですか!?」

　文字通り飛び上がって驚おどろいた様子。がばちょ、とイシダの肩を引っつかみ、ガクガク揺らす。

「話してください！　遠えん慮りよせずに全すべてを話してください！　必ずや力になりますから！」

「放してください！」

　遠慮せずに放してください、とは続けられなかった。

「もしかして、脅されていて詳しいことが話せないのでしょうか？　しかし、考えてみてください！　脅しに屈してはなりません！　それを許容するから脅迫は通用するのであって、決して許さないという態度を示せばその根は断ち切れるはずです！　どうか恐れないで！」

　そうじゃないんだよーそうじゃないんだよー。イシダはガクガクゆさぶられてグロッキー状態に。えへへ……と疲れた笑いが漏もれる。

　そこへ、

「あ、いたいたー。おーい」

　マンジョウメがドーナツ片手にてれてれと近寄ってくる。あまりに寂しかったので、悪いことをすると決めた悪あく魔まの女だ。決意の通り、学校サボることにして買い食いしていた。モリモリ食っている。

「これ、あたしが悪いんじゃないからね？　あたしを寂しくしたサヤが悪いんだよ？　責任取って！」

「わあ！　来た！」

　イシダはマンジョウメの姿を認めて狼ろう狽ばい。このままじゃ、マコトの記き憶おくが消されてしまう！

　こういうときに頼たのもしいのが天使という存在である。

「あの人が刺客ですか？　なら、あなたは隠れていてください！」

　サクライはイシダを放り出すと、マコトを引っつかんだ。で、マコトが、え？　え？　とあたふたしている間に、コンビニの中へと押し込む。

「裏口から逃げるのです！　その間、この不肖サクライ、全力モードで阻止してみせます！」

　グオオオ。なんか盛り上がってるサクライ。

「なに？　この人、天使の人？」

　刺し客かくであるはずの悪あく魔まはのんびりしたものだ。ドーナツむしゃむしゃ。太りますよ。

　こうして、天使と悪魔の一大決戦が始まるかと思ったら始まらない。

　サクライによってコンビニへと押し込まれたマコト、ちょうどコンビニから走り出ようとしていた人と鉢合わせしてしまう。どしん。

「お、お前、どこ見てるんだ！」

　よっぽど急いでいるのか上ずった声。遅刻でもしそうなのかしら。必死に後ろを気にしている。そっちこそどこ見てるんだ、とはマコト考えもせず、

「あ、ごめんなさい」

　謝った。で、身をかわしてその人を通そうとすると、

「あれ。あの、すいません。あ、また……」

　両者とも同じ方向へ動いてしまう。それが続いた。通せんぼ状態だ。

「……てっ、てっ、てめえええっ！　邪じや魔ますんのかあっ!?」

　突然キレられました。マコトびっくりです。このくらいでキレることないじゃん。その男は目だし帽に黒のＧジャン姿。一歩間違えたら強盗と見間違えられそうだ。さらに黒い尻尾しつぽも怒ど髪はつ天てんを衝つく勢い。……黒い尻尾？

　と、マコトが思っていたら、首に腕を回されてナイフ突きつけられました。こんなキレ方あるか。

「ちくしょう！　逃げる邪魔しやがってえ！　何様のつもりだ、てめえええっ！」

　紛まがうかたなくコンビニ強盗です。

　え？　え？　マコトは人質になってしまったのだった。

「あれ……？」

　天使は首を傾かしげた。

「なんか自分、やらかしちゃいました……？」













六章







「寄るな、てめえら！　見世物じゃねええ！」

　興こう奮ふんした強盗は周りに向かって吠ほえまくる。そんなことするから、ますます人が集まってきて、なんだなんだと大おお騒さわぎ。

「なになに？　強盗？」

「いやーん、こわーい」

「うわ、マジだ！」

「いやーん、あの人質の子かわいそうー」

　いかにも「エロイことしよう♪」「エロイことしましょう♪」オーラ全開（朝っぱらから）のうっふんカップルが野次馬根性丸出しでコンビニ前にかじりついている。

「困るんだよな。このコンビニからＦＡＸ入れないといけないのに」

　若いサラリーマンがイライラした様子でコンビニ強盗を睨にらんでいる。銀の腕時計をチラッと見ながら、

「どっか別の場所に行ってくれよ。なんでコンビニ前でナイフ振り回してんだ」

　ウーウー、サイレン鳴らしつつ、警察車両も駆けつける。誰だれかが通報したらしい。その音に吸い寄せられるように、さらに人々が集まってきた。近所のオバちゃん連中がゴミ袋片手に、まー怖いわねー。通学途中の小学生が興こう奮ふんしてぎゃーぴー。

「あ、あいつⅢ－Ｂの奴やつじゃね？」

「うちの学校の生徒かよ！　なんて奴？」

「ウチダウチダ！　俺おれ、１年のとき同じクラスだった！」

　制服姿もあちこちに固まって見物中だ。イェーイ、なんて記念撮影してる奴もいる。コンビニ強盗をバックにピースピース。

　完全に見世物であった。そして、見世物として皆の視線を一身に集めるその男、コンビニ強盗は大声で叫ぶ。

「お、おまえら!?　寄るな！　あっちいけって言ってんだよ！　こいつ、殺すぞ!?　死んじゃうかもしれないんだぞ!?」

　ナイフを振り上げる。きゃー、わー、と嬉うれしそうな悲鳴が群集から漏もれた。チロリーン、カシャカシャカシャカシャ。シャッターチャンスに携帯が構えられ、シャッターが切られる。

「やめろ！　撮るな！　ほんとにやるぞ!?」

　全然言うこと聞いてもらえないのだった。

「いいからやっちゃえよー」

「いやーん、ヒロシったらひどーい」

　うっふんカップルが他ひ人と事ごとみたいに間延びした野次を飛ばす。まあ、他人事なんだけど。

「さっさとやれよ。時間が勿もつ体たいないだろ。早く終わらせろ」

　若いサラリーマンも舌打ち。時計を何度も見直している。

　こうして、コンビニの前でマコトを人質に取ってしまった強盗は逃げることもできず、やたら周囲に吠ほえるしかなくなっていた。警官もやってきて、

「無む駄だな抵抗は止やめろ！」

「うるせえ！」

　余計興奮させるのだった。わざとやっているのか。

「面倒なことになりそうだな」

「ヤマさん！」

　トレンチコートの中年がタバコを燻くゆらせながら警察車両から降り立った。警官がそれに敬礼する。

「ここから先は俺に任せてもらおうか」

　ヤマさんは自信ありげに頷うなずいてみせる。そして、拡声器を取り上げると、




「無む駄だな抵抗は止やめろ！」

「うるせえ！」

　余計興こう奮ふんさせるのだった。たぶん、わざとやっている。

　イシダはガクガク震ふるえている。いやあああ。いやあああ。口を押さえていないと叫んでしまいそうだ。マコトが人質にとられて、こんなに動揺するとは。

　天使サクライはサクライで、余計混乱を助長させる。本人は正しいことをしているつもりなのだが、

「あの、もしもし！　坂下公園通り沿いのセブンマートにて事件発生です！　ただちに天使創世連合会の応援を願います！　事態は切迫！　コンビニ強盗に少年が人質に取られて、今にも刺されそうです！」

　携帯で仲間の天使を呼び集めているのである。さらに携帯に向かって勢い込む。

「状況次第では、自分一人でも突入を開始します！」

　勝手なことすんな。イシダもそれに同意見。その発言を聞きとがめて、サクライに縋すがりつく。

「余計なことしないで！　ウチダくんが危ないわ！」

「しかし、このままでも人質が危険なことは変わりありません！　ここは一か八か！」

　人質の安全を勝手に一か八か賭かける天使。誰だれか止めないと本当にやりかねない。イシダは必死に食い止める。

「お願いだから、犯人を刺激するようなことはやめてえ！」

「悪を見逃すわけには……！」

「フ……。まあ、落ち着きなさい、サクライ君」

「うわ!?　先輩!?　いつの間に!?」

　長身で銀縁メガネの天使が、さも当たり前のように横に立っていた。イシダはこの天使にも見覚えがある。サクライと一いつ緒しよにいた天使だ。なんか気持ち悪かった印象が思い出された。

　銀縁天使は、ざっと状況を確認したらしい。

「犯人は悪あく魔まですか。となると、厄介かもしれませんね」

　そうなのだ。マコトを人質にとったコンビニ強盗は、黒い尻尾しつぽを生やしていた。ズボンから尻尾をはみ出させ、いきり立っている。

「おまえらなあ！　わかってんのか!?　俺おれは悪あく魔まだぞ!?　俺の力でお前らの頭に火ぃつけるぞ！　のけ！　のかねえか！」

　そんなことを喚わめいているのだ。
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　もっとも、そう言われてもこれが群集心理というものか。まさか自分には被害は及ぶまい、と誰も怖がらない。むしろ、早くやってやってと期待感が盛り上がっている。

　そんな周囲の様子を見て取って、銀縁天使は自らの分析結果を披ひ露ろうした。

「発火能力か何かの持ち主かもしれません。下手に近付くと、本当に能力を使い始める恐れがあります。万が一を考え、ここは慎重に行くのが上策でしょう。追い詰めて被害を拡大させるのは避さけるべきです」

「さすが先輩です！　勉強になります！」

　サクライは気をつけしてから頭を下げる。勢いよく。で、ちょっと窺うかがうみたいにして、

「ところで、先輩がどうしてこの場に？　いくらなんでも、現着が早すぎるのでは？」

「フ……。常在戦場です」

　よくわからないのであった。

　よくわからないと言えば、マンジョウメもよくわからなかった。イシダ達たちとは離れて一人、人だかりの真ん前に立っていたのだが、しきりに首を捻ひねっている。

「あれえ？　おっかしいなあ？　そんなはずないんだけど……。あたしも鈍ったかなあ」

　と、きょろきょろ辺りを見回し、人ごみに埋没しかかっていたイシダをようやく探し当てる。で、ちょいちょい、と袖そでを引き、自分の側そばへと引き寄せた。

「ねえ、サヤ？」

　おろおろしているイシダに話しかけてくる。

「あのさあ。サヤは何か感じる？」

「何の話!?　それより、ウチダくんが……ウチダくんが……！」

「なんでそんなに取り乱してんの？　あいつはサヤを脅迫してた嫌な奴やつなんでしょ？　いい気味じゃん」

「そんなわけないでしょう!?　刺されちゃうかもしれないんだよ!?　火をつけられちゃうかも……。そんなのを喜んで見ていられるわけないじゃない！」

「そうは言っても、あたし達たちには見てるくらいしかできないしねえ……。悲しんで見てれば助けられるってんなら、あたしもいくらでも悲しむけど。どっちにしろ見てることしかできないなら、せめて楽しんで見る方がいいじゃない？　前向きにいこうよ！　ポジティブシンキングですな！」

　ひでえ。

「そうだ！　あなたの力で何とかならないの？　あの犯人の記き憶おくを消して一生廃人にしちゃうとか」

　イシダも中々ヒドイことを提案するのだ。

「あたしがあいつに触れるくらい近づければね。あたしの力は相手に触れてないと使えないの」

　ひらひらー、と手のひらをイシダの目の前にかざす。

「どうであろうと、この人だかりの中からあの犯人が逃げられるとは思えないね。諦あきらめて投降するか、自暴自棄になって人質を刺したり悪あく魔まの能力を使い始めるか……」

「おらあああ！　逃走車用意しろ！　ついでに百億万円寄越せ！　さもないと、ここら一帯、俺おれの能力で爆破するぞ！」

「こりゃ後者だわ」

　錯さく乱らん気味のコンビニ強盗を見て、マンジョウメは結論付けた。

「そんなのダメええ！」

　イシダはガクガクしながら考える。

　あの犯人を何とかしなくちゃ……！　そうだ、わたしはいつだってウチダくんのことを助けてあげてきたじゃない。今度も絶対助けてやる！　わたしが！　でも、どうしたらいい？

　イシダはコンビニ強盗とそれに捕らわれたマコトを凝ぎよう視しする。マコトはあんな目に遭あっているのに、落ち着いているようだ。むしろ、犯人が一人で興こう奮ふんしている。さっきから、尻尾しつぽをいきり立たせて周囲を威い嚇かくしているかのよう。

　……尻尾だ！

　イシダは光明を見み出いだした気持ちになる。

　あの尻尾を擦こすれば、コンビニ強盗は動けなくなるはず。自分の経験から、それはよーくわかっていた。何とか隙すきを見て、尻尾を握ることができれば……。尻尾をこう、ギュッと捻ひねりあげる感じで。先端をぐりぐりと……。

　イシダの頭の中に、尻尾を摑つかむイメージが溢あふれ出す。奔流のように次から次へと。それにマンジョウメが気付いた。

「それ！　それだよ！　今、何か摑みかけてるでしょ!?　そのイメージのまま解放してみるが良いよ！　きっと、それでサヤの能力が開花するはず！」

「え？　なに？　解放ってどうやって!?　具体的にどうすればいいの!?」

「もう、そんなもん、ヌベロビチョーン！　って感じで！」

　全然わかんねえ。だからイシダは自分で何とかするしかない。

　尻尾しつぽを摑つかむ！　そして、ズバーン！　と引きずり落とす！　そんな場面を想像してみた。強く、強く！　尻尾の先端を引きちぎらん勢いで、ズバーン！




　そしたら本当に、ズバーン！




　と、なぜか強盗のズボンが引き摺ずり下ろされた。

「……ふぇ？」

　おまけに、そばにいるマコトのズボンもいっしょにズバーンと引き摺り下ろされていた。まっさらなブリーフが朝日にまぶしかったと伝承は伝える。




　突然下半身を全開にした強盗と人質を目にし、周りの者は呆あつ気けにとられる。

「……意味わかんね」

「いやーん、新しいプレイ？」

　うっふんカップルがぼそっと漏もらした。

　コンビニ強盗を注視していた若いサラリーマンがなぜか崩れ落ちる。膝ひざをついて、

「……負けた……」

　何がだ。

「な、何してんだお前は!?」

　ヤマさんが拡声器越しに喚わめくと、強盗も上ずった声で、

「な、なんじゃこりゃあ!?　う、うわ、寄るな、刺すぞ！　刺すぞー！」

「どこにナニを刺す気だ!?　変態か!?」

　何を言うておるのか、ヤマさんは。




「い、いやあああ!?」

「開かい眼げんしたね！」

　顔を赤らめるイシダに対し、マンジョウメは親指つきたててグッジョブ！　するのだ。

「な、なんで、ズボンが脱げてるの!?　しかも、あいつのズボンまで!?」

「脱がしたかったんじゃないの？」

「違うー！　尻尾を摑もうとしたのにー！」

　天使のように真っ白なマコトのブリーフを目に焼き付けたイシダは、胸の奥からこみ上げる何かを堪こらえ切れない。なんでこんなことにっ!?

「もういやあああ！」

　悲鳴を上げる。マンジョウメが、はっとしたようにイシダの体を支えた。

「ダメ！　サヤ！　抑えて！」

「こんな……こんなつもりじゃ……！」

「ダメだよ、サヤ！　能力が暴走してる！　このままじゃ……！」

「いやあああああっ！」

「サヤーッ!!」

　イシダとマンジョウメが切羽詰った叫びを上げると同時に。




　ズババババーン!!




　半径２００メートル以内の男子のズボンが全部脱げた。




「ほうら、ね？」

　マンジョウメが口元を歪ゆがめながら、やれやれ、と言った調子で呟つぶやいた。




「わああああ!?」

　周囲は大混乱。そこではあらゆることが同時に起こった。




「いやああああん、せんぱいー!?」

「フ……」

　銀縁天使は下半身丸出しでも余裕なのだ。しかも、ふんどしなのだ。むしろ誇らしげであった。

「は、早くしまってください！　そんな、そんなもの！」

「サクライ君、そのような言い方は如何いかがなものでしょう？　ふんどしに対する偏見ではありませんか？　よく見て御覧なさい。この姿はなにも疚やましいものではないのです。純粋な気持ちであれば目を背ける必要などありません。心を研とぎ澄すまして、もう一度その瞳ひとみに映るものを確認して御覧なさい」

「いやああああん、へんたいー！」

　ばちーん。ぶべらっ。人ごみの奥で、なんか物もの凄すごい音がしたのだった。




「おわ、何だよ、俺おれもズボン脱げたよ。超うける」

　うっふんカップルの男の方が、へらへらと笑う。

「なんだこれ？　脱げてるの男ばっかなのな。しょうもねえ。ははは、見ろよチコ！　あのおっさん、イチゴパンツはいてっぞ!?」

「いやーん、あたしも脱げちゃったーん」

　笑いが凍りついた。

「……え……？」

　うっふんカップルの男の方は、女の方へと視線を移す。さっきまでパンツルックに包まれていた、彼女のスラリとした足がむき出しになっていた。で、日の光の下むき出しになったショーツに見える、あの盛り上がりは……？

「な、な、な、なんで？」

「いやーん。うふ♪」

　うっふんカップルの女の方はウィンクしてみせた。正確には、もう女の方じゃない。

「ちょちょちょちょちょと待って！　何!?　じゃあ、俺おれは今までナニしてたの!?　ナニが起こっていたの!?　毎晩毎晩、どうやってどうなってたの!?」

「うふふ。明るいところはイ・ヤ♪」

「わあああああああっ！　俺はっ！　俺はっ!?」

「今まで散々楽しんだんだ。今更逃げるのはなしにしようぜ？」

　うっふんカップルのもう一人の男の方が野太い声で、男の肩をがっちり摑つかんだ。




「何が起こったんだ、これは!?」

　青の縞しま々しまトランクス姿の警官が叫ぶ。混乱を鎮しずめようと命令を下した。

「総員、ズボン上げ！　……って、わああああ!?　ヤ、ヤマさん!?」

「ん？　どうした？」

　トレンチコートの襟えりを立て、拡声器片手に立つ男。ヤマさんの苦みばしった顔には事件解決への強い意志が感じられた。が、ヤマさんの苦みばしった下半身は超ファンシー。コートの隙すき間まから見えるおっさんの素足の間にある布切れは。

「ヤマさん！　なんですか、そのパンツは!?」

　ぴっちぴちのイチゴパンツ。四十余年の歳月で鍛きたえ上げられたぶよぶよ下腹部を受け止めるそのパンツは、はちきれんばかりに膨ふくらんでいる。イチゴ柄ものびのびですわ。

「まさか、ヤマさんもそっち系の人なんですか!?」

「ばかもーん！　そっち系とは何だ!?　これは娘のパンツだ！」

「は？　なーんだ、そっか。……って、何で娘のパンツはいてるんですか!?」

「間違えたんだ」

　重々しくヤマさんは言ったものだ。

「俺達たち、刑事は夜討ち朝駆けが基本だ。下着を変える暇もない。そんな構造的な問題がこの悲劇的結果を招いた。現代社会のひずみというやつだな。このパンツも現代社会の犠ぎ牲せい者しやだったのかもしれん。哀れな奴やつだよ」

　そう言って、ヤマさんはタバコに火をつける。深く吸い込んで、フーッと紫煙を吐き出した。

「……ヤマさん、確かヤマさんの娘さんって今……」

「９歳だが？」

「つかまえろ！　この変態ロリ親おや父じ！　そんな９歳女児のパンツ間違えてはくかっ！」

　警官が周りに号令する。ヤマさん、拡声器振り回して大暴れ。

「間違えたんだ！　わざとじゃない！」

「ウソつけこの野郎！　そんな無理矢理な間違いあるか！　実の娘のパンツはいて何考えてんだ!?」

「わかった！　俺おれも男だ。今度から実の娘のパンツははかない。娘の友達のパンツはく」

「はくな！　パンツはくな！」

「じゃあ被かぶる」

「罪を重ねるんじゃない！」

　この町の警察はかなりやばいことになっている。




「あれ……？　あいつ、尻尾しつぽが取れてる？」

　群集のうちの誰だれかが言った。その言葉は、呆ぼう然ぜんと突っ立っているコンビニ強盗を指していた。コンビニ強盗は黒いボクサーパンツをはいている。もちろん、その足元にはズボンが纏まとわりついていた。この場にいる多くの者と同じように。ちょっと違うのは、地面に落ちたズボンに黒い尻尾が縫ぬいつけられていたことだ。

「……にせ尻尾か!?」

「あー、なるほどー！」

　ぽん、とマンジョウメは手を打った。道理でコンビニ強盗から悪あく魔まの匂においがしなかったはずだ。おかしいな、とは思っていたのだ。

「そうだよねー。普通なら、そんなわざわざ自分が悪魔だなんて表に出して、身柄を特定しやすくするわけないっつうの」

　マンジョウメは納得した様子で独り言を言うのだった。

「あいつの悪魔の能力とかはったりだ！」

　そんな叫びに、ついに強盗、逃げ出した。周囲の混乱に紛れ込もうというのだ。警官達たちも内輪もめを始めたようだし、好機と見たのだろう。マコトを放り出して、人ごみの中に飛び込もうとする。でも、ズボンに足が絡からまって、ずでーん。

「あ、ほらほら！　ホシが逃げようとしてるぞ！」

　ヤマさんが拡声器で叫ぶ。

「あいつを捕まえるのが先決だ！　このパンツ問題は俺おれが責任もって上へ報告しておくから、お前らはホシの確保に全力をあげろ！」

　自分への注意を逸そらそうというのだ。

「くっ、この変態親おや父じ……。あんたの方は後で詳しく話を聞かせてもらうからな……。とりあえず、確保─！」

　警官の叫びと共に、わーわーわー。じゃーんじゃーんじゃーん。げえっ張ちよう飛ひ。

　半はん鐘しようは鳴るわ蛇じや矛ぼこは振り回されるわ、えらい騒さわぎである。

　コンビニ強盗は這はいずりながら、人ごみの中へ。ゴミ袋片手のオバちゃん連中、あらやだあらやだ。小学生は興こう奮ふんしてギャーピー。

　そこへパンツ丸出しの警官隊が突入した。色とりどりのパンツが乱舞する。

「それっ今じゃ」

　張飛の活かつ躍やくもあって、コンビニ強盗は見事討ち取られるのだった。さすが張飛だ。でも、張飛は補導されてしまうのだった。銃刀法違反です。

　こうして、コンビニ強盗は張飛と一いつ緒しよに手て錠じようをかけられ警察車両に乗せられていった。




「ねえっ！　大だい丈じよう夫ぶだった!?　大丈夫だった!?」

　放り出されてひっくり返っていたマコトに、イシダがかじりつく。涙目なのだ。

「ズボン、上げさせてくれないかな」

　対するマコトは、まず身なりを整えたいらしい。

「ごめんね、ごめんね！　わたし、こんなことするつもりじゃなくて、あの強盗をどうにかしようと、それだけだったのに、なんでかズボンが……」

　そう聞いてマコトは、ん？　と心に留める。

「もしかして、これって君がやったの？」

「た、助けたかったの！　あなたを助けたかったから……！」

　全然助けになっていなかったような気もするが。

「……ありがとう」

　マコトは礼を言うのだった。




「なんじゃい、そりゃあ」

　陰で見ていたマンジョウメは素直な感想を漏もらす。脅迫されて嫌がってたのかと思ったら、全然そんなんじゃないじゃん。馬ば鹿からしい。帰ろ帰ろ。

　そんなマンジョウメの耳に、ぼそぼそとした声が飛び込んでくる。

「見たろ！　これ絶対、イシダの仕し業わざだって！」

「マジかよ。マジであいつ悪あく魔まなのかあ？」

「俺おれ、見たんだってば！　あいつが中心街で尻尾しつぽ出してたところ！　言われた通りイシダを張ってたら、えらいもん見ちゃったよ！」

「確かに、大勢のズボンを一斉に脱がすなんて悪あく魔まらしい凄すごい能力だ。馬ば鹿かげた能力だとも思うが……。しかし、確かな証拠が欲しいな。イシダが悪魔だっていう証拠が」

「ザキ！　もういいじゃねえか！　すっトロいこと言ってねえで、もうやっちまおうぜ！」

　柄の悪い３人組がイシダ達たちの様子を窺うかがっているところだった。そして、下げ卑びた笑いを立て始める。

「裸に剝むいて、それで確かめてみればいいだろ？　あいつに尻尾が生えてるかどうか、オレらの目で調べてやろうぜえ」

「それもそうだな。もし生えてたらお仕置きしてやろう」

「あのクソ生意気女、ヒイヒイ言わせてやる！　これをネタにすれば、あいつ俺達の言い成りだ！」

「やっぱ、遊ぶなら男より女だよなあ？　マコっちゃんよりよっぽど楽しめそうだぜえ？」

「ね、ね、なんだか面白そうな話してんじゃん！」

　ぽんぽん、とそいつらの肩を叩たたきながらマンジョウメは話しかけた。一人一人、入念に肩たたき。

「なんだおめえ？　どこ中だよ？　……あれ……？」

　呆ほうけた顔の三人が残された。




　実のところ、マコトは冷めていたのだ。周囲の状況を冷静に見据えていた。どういうわけか、マコトにはそういう余裕がある。

　コンビニ強盗に捕まっている間、彼の心にあったのは、刺されるかも、という恐れではなく、これでまた人目を引いたら嫌だなあ、という不快さだった。暴力に対して焦あせったり怖がったりはしない。

　だから、今。解放された自分を見て取り乱しているイシダを見ると、不思議な気持ちでいっぱいになる。

　どうして？　どうしてそんな心配するんだろう？

　ここでもマコトとイシダとの間には温度差がある。

　僕は大して怯おびえてもいないのに、どうしてイシダさんが泣いてるの？

　そう思うマコトだ。だが、その温度差は不快なものではなかった。なんか笑ってしまう類たぐいのものだ。そんな大おお騒さわぎするようなことじゃないよ、と諭さとすというか安心させてやりたくなる。笑いながら。

　さらにマコトは思う。

　本当に、なんなんだろう。この人。

　不思議な気持ちと一いつ緒しよに、なんだか温かい感じ。思ったより、マコトはイシダに影えい響きようされているのかもしれない。

「……ありがとう」

　とか言ってしまったし。

　イシダはそんなマコトの心情には気付かずに、謝り続けるのだった。

「ごめんね、本当にごめんね。こんなことに巻き込んじゃって……」

　しゃくりあげながら言う。

「巻き込んだ、って……。これは別に君の所せ為いではないだろ？」

「だって、ウチダくんがこのコンビニに来たのって、お昼のおにぎりを買いに来たからでしょう？」

「まあ、そうだけど」

「わたしがお弁当を持ってくることになっていれば、ここに来ることはなかった。そうだよね？　だから……わたしがお弁当さえ持ってきていれば……」

　なるほど。そうきたか。そんな風に捉とらえるとは。マコトはイシダの考え方に感心すらしてしまいたくなる。

　でも、それならそれで好都合かな。丁度いいや。

　マコトは自分の鞄かばんからあるものを取り出す。実は気になっていたからだ。イシダに会ったら渡そうと決めていた。だからイシダに向かって、

「えーっと、そういうことなら、これからもこれが必要になるかな？」

　差し出した。

「……ふぇ？　なに？」

　涙を拭ふきながら、イシダが受け取ったのは「おいしいお弁当の作り方」。

「……これを……？」

「……これからも必要であってくれると嬉うれしい、んだけど……」

　言われた意味を考えて、それからイシダはニッコリ笑う。

「……いいわよ。でも、あなたの口からちゃんと命令してくれるんでしょうね？　この卑ひ怯きよう者もの！　言葉にしてくれさえすれば、これからも作ってきてあげる。……命令に従ってあげるんだから、ありがたく思うこと！　さあ、命令しなさい」

　どっちが命令されているのかよくわからないのだった。







　後日。

「はい、あーんして？」

「あーん」

「……美お味いしい？」

　イシダは気恥ずかしげに見守った。

「うん、こりゃあうまいよ！　特にこの肉！　いつもこんな良い肉使ってるの？」

「ちょっとタレに工夫があってね。お肉自体は普通の特売肉だよ」

「そうなの？　すごいな……。もうお昼はこれが楽しみでね」

　マコトにそんなことを言われたら……。イシダはなんだかお尻しりがむずがゆくなる。

「うふふ。もう一口食べる？」

「うん。あーん」

「もう、甘えん坊なんだから」

　……って、だめだ。こんなのはダメだダメだダメだ！

　イシダは遂ついに耐え切れなくなった。

「無理無理無理！　そんなこと、わたしにはぜえったい無理だから！　なにこれ!?　どこの三文芝居!?」

　突然、大声上げだしたイシダを見て、弁当を食べていた男女が眉まゆをひそめる。

「なあに、あの人？」

「さっきからこっちをじろじろ見てたけど……。なんか思春期なんじゃないの？」

　やあねー。ねー。みたいな会話を背中に、イシダはその場を離れた。足早に。顔を赤らめつつ、公園の端っこに移動。

　わたしもいつか、さっきの人達たちみたいに、あーん、とかやるの？　見てるだけで恥ずかしい……。

　自分とマコトがさっきの連中と同じようなことをしている情景を思い浮かべてみるイシダ。

　あーん、して。美お味いしい？　ウフフ。

　……今なら恥ずかしさのあまり、両手から連続エネルギー弾を撃うてそうになった。

　わたしったら、何考えてるの!?　……でも、そうなりたくないわけじゃないよね？

　イシダはどうにも戸惑う。恥ずかしい気持ちとそれ以外の気持ちがぶつかり合って大波小波でどんぶらこであった。どこへ漂流しているのか、自分でもよくわからない。

　羅ら針しん盤ばんはどこだ？　行き先を教えてくれる北極星はどこ？

　北極星はチャリに乗って現れるのだった。

「やあ、おはよう」

　もうお昼だが。マコトはイシダの前で自転車を止める。

「休みの日まで作ってくれなくてもいいのに」

「作れって命令したのはあなたでしょう？　ほら、今日の分」

　ぺいっ、と弁当箱を渡した。イシダの言い分として、毎日お弁当を作って欲しいという言葉を文字通り解釈しただけである。

　休日は除く、とか言われなかったもんね。

　休みでも会う口実ができたわけで、イシダも策士よのう。といったところなのだが、今日は勝手が違った。さっきの情景を思い浮かべて、イシダの背筋がざわざわしてきたからだ。このままだと、マコトに向かって変なこと言ってしまうかもしれない。また自分だけ舞い上がって恥ずかしいことを。

　やばい！　今日は早く逃げよう！

「じゃあ、わたしは今日はこれで……」

　そんな日に限って、マコトは提案するのだ。

「これから、どこか行こうか？」

「……ふぇ？」

「自転車に二人乗りして、どこか郊外にでも行ってみない？　ピクニックみたいなものさ。お茶とか用意してきたし」

　背負ったリュックをポンと叩たたいてみせるマコト。準備万ばん端たん。誘さそいの言葉も軽やかに。弁当はたった今手に入れたしね。もっとも、弁当は一個だけだから、まあ、その、二人で分け合って食べることになるわけだが。さっきの連中みたく、いちゃいちゃしながら？

　言われた方のイシダは顔をしかめた。

　だって、チャリに乗って、金をかけずにピクニックですよ？　そんなこと喜んでやってられるか。だせえ。……だせえんだけど、

「……行ってもいいよ」

　つまらなそうな顔をしたまま、ボソリと言った。そんなイシダの様子を見て、マコトが微笑ほほえむ。

「命令した方がいいのかな？　君にとっては、その方が楽？」

「……」

　それには答えない。でも、イシダはさっさとマコトの後ろに乗るのだった。そうなるとマコトからイシダの顔は見えなくなるわけであり、彼女の表情は窺うかがい知れないのであるが、

「……さあ行け！」

　弾んだ声。

　その号令と共に、マコトは漕こぎ出す。で、イシダ、荷台に立ち乗り。スカートがはためいた。

「……遠くが見えるよ！」

　これまた弾んだ声。二人は風を切って、街をすり抜けていくのだった。




　でも、自転車の二人乗りは危ないのであり、お巡りさんに見つかってこっぴどく叱しかられた。
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あとがき







　そうか読めたぞ、シモネタスキー。

　パンツを出せば受ける。

　スカートの中身とは男にとって永遠のファンタジー。

　それを端的に具現化した存在、パンツを描ききることでライトノベルの方向性も見えてくるというものよな。

　そんなファーザーの言葉に騙だまされて書いた。

　でも、パンツ出せばいいってわけでもないらしい。

　あんまり色っぽくない。

　これは自分の経験不足が原因であろう。

　パンツに対する経験が足りないのだ。

　魅み力りよく的てきなパンツを書けていない。

　そういうわけで、ランパブに行きました。

　ランパブとはランジェリーパブの略です。

　そこでは従業員の方々が常時下着姿での接客に努めるとの噂うわさ。

　パンツに対する経験値を上げるのに、これほど実践的な場所はあるまい。

　私はあくまで作品の質向上のためランパブへ行くのであった。

　邪よこしまな気持ちはないのであった。

　さて、辿たどり着いたランジェリーパブである。

　さすがランパブ。

　店長からフロアスタッフに至るまで全員パンツ丸出しなのだ。

　私も負けじとパンツ丸出しになろうとしたのだが捕まるので止やめた。

　そのうちショータイムが始まった。

　するとランジェリーパブなのに段々下着が脱げていく不思議。

　看板に偽いつわりがあるのではないか。

　まったくけしからんのではないか。

　あんまりけしからんので１時間延長した。

　そしたら桁けた６桁の勘定を請求されてえらいことだ。

　泣いて土ど下げ座ざして現金自動支払機のお世話になって事なきを得た。

　これはそんな冒険の日々を礎いしずえに描かれた魂の作品である。




　だったらよかったのに。

　残念なことにこのあとがきはフィクションです。

　ランパブとか想像して書きました。

　ですから私は本当のところ、ランパブなんか行ったことありません。

　まさかそんなふしだらな場所へ行くわけないではありませんか。

　清い体です。

　誰だれか連れてって。




　このあとがきはフィクションですが、お世話になった皆様への感謝の気持ちはフィクションではありません。




　担当のＭさん。

　いつも迷惑かけてすいません。

　あんな不ぶ躾しつけな電話に対応してくださりありがとうございました。




　電撃[image: ま]王編集部様。

　こんな私にチャンスを与えてくださって本当にありがとうございます。

　これから少しでもご恩返しできればと思います。




　イラストを担当してくださる南みなみ野の彼方かなたさん。

　素晴らしいイラストをありがとうございます。

　ラフ画等見ては日々ニヤけております。




　友人各位。

　ネタとかいただきまくりでごめんなさい。

　どうかこれからも見捨てないでやってください。




　そしてこの本を手に取ってくださったあなた。

　ありがとうございます。

　本当にありがとうございます。

　もしよろしければ今後ともご贔ひい屓きください。お願いいたします。




　また皆様にお会いできることを祈りつつ。

　最後にもう一度だけ感謝の言葉を。

　本当にありがとうございました。

　いいからカツを食え。
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相あい原はらあきら

本名：仕事大助。妖怪。３度の飯より仕事好き。仕事なしには生きていけない。呪文「そんなに仕事好きならハロワ行け」を唱えられると死ぬ。溶け死ぬ。５秒で。必殺技はエターナルスレイブワーク。チーム年金生活者の切込隊長として大会優勝の原動力となった。

[image: ]




イラスト／南みなみ野の彼方かなた

岐阜出身。東京在住。サラリーマンから転職したフリーのイラストレーター。主にゲームの原画やキャラクターデザインをこなして今に至る。
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